
        
            
                
            
        

    

























































魔王の娘だと疑われてタイヘンです！

LV.1 剣士の娘にニラまれてます！









姫ノ木あく







[image: ]









本書に掲載されているコンテンツの著作権等の知的財産権およびその他すべての権利は、ＳＢクリエイティブ株式会社または正当な権利を有する第三者に帰属します。

本書の内容を権利者の許諾なく複製・複写・翻案・放送・出版・データ配信（送信可能化を含む）などすることはできません。








カバー・口絵　本文イラスト

よう太









CONTENTS




プロローグ

第一章　慌ただしい一日でタイヘンです！

第二章　新入生にニラまれてます！

第三章　スカウティアが大混乱です！

第四章　魔王の力、みたいなヤツかもしれません！

エピローグ







[image: ]




　その赤あか子ごは、魔王の居きょ城じょうの最さい奥おうにある部屋で安らかな寝ね息いきを立てていた。

　若き勇者が覗のぞきこむと、その気配に気がついたのか、赤子はうっすらと目を開く。

　彼はその赤子を慎しん重ちょうに抱きかかえて言った。

「俺おれはこの子を連れて帰る。そう決めた」

　突然のその言葉に、普段は冷静な魔法使いが気け色しきばむ。

「リクドウ、自分がなにを言っているのかわかっているのか？　魔王が命を賭としてまで俺たちを行かせまいとしたのがこの最奥の間だ。そして、そこで眠りに就ついていたこの赤子。これがなにを意味しているのかは火を見るよりも明らかだろう」

「なにが明らかだ？　明らかなのは、ここにいるのが無む垢くで無力な赤ちゃんだということだけだ。それ以外はすべてただの想像にすぎないだろ」

「それが後々どんな禍か根こんを残すことになるか、少しは考えてくれ」

　魔法使いはため息をついて頭を振り、戦いくさ乙女おとめもまた悲痛な表情で魔法使いに賛同した。

「そうね……。たとえ世界の脅威となるような存在じゃなかったとしても、過酷な運命が待っているようにしか思えないわ。ここで命を奪ってあげるのが、一番慈じ悲ひ深い選択なのかも」

「そんなものは慈悲じゃない！　ただの責任放棄だ！」

　勇者は呼吸を落ちつかせてから、改めて口を開く。

「この子は今、俺を見て笑ったんだ。俺にはこの子は殺せない。……いや、俺はこの子を殺させはしない」

　そして、共に死線を潜くぐり抜けてきた仲間たち一人一人に目を向け、はっきりと宣言した。

「俺は人々の笑顔を護まもるために今日まで戦ってきた。これからもそうするだろう。この子の笑顔も同じだ。俺はこの笑顔を護るために戦う」

　勇者は懐ふところに抱えた赤子に微ほほ笑えみかけ、赤子もまた勇者を見てうっすらと目を細める。

「この子のことは俺が責任を持つ。だからすまない。俺のわがままを許してほしい」

　聖女は無言のまま静かにうなずき、騎士は背を向けて拳こぶしを震わせ、射手はただ嘆たん息そくした。

　ここにいるのはみな、魔王と魔王軍の暴ぼう虐ぎゃくに抗あらがうために立ちあがった者たちだ。

　好き好んでこの幼き命を絶とうという者などいるはずがない。

　だが、魔法使いの言葉どおり、それが災さい禍かの種となることは火を見るよりも明らか。

　魔王討とう伐ばつを果たした今だからこそ、ほんのわずかな禍根でも残したくないというのは、誰だれもが思うことだった。

　とは言え、言いだしたら聞かない頑がん固こさも、勇者の勇者たる所以ゆえん。

　それぞれの思いはあるものの、もはや反対しても虚むなしいだけと仲間たちは悟っていた。

　戦乙女が諦あきらめたように口を開く。

「それで……責任を持つって言ってもどうするつもりなのよ？」

「……あー……そりゃあもちろん、俺が育てる……って話になるんじゃないか？」

「マジで？」

「マジで」

　こうして、魔王の居城で発見された赤子は、魔王を倒した勇者によって育てられることとなった。
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「りっくーん！」

　ノクトベルは、ブレナリア王国の王都ブレナリアから南に向かって徒歩で数日ほど離れた丘きゅう陵りょう地帯にある小さな街だ。

　これといった特産品もなく、主要な街かい道どうに面していないことから商業での発展も見込みにくいが、西にサビオ連山を望む風ふう光こう明めい媚びな土地であり、百年以上前に建てられた大聖堂を中心にゆっくりと発達してきた。

　その明るい少女の声は、そんなノクトベルの街外れにある少々年季の入った小さな館やかたから聞こえてきていた。

「りっくん？　ごはんできたよー？」

「はいはい。今行くよ」

　その声に書斎にいた青年が顔をあげて応こたえると、扉が開いて少女がひょっこりと顔を出す。

　年の頃ころは十二、身長は百五十サンクトあるかないか。

　好奇心の強そうなぱっちりとした蒼あおい瞳ひとみに、腰まである長い金色の髪。そして、白い肌。

　腰つきは細目ながら、伸のびやかな手足からは良好な栄養状態であることがうかがえた。

「『はい』は一回。でしょ？」

　少女はその金色の長い髪を煌きらめかせて、いたずらな笑みを見せる。

「はい」

　青年も素す直なおに応えて笑った。

「そうだったな。俺おれが言ったんだった」

　右手に摑つかんだ杖つえを支ささえにして、青年は腰掛けていた椅い子すから立ちあがる。

　青年の年頃は二十七、身長は百七十五サンクトをわずかに超えているだろうか。

　黒に近いダークブラウンの瞳に、瞳と同じ色の癖くせの強そうな髪。肌の色も少女とは違い黄色みがかっていた。

「にゃははっ。脚あしは大丈夫？　肩貸そうか？」

「大丈夫だよ。今日はだいぶ調子がいいんだ」

「ん、よかった」

　そう言って微ほほ笑えむ少女の姿に、青年の胸には春の日ひ射ざしのような暖あたたかさがこみあげてくる。

「エリナ」

　青年がその名を呼ぶと、少女は首を傾かしげて応えた。

「なぁに？」

「……いや。いい子に育ってくれて嬉うれしいなぁ、とか思っただけだ」


「～～～～っ。な、なによ、それぇ」



　顔を真まっ赤かにして口を尖とがらせる少女──エリナ。

　その美しい金色の髪を揺ゆらめかせ、空のように蒼い瞳で青年を睨にらみつける。

「もぉ、早く食堂に来てよね。せっかくのシチューが冷さめちゃう」

「おお、シチューか。そんなものまで作れるようになったんだな」

「シチューは前にも作ったでしょ!?」

「そうだったっけ？　ごめんごめん」

「もう！　ほら、やっぱり肩貸してあげるから。杖より楽でしょ」

　憤慨しながらも少女は青年に駆けより、その右腕の脇わきに自みずからの身体からだを滑りこませた。

「ん？　悪いな。ありがとう、エリナ」

「だ、だから、シチュー冷めちゃう前に食べてほしいだけだし……」




　大陸全土を恐怖に陥おとしいれた魔王軍の台たい頭とうも、今は昔の物語。

　あれから十二年の歳さい月げつが流れ、戦乱の面おも影かげはすでになくなっていた。

　ここブレナリア王国も、魔王軍によって蹂じゅう躙りんされ、一時は地獄のような惨状となっていた国の一つだが、順調に復興が進んだ今では、美しい街並みが広がり、人々はその街で笑顔の絶えぬ生活を営いとなんでいる。

　魔王を倒した若き勇者リクドウも今は二十七歳。

　魔王との戦いにおいて負傷した右膝ひざが未いまだに治らず、戦場からはすでに身を引いていた。

　とはいえ、魔王討伐の褒ほう賞しょうとして、かつて貴族の別邸であったこの小さな館とランドバルドという家名、そして、父娘ふたりで慎つつましく暮らしていくには充分な金銭は受けとっており、生活に困るようなことはない。

　それでも魔王討伐の褒賞としては最低限も最低限。本来ならば爵しゃく位いも領地も用意されていたものをリクドウがすべて断ってしまった結果、「国の威信というものもあるから、せめて戦後の生活の保障くらいはさせてほしい」と泣きつかれて今の状況に落ちついている。

　そして、魔王討伐の勇者としてのリクドウの名も、公おおやけには秘されていた。

　これもやはりリクドウ本人の要望だった。

　ありがたい話だ。

　リクドウは健すこやかに育つ娘の肩を借りつつ、そう思う。

　明るく美しい街並み。

　笑顔の絶えない人々。

　そして、愛する我が娘。

　リクドウがその身を賭して護りたかったものが、ここにはすべて揃そろっている。




「杖はこっちに置いておくね」

「ありがとう。でも、そんなにしてくれなくても大丈夫だって」

　もはや一線から身を引いているとは言え、リクドウは歴戦の勇者である。右膝一つ使えなかったところで、日常生活に支障が出るほどには困こまりはしない。

　だが、娘に言わせれば──

「わたしが支えたかったの！　なにか文もん句くある!?」

　だそうである。

「あ、ありません……。ありがとうございます……？」

「よろしい。じゃあ、シチューよそってくるから待っててね～」

　そしてキッチンの方にトタトタと走っていく。

　魔王の城の最奥の間で出会ってから十二年。

　あのとき、産まれたばかりに見えた赤子は、エリナと名づけられ、こうして十二歳の少女となっていた。

　金銭面での不安はなかったとはいえ、男手一つで赤ん坊を育てるのは大変だった。

　だが、エリナが笑顔を見せてくれるたびに、どんな苦難も乗り越えることができた。

　これからも、乗り越えていけるだろう。

　みんなの反対を押し切って連れて帰ってきてよかった。

　こんなにいい子に育ってくれて本当によかった。

　だけど、でも。

「……最近、『お父さん』って呼んでくれなくなっちゃったんだよな」

　エリナには戦せん災さい孤こ児じであったと伝えている。

　だから、実際に血の繫つながりがないこともエリナは承知しているわけだ。

　それでも、育ての親としては悩むのだ。

　娘はいい子だし、自分を好いてくれているとも思う。

　それでも『父』としては認められていないのではないか。

　魔王討伐の勇者であることはエリナにも言っていない。

　ということは、エリナの目にはなんにも働いてないのに、どこかからお金をもらってのうのうと暮らしてるだけの人に見えているのではないか。

　父としての甲か斐い性しょうは、なにも認められていないのではないか。

「うう……」

「どうしたの？　脚痛む？　今日は調子いいって言ってたのに……」

　深皿によそわれた白い湯気を立てる温かそうなシチュー。

　それがリクドウの目の前に置かれる。

　それと食べやすいサイズにスライスされた何切れかのパン。

　ボイルされた野菜も美お味いしそうな色合いを見せていた。

「ああ、いや、大丈夫だよ。……おお、いい匂においだな」

「でっしょ～？　あのね、香り付けに使うといいよってフランがハーブをくれてね」

　エリナは楽しそうに親友のフランの話をはじめる。

　父として信頼してくれているからこそ、こうして親友の話もしてくれるのだ。

　リクドウはそう思いながら、手を合わせる。

「いただきます」

「いただきます」

　そして、スプーンを持って、娘の作ってくれたシチューにさっそく口をつける。

「……エリナ」

「うん」

「ハーブ入れすぎ。ちと苦い」

「……だよねー」










　少しするとランドバルド家のノッカーが鳴らされた。

「エリナー」

　次いで、エリナを呼ぶ少女の声が聞こえてくる。

「はーい」

　エリナはドタバタと家の中を駆け回り、出かける準備を整えて、玄関の扉を開いた。

　リクドウもエリナを見送るためにその後に続く。

「おはよう、フラン！　お待たせ～！」

「おはよう、エリナ。あ……リクドウさんも、おはようございますっ」

　リクドウにぺこりとお辞じ儀ぎをしたその少女は、フランソワーズ・フラヴィニー。通称、フラン。

　二つに結んだ栗くり色いろがかった髪がお辞儀にあわせてふんわりとその小さな背中に着地する。

　エリナが物心ついた頃からの幼なじみだ。

　歳としも同じで、その背もだいたい同じかフランが多少小さいくらいだが、フランは胸の方も少々ふんわりとしていて、エリナは時折その成長の差に釈しゃく然ぜんとしないものを感じていた。

「それじゃあ、りっくん。いってきまーす」

「いってらっしゃい。エリナもフランちゃんも気をつけてな」

「あ、ありがとうございますっ。いってきます」

　フランは再びリクドウにお辞儀をし、その間に歩き出してしまったエリナを慌てて追いかける。

「待ってよ、エリナ」

「にゅふふふふ」

　スタスタと歩くエリナに追いつき、フランはその笑みを見み咎とがめた。

「なによ、エリナ……。なんか嫌いやな笑い方してる……」

「にゅふ。フランってさぁ、絶対りっくんのこと好きでしょ～？」

　エリナのその言葉にフランは目を白黒させる。

「ふぇっ!?　ふぇえええええええっ!?」

「慌てすぎ、慌てすぎ」

「だだ、だって、なな、なん」

「なんでそんなことわかるのかって？　そんなのだって、フランってばいっつもりっくんのこと見るときにお目々キラキラしてるし、ちょっと挨あい拶さつ交わしただけでリンゴみたいに顔赤くなってるし、しかもなんだか、した挨拶を嚙かみしめるように胸のところでギュッと手を──」

「も、もういいからやめてっ。恥はずかしいから、やめてっ、エリナ！」

「……そんなに好きなんだ？」

「ち、違うの……。好き……とかそういうのじゃなくて、単に、その、憧あこがれてるっていうか……かっこいいなってちょっと思ってるだけで……」

「それを好きって言うんじゃないの？」

「違うの！」

　力一杯否定されて、エリナはそれ以上突っつくのはやめようと判断した。

　フランは幼なじみであると同時に大の親友でもある。

　基本、エリナが振り回す方、フランが振り回される方という関係ではあるが、フランが本当に怒ったときにどうなるか、エリナはそのこともよく知っていた。

「違うならいいや。そんなこと言っておいてなんだけど、わたし、そういう好きとかよくわかんないしね」

「……そうなの？」

「好きな男の子とかの話でしょ？　そりゃりっくんのことは好きだけど、たぶんその好きとは違うんだろうし」

「そっか……。エリナにとってはリクドウさんはお父さんだもんね」

「まあねー。最近はなんか『お父さん』って呼ぶのが恥ずかしくなっちゃって、『りっくん』とか呼んじゃってるんだけど。にゃはは」

「ふふふ、でもそれはそれでいいかも。リクドウさんってまだ若いし、『お父さん』より『りっくん』の方がかわいくて私は好きだな」

　そこまで言ってからフランはピタリと足を止める。

「す、好きって言ってもそういう好きじゃなくてね!?」

「わかるから！　今のは呼び方の話だよね!?　わたしちゃんとわかってるから！」

「はぁ、よかった……。エリナはちゃんと私のことわかってくれるから大好き」

「にゃははっ、わたしもフランのこと大好きだよ～。うりうり？」

「もぉ、つつかないでよぉ。……って、そろそろ急がないと遅刻しちゃう」

「わわ、ホントだ。走ろ、フラン」

　エリナはフランの手を取って走りはじめた。

「急に走り出さないで～っ」

「遅刻しそうって言ったのフランでしょっ」

「で、でも、私、走るのとか、苦手でっ」

「よく知ってる～」

「もぉっ！　はぁっ、はぁっ、はぁっ、エリナの……バカ～っ」










　ノクトベル大聖堂。

　建こん立りゅうから百年以上もの歴史を持つこの建物はこの街のシンボルであり、その歴史は街の歴史そのものと言っても過か言ごんではない。

　そして、その大聖堂の歴史に、十年ほど前から付け加えられたものがあった。

　エリナとフランが急ぎ足で向かっているまだ新しい建物がそれ、ノクトベル聖学院である。

　大聖堂に隣接する形で建てられた大聖堂付属の施設ではあるが、その国籍や信仰にかかわらず生徒を受け入れており、中にはエルフやドワーフといった妖精種や、有角人種コニアンや有翼人種ナイキといった亜人種デミヒューマンなどもいるという人種のるつぼのような場所となっている。

　また語学、算術、歴史、神学といった基本の座学の他に、剣術や魔法、野外活動に関する諸もろ々もろも教えており、さながら冒険者育成学校の様相を呈していた。

　魔王討伐から十年あまり。

　国家間の大きな戦争も起こっておらず、比較的平和な年月が流れていたが、魔物による被害がなくなったわけではない。

　そもそも魔物とは、太古の昔、俗ぞくに邪じゃ神しんと呼ばれる魔属の神々に作られた悪魔や妖魔、魔獣の総称であり、魔王はその魔物らを統率し軍勢としてまとめあげていただけ。

　魔王が討ち倒されたとしても、魔物たちがそれで消え去ってしまうわけではないのだ。

　よって、軍勢としての統率力こそ失ったものの、魔物たちは様々な場所に様々な形で隠れ住むようになり、それはその付近に住む人々や旅征ゆく人々の脅威となってしまっていた。

　ノクトベル聖学院の教育方針には、教養と共に、そういった事態への対処を身に付けた人材を輩出することで、この平和を維持していくという精神が含ふくまれていた。

　エリナたちのクラスは現在、歴史の授業の真っ最中。

　歴史を教えるのは五十過ぎの女教師であるヤルミラ先生だ。

「では、ここを……エリナさんに答えてもらいましょうか」

「う」

「エリナさん？　エリナ・ランドバルドさん？　いるのなら返事をして起立してください」

「は、はい」

　そして、エリナは、このヤルミラ先生が大の苦にが手てだった。

「はっきりと、返事なさい！」

「はい！」

「よろしい。では答えてください。魔王軍に立ち向かうため、列強諸国は連合軍を結成することになりました。この歴史的に重要な調印式が行われた場所は？」

　それまでは国同士で戦争だってしてきた国々が、魔王軍に対抗するためとはいえ、手を結ぶ。

　これが歴史的に重要な出来事だというのはエリナにも理解できていた。

　だが、調印式？　それを行った場所？　こうなってくると、なんでそんなことを覚えなくてはいけないのかエリナにはわからない。それって本当に重要なこと？　なんでヤルミラ先生は、それくらい知らないはずはないみたいな顔で見てるの？

「エリナ、がんばって」

　フランが小声で応援してくれるが、そうじゃない。がんばってとかじゃなくて、答えを教えてほしいエリナである。

「えっと、その、わ──」

「エリナさん。決して難しい問題ではありませんよ？」

　わかりませんと言おうとしたエリナの機先を制するように、ヤルミラ先生の強い言葉が飛んできた。

　確かに難しい問題ではないのかもしれない。だが、知らないものは知らない。いくら考えたって知らなければ答えようがない問題なんじゃないか。

「あら、いやだ。エリナってばあの程度の問題もわからないのかしら。フフフッ」

　なぜかいつもエリナを目の敵かたきにするクラスメイトのペトラが機嫌よさそうに笑った。

「教養はやはり育ちで決まるものですから」

「街外れのオンボロ館やかた住まいのエリナじゃしょうがないっていうかー」

　ペトラの太鼓持ちのようなパニーラとプルムも非常に鬱うっ陶とうしい。

　だが、街一番の商家の娘であるペトラはこの学院で学ぶ以外にも、家庭教師を雇って家で勉強を見てもらっているのだと聞く。

　どこの貴族だ令嬢だとエリナは内心憤慨するが、そうしたところで答えが湧わいて出てくるわけでもなかった。

「エリナさん、わからないのですか？」

「わ、わかりません……」

「わからないのならわからないとさっさとおっしゃい」

　先生が言わせなかったんじゃない！　と叫びたい気持ちをエリナはぐぐっと堪こらえた。

「では、フランソワーズさん。あなたが代わりに答えていただけるかしら？」

「はい」

　フランが立ちあがり、入れ代わるようにエリナが腰をおろす。

「えっと……ヒュペルミリアス皇国のジュバンテール市、です」

「その通り。このことにより、この歴史的調印式のことを『ジュバンテールの結束』と呼びます。エリナさん、これくらいのことは知っておかないと恥はじを搔かきますよ？　フランソワーズさん、座ってよろしいですよ」

　ヤルミラ先生の余計な一言にエリナはぐぬぬと歯は嚙がみする。

　しかも──

「くすくす、恥という意味ではもう手遅れなのではなくて？」

「あはははは、確かにー」

「くっくっく、お嬢様もお人が悪い」

　などとペトラたちが笑うものだから、エリナの口は完全にへの字に折れ曲がっていた。

「ペトラさん、プルムさん、パニーラさん。授業中ですよ。私語は慎つつしみなさい」

「……申し訳ありませんでした、ヤルミラ先生」

　エリナも単純なもので、ペトラたちが先生に注意されただけで、よっしと小さく拳こぶしを固めたりしている。

「もぉ、エリナったら……」

「にゃはは、だって──」

「エリナさん！　あなたもです。私語は慎みなさい」

「はいっ」










　正しょう午ごの鐘かねが打ち鳴らされるとお昼休み。

　エリナとフランは大聖堂の中庭、赤や黄色の花々が咲き乱れる花壇のそばに陣取って、お弁当を広げていた。

　用意ができるとフランは胸の前で手を組んで、目を閉じる。

「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ。今日の糧かてを得られたことを感謝いたします」

　それに対してエリナの方は手のひらを合わせて、短く言うのみ。

「いただきます」

「……いつも思うんだけど、エリナのその食べる前のお祈り、短いよね」

「りっくんの故郷はこういう風習なんだって」

「あ、リクドウさんの故郷の……」

　リクドウの故郷は東方にあるスメラと呼ばれる島国。それは、かつて魔王軍に滅ぼされた国々の一つでもあった。

「そう言えば、さっきはごめんね、エリナ。私が話しかけちゃったから……」

「いいっていいって。わたしの声ってどうもよく響くみたいなんだよね」

　それは単純に声が大きいからでは、と思いつつ、フランは少し話を変える。

「そういえば、シチューは上じょう手ずに作れた？」

「にゃはは……ハーブ入れ過ぎちゃって、苦くなっちゃった」

「もぉ、入れ過ぎないように気をつけてねって言ったのに。でも、その様子だとそこまで大失敗ってわけでもなかったんだ？」

「するどいなぁ、フランは」

「わかるよ、エリナのことだもん。ふふふ」

「りっくんがね？　パンにつけて食べる分にはちょうどいいくらいだって言いだして、ペロリと食べちゃったの。わたしもそうして食べてみたんだけど、やっぱり、ちょっとは苦かったな。にゃはははは」

　そんなエリナの話にフランはニコニコと楽しそうに耳を傾かたむける。

「あ、そうだ。私もね、今日は新作があるの。食べてみてくれる？」

「もっちろん！　どんなお菓か子し？　どんなお菓子？」

　フランの家はお菓子屋を営いとなんでいる。もっともお菓子だけではなかなか難しいので、パン屋も兼ねる形ではあるが、この小さな街においては大変評判のいいお店である。

　そしてフランも、そんな両親の薫くん陶とうを受けてお菓子作りを趣味にしていた。

「今日のはね、パウンドケーキなんだけど、味付けにこの前エリナと山で集めてきた木の実を使ってみたの。最初はちょっと渋くてイマイチだったんだけど、お父さんがね──」

「まずは食べさせて！」

「もぉ、エリナったら～」

　話を遮さえぎられたにもかかわらずフランはさらにニコニコとして、バスケットから布に包まれたパウンドケーキを取り出した。

「食べてみて、食べてみて」

「おお、自信ありげだ。ではさっそく。あぁむ」

「どきどき」

「んん！　美お味いしい！」

「ホント!?　よかった～」

「ホントホント。さっすがお菓子屋さんの看板娘！」

「えへへへへ。お父さんもお母さんもいっぱい教えてくれるから、私も美味しいお菓子いっぱい作れるようにならなきゃって思っちゃうんだ」

「にゅふふ、わかるわかる。うちはそういうのないからなぁ……。りっくん、昔は戦士だったみたいなんだけど、ほら、脚悪くしちゃってるでしょ？　教えてもらうのもなんだか悪いし、りっくん、戦士だった頃ころの話、あんまりしてくれないし……」

「そうなんだ……。エリナは運動神経がいいから、ちゃんと学べば剣術の授業ももっと活躍できると思うんだけど」

　等々。

　エリナとフランはそんなおしゃべりをしながら、楽しいお昼休みを過ごした。










　お昼休みが終わると、午後の授業がはじまる。

　今日のこの時間はジュゼッペ先生の魔法の授業。

　今日は実技を行うとのことで、エリナのクラスの面々は聖堂外の広場に集合していた。

　ジュゼッペ先生から簡単なレクチャーを受けた生徒たちは、順番に先生の前に出て、精神を集中させていく。

　エリナのクラスメイトであるペトラももちろんその一人。

　彼女もまた、真剣に精神を集中させて、精霊への喚よびかけを行っていた。

「精霊よ……精霊よ……」

　エリナにとっては意地悪なところばかりが目立つペトラではあるが、エリナのできないところを徹底的になじってくるだけあって、ペトラ自身はどんな授業でもそつなくこなすだけの才能と実力を持っている。

　それはこの魔法の授業でも同様だった。

「……あなたは……大地の精霊ね？　いいでしょう。わたくしのためにその力を示しなさい」

　ペトラはそう言いながら、精神の集中に苦心しているエリナを指さす。

「狙ねらいはあの子よ。放ちなさい！」

「にゅえっ!?」

　その瞬間、どこからともなく胡桃くるみ大の小石が現れ、エリナに襲いかかった。

　ビュンッ！　と空を切って、エリナの顔面すれすれを飛んでいく小石。

　その小石は結局、誰だれにも当たることなく広場の向こうへと消えていった。

「あ、あぶっ、あぶっ」

「……ふふ、少し驚かせてしまったかしら」

「少しじゃないわよ！　危ないわねっ！」

　くすくすと笑うペトラにさすがのエリナも声を荒げる。

「こりゃっ！　魔法を人に向けちゃイカン！」

　老齢の魔法使いジュゼッペ先生もさすがにペトラを叱しかりつけた。

「申し訳ありません、先生。精霊が目標を求めていましたので、つい、目についたものを指示してしまいました。今回の件はわたくしの未熟ゆえのこと、今後もジュゼッペ先生のご指導が必要と痛感した次第です。今後ともご指導、よろしくお願いいたします」

「うむ、そこまで反省しているならばいいじゃろう。以後気をつけるように」

「寛大なお言葉、感謝いたしますわ」

　そうしてペトラはジュゼッペ先生にぺこりと頭をさげる。

　だが、この間、エリナに対する謝罪はなし。

　ジュゼッペ先生に対するその言葉も丁寧なものではあったが、一度たりとも「魔法を人に向けない」ということに同意するような言葉は発していなかった。

「ぐぬぬ、ペトラのやつ～。ちょっと魔法できるからってぇ……」

「まあまあ、エリナ」

　歯嚙みするエリナをフランは苦笑しながらなだめる。

　とはいえ、エリナの言うとおり、精霊と明確にコンタクトし、その力を発動させられる生徒は一握り。

　その稀け有うな能力を、人を傷つけたり人を脅かしたりするのに使うのは、もったいないことだとフランなどは思ってしまう。

「では、次はフランソワーズ・フラヴィニー。あー……おぬしは……ふむ。前回は、精霊とのコンタクトがもう少しでできそうというところまでいっていたようじゃな」

「はい」

「フラン、がんばって」

「ありがとう、エリナ。がんばるっ」

　親友の励ましに笑顔で応こたえつつ、フランはジュゼッペ先生の前に歩み出た。

　だが──。

「フラン、がんばれ、フラン、もう少し」

　フランの精神集中を邪魔しないようにと小声で応援するエリナ。

　その応援を受けてか、はたまたそれがやはり邪魔になってしまったのか、フランの両手の間がぼんやりと輝いて魔力が励れい起きするのが感じられたがそこまで。

　その輝きが何度か明るくなったり暗くなったりを繰り返したが、結局それ以上のことが起こることはなかった。

「いかなる精霊に自分の声が届いておるのか、それを知ることが肝かん要ようじゃ。おぬしは魔力も集中力も充分に足りておる。あとはどのような精霊に喚よびかけているのか、明確な想像力を持つことじゃな」

「は、はい。ありがとうございます」

　ジュゼッペ先生にぺこりと頭をさげて、フランはエリナの元に戻ってきた。

「すごかったよ、フラン。惜おしかった～」

「魔力も集中力も足りてるって。あとは想像力……。うん、私、もっとがんばってみる」

「うんうん、その意気、その意気」

「エリナもがんばってね？」

「魔力はあるみたいなんだけど、いつもまともに励起させられないんだよね……」

「集中力の問題なのかなぁ……。エリナ、遊ぶときはすごい集中力あると思うんだけど……」

「……うん。授業中はなんか……ダメかも」

　エリナとフランがそんな風にこそこそと話していると、周囲から「わぁ」という声があがった。

　目を向ければ、ペトラの取り巻きの一人であるプルムが、その両手の間に眩まばゆい光を集中させているところだった。

「精霊さん……精霊さん……。なにか……美味しいのがほしー……」

　するとその眩い光が収しゅう束そくしていき、その手には、夕ゆう陽ひのような色をした果か実じつが現れる。

「おおっ、草木の精霊とコンタクトしたのじゃな。しかも果実そのものを出現させるとは、なかなか高度じゃ。おぬしの評価点を上げておくことにしよう」

「わぁ。ありがとうございますー」

「よくやりましたわ、プルム。我がプレツィター商会の者として誇らしく思います」

「そんなー、お嬢様。これもお嬢様のおかげですー」

「ふふふ、いいのよ。あなたはその調子で励みなさい」

「はいー。……あむっ」

　プルムはペトラの祝福を受けつつ、その手に出現させた果実にそのままかぶりついた。

「それは食べて大丈夫なのか？」

「美味しいよー？」

　ペトラのもう一人の取り巻き、パニーラの心配の声をものともせず、プルムはあっという間にその果実を平らげる。

　その様子を見て、エリナは低く唸うなるように言った。

「にゅうう、ペトラもプルムもすごい……。あと、あれ美味しそう……」

「うん、美味しそうだよね……。あれ、ジャムにしたりパイにしたりしてみたい」

「やめて、フラン。これからわたしの番なのに、口の中よだれ溢あふれてくる」

「あ、ごめん」

「謝るほどのことじゃないけどさ……あ、そうだ。なんかこう、アドバイスとかない？　集中の仕方とかっ」




　そして、とうとうエリナの番が回ってきた。

「よぉし……」

　さっそくとばかりに胸の前で両手をかざすエリナ。

　丸い壷つぼを持っているかのように空間を空けて、その空間に周囲から集めてきた魔力を固めていくイメージ……。

「エリナは魔力だけはあるみたいだから、ヘンに爆発とかさせなければいいのだけれど」

「あり得るかもー。精霊さん怒らせて大パニックとかー」

「万が一の際は、お嬢様のことはこのパニーラが身を挺ていしてお護りいたします」

　うるさいなぁ……。

　ペトラたちのその言葉がまるまる耳に入ってきている程度には、精神を集中できていないエリナである。

　だが、その一方で、

「エリナ、がんばって……。目の前のことだけに集中して……。エリナならできるよ……。きっとできる……」

　親友が小声でブツブツと言っている言葉もエリナの耳に届いていた。

　それは応援というよりは願い。そして、祈り。

　それに気がついた時、そんなフランの声以外の音がエリナの意識からすべて消えていった。




「好きなものを考えてみる……とかかな」

　先ほどフランから聞いたアドバイスの言葉がエリナの脳のう裏りに蘇よみがえる。

「エリナは魔法が苦にが手てだと思ってるでしょ？　苦手なもののことを考えても集中できないんじゃないかなって思うの。ほら、プルムも美味しそうな果実を作り出したじゃない。プルムは美味しいものが大好きだから、そのことを考えて集中したんじゃないかな」

　なるほど、さすがはフランだとエリナは思い、さっそくとばかりに好きなものを思い浮かべはじめる。

　好きなもの、好きなもの、好きなもの……。

　好きな食べ物、好きな遊び、好きな場所、フラン、りっくん……。




　エリナは気がついていなかった。

　エリナが好きなものに想おもいを馳はせている間に、彼女の両手の間には魔力が収束していたのだ。

　その魔力の収束は、これまでの生徒たちと違って、ぼんやりとした光が一点に向かっていくものではなかった。

　まだらな光がゆっくりと渦うずを巻いていく。

　ゆっくりと渦を巻いて、その中心点へと吸いこまれていく。




　あ、なんだろう、この感じ……。

　誰だれかが、わたしを見てる……。

　わたしの声に耳を傾けてる……。

　こんにちは。わたしはエリナ。あなたはだあれ？

　……少し動いた。やっぱりわたしの声を聴きいてる。わたしのことをすごく気にしてる。

　わたしのこと、知りたいの？　わたしもあなたのこと、知りたいな。

　ねぇ、お願い。







　あなたの声を聴かせて。







　その瞬間、エリナは急に目の前が真っ白になった気がして、精神の集中を途切れさせてしまった。

「あたっ」

　しかも、腰が砕くだけたように力が入らなくなって、そのまま尻しり餅もちをついてしまう。

「エリナっ、大丈夫？」

　すぐに駆けよって手を差しのべてくれる親友の手を取って、エリナは苦笑した。

「にゃははは、大丈夫大丈夫……。なんか、いい感じの気がしたんだけど、やっぱり失敗しちゃったみたい……」

「うん、すごく集中できてたと思う。すごかったよ、エリナ」

「ありがとう。フランのアドバイスのおかげだよ」

　エリナはそう言いながら立ちあがり、フランはそのお尻についてしまった土や草をポンポンと払う。

　すっかり魔法は失敗したつもりで励ましあっていた二人だったが、ジュゼッペ先生は思案げな顔をしながらかがみこみ、地面からなにかを拾いあげた。

「エリナ・ランドバルド君」

「は、はい」

「おぬし、どんな精霊とコンタクトしたんじゃ？」

「へ？」

　なんらかの存在を感じることができたエリナだったが、その相手とコンタクトを取れたとはまったく思っていない。当然、相手がどんな存在だったかもまったくわからない状態である。

「おぬしの魔法はどうやら一応の成功を収めたようじゃ。ほれ、これが今、おぬしが魔法の力を使って出現させたものよ」

「な……なんですか、これ……？」

　ジュゼッペ先生から手渡されたそれは、まだ幼いエリナの手でもギリギリ覆い隠せる程度の大きさの真っ黒な球体だった。直径は五サンクトといったところだろうか。

「さてのぉ、わしにもわからん。おぬし、本当にどんな精霊に喚びかけを行ったんじゃ？」

「わ、わかりません……。ちゃんと応えてもらった感じもしてなくて……」

「ふぅむ。もしかしたら、じゃが」

「も、もしかしたら……？」

「いたずらな精霊が、残念賞代わりに置いていったのかもしれん」

　残念賞と聞いて、がっくりとこうべを垂れるエリナ。

　しかも、一連の様子を見ていた男子の一人が余計なことを言いだした。

「なんか黒くてきたねーし、精霊のうんこじゃねー？」

「なっ!?　ギルベルト！　ヘンなこと言わないでよ！　汚いなぁっ！」

「だって先生でもなにかわかんねーんだろ？　うんこだよ、うんこ。残念賞にうんこ」

「違うったら違うわよ！　あんた、自分がなにもできなかったからって僻ひがんでるんでしょ!?」

「ち、ちげーよ、バカ！　誰だれがうんこ相手に僻んだりするもんか！」

　エリナの反論に一瞬怯ひるんだギルベルトだったが、彼はクラスのガキ大将ポジション。

　ギルベルトの反撃はクラス全体を煽せん動どうするものだった。

「そーれ、うーんこうんこ、エリナのうんこー」

「ちょっ!?　わたしのじゃないし！　せめて精霊のにしなさいよ！」

　そんな叫びも虚むなしく、クラスの男子がギルベルトの言葉を揃そろって復唱しはじめる。

「エリナ、落ちついて。エリナが慌てると余計に面白がられちゃうから」

「だけど、フランっ」

　そこにさらにペトラがきつい口調で言ってきた。

「エリナ！　汚らわしいから早くそれを捨てなさい！　それから早く手も洗ってきて！」

「だから別に汚いものなんかじゃないし！」




「うるっしゃあああぁぁい！」




　そのとき、とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたジュゼッペ先生の一いっ喝かつが放たれた。

「精霊のうんこはこの様な形では現れん！　適当なことを言うでない！」

「じゃあ、やっぱりエリナのうんこだ」

「だまらっしゃい！」

　ギルベルトの言葉は、エリナが怒る前にジュゼッペ先生によって制される。

　これによって、さすがにこれ以上囃はやしたてようとする生徒はいなくなっていた。

「うぉっほん。おぬしたちがこの様なことで騒ぎたてるのは、魔法を使うということに実感がないからじゃ。魔法はふざけて扱うものではないと何度も教えてきているはずなのじゃが……情けない」

　ジュゼッペ先生のその言葉に、騒いでいた生徒たちも神妙な表情となった。

「仕方ない。今日はわしが本当の魔法とその恐ろしさというものを見せてやるとするかの」

　ざわ……。

　一度は鎮しずまったはずの生徒たちが再び騒ざわめきだす。

　それもそのはず。ジュゼッペ先生が魔法を扱える魔法使いであることは生徒たちも認めるところだったが、「恐ろしい」と言えるような魔法を見せたことなど一度もなかったからだ。

　もっとも、「若い頃ころはブイブイ言わせた」などという話は繰り返し聞かされてはいたのだが、むしろ、その（多分に脚色された疑いのある）話によって、脅し文句みたいなものだろうと決めつけられていたのだ。

「おぬしら、危ないから離れておれ」

　本気なのか……？　と訝いぶかしみつつも、言われたとおりにジュゼッペ先生から距離を取る生徒たち。

　ジュゼッペ先生は普段くの字に折り曲げている腰をゆっくりと伸ばし、ほんのわずかだけ背筋を伸ばすように身体からだを反そらしてプルプルと震えた。

「うむ……。では、よく見ておれ。これからわしがコンタクトするのは炎の精霊。何年か前の春先にも、この魔法を使って魔王軍からこの街を護まもりぬいたんじゃ。知っている者もおろう？」

「先生ー、魔王が倒されたのが十二年前だから魔王軍も……」

　生徒の一人から質問の声があがる。

　ほとんどが十二歳前後のこのクラスの生徒たちが、その当時のことを知っているはずはない。

「む。もうあれから十二年じゃと……？　そうそう、そういえばそうじゃった」

　どうやらダメそうだとの空気が流れた。

　そんな中、エリナは心配そうに呟つぶやく。

「先生、大丈夫かな……」

「心配だよね……。今までだって、もう歳としだからって大きな魔法は見せてくれなかったのに」

　フランもエリナに同意する。

　ジュゼッペ先生も厳しいところのある先生ではあるが、ああしろこうしろと押しつけるようなことはせず、生徒の自主性を重んじてくれるので、エリナはわりと好きな先生だった。

「そういえばエリナ。さっきの黒い玉はどうしたの？」

「ポケットに入れてる。あんな風に言われちゃったけど、せっかくはじめて魔法が成功したんだし……」

「そっか……。でも、召喚で出てきたものだと、少ししたら消えちゃうかも」

「そうなの？」

「もぉ。先々週くらいの授業でジュゼッペ先生が──」

　フランが授業の内容をまったく覚えていないエリナを窘とがめようとしたとき、周囲がどよめきはじめた。

　二人もおしゃべりを中断して、ジュゼッペ先生の方に向きなおる。


「………………」



　精霊と交信しているのだろう。ジュゼッペ先生はごにょごにょと口元だけでなにごとかを呟いていた。

　そして、先生の目の前の空間がぐにゃりと歪ゆがんだかと思うと、そこに突然真まっ赤かな炎が立ちのぼった。

　空中に浮かぶ松たい明まつ大の炎に、生徒たちの歓声があがる。

「やった！　先生すごい！」

「本当にすごいねっ！」

　エリナとフランも手を取りあって喜んだ。

　だが、ジュゼッペ先生はニヤリと笑って言う。

「よいか？　精霊とはすなわち自然現象の具象化じゃ。その自然現象を表す大きさや範囲の広さが、精霊としての格を決める。例えばこやつ、火の精霊の代表格であるサラマンドラは、薪まきを燃やしたときの火を具象化した存在なのじゃ」

　立ちのぼる炎にかざしていた両手を、徐々に左右に広げていくと、それに従うように炎が大きくなっていった。

「故ゆえに、意識を集中して、その精霊に見合った具体的なイメージを作りあげていく……。薪をくべ、空気を送りこみ、一本の松明の炎から、暖だん炉ろの炎へ……」

　大きく、大きく。

「もっと大きくして見せよう……。薪で櫓やぐらを組んで、もっと大きな炎へ……」

　生徒たちが息を呑のんで見守るうちに、炎はさらに大きくなって、大人二人分はあろうかというサイズにまで成長した。

　これだけの炎を自在に操れるのであれば、確かに魔王軍にも対抗できるかもしれない。

　生徒たちの誰もがそう思ったときだった。




　グキッ。

「うぐぅっ!?」




　骨でも折れたのかと思うような音と同時に、ジュゼッペ先生の呻うめき声がこぼれる。

　そして、先生は、がくがくと膝ひざを震わせ、もう耐えきれないとばかりに、その膝を地面についてしまった。

「こ、腰が……腰が……」

「ジュゼッペ先生!?」

「きゃああああああっ!?」

　先生への心配の声と悲鳴が重なる。

　見れば、制御を離れた巨大な炎が、まるで触しょく手しゅのように方々にその勢力を伸ばしはじめたのだ。

　危険を感じた生徒たちが一目散に逃げはじめる。

　幸いここは植樹もされていない、ただだだっ広いだけの広場。

　魔王軍との戦いの際にはブレナリア王国軍の大部隊が駐留していたこともある開けた場所だ。

　炎が影響を及ぼす範囲から避難できれば、他に被害を出すこともない。

　だが、その炎に一番近いところに、避難ができない者がいた。

「ふ、不覚……このわしとしたことが……。サラマンドラよ、わしの声を……うぐっ……」

「ジュゼッペ先生!!」

「エリナ!?」

「フランは先に逃げて！」

　四つん這ばいになったまま動けずにいるジュゼッペ先生の姿を見て、エリナは咄とっ嗟さに走り出す。

　ジュゼッペ先生のその背後では巨大な炎が踊り狂っているかに見えた。

「ばかもん！　早く逃げるんじゃ！」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

「教えたじゃろ！　暴走した魔法はその術者に返る可能性が高い！　わしの近くにいるのが一番危険なんじゃ！」

「だからって、見捨てられないよ！」

　ジュゼッペ先生の元に駆けつけ、エリナはその肩をかついで立ちあがらせた。

「ばかもんが……」

「言うこと聞かなくて、ごめんなさい」

　苦笑しつつエリナは満足に動けない先生の身体を引っぱり、炎から少しずつ遠ざかる。

　いつ炎が襲いかかってくるかわからない恐怖の中、エリナはそれでも先生をかついだまま歩いていく。

　そんな中、エリナの耳にフランの声が飛びこんできた。

「エリナ、危ないっ！」

「フラン!?」

　先に逃げるように言ったはずなのに。そんな疑問が湧わきあがる。

　だが、炎がエリナとジュゼッペ先生の元に迫っていた。

　サラマンドラの尻しっ尾ぽのごとく振りおろされる巨大な炎の鞭むち。

　エリナは力を振り絞って、さらにその歩を速めるが、間に合うはずがなかった。

　だが──

「お願い！　精霊さんっ！」

　襲いかかる炎に立ちはだかるようにフランがその両手を突きだすと、見えないなにかに遮さえぎられるように、炎はフランの両手の先の一点で四散した。







　魔法は魔力をその燃料として紡つむぎ出される。

　暴走した魔法も同様に、与えられた魔力を使い切ればそこで消失することが多い。

　今回の暴走も、フランが防御魔法を発動させてから十秒も経たたないうちに沈静化し、炎は最初に出現した空間に吸いこまれるかのように消失していった。

「ありがと～、フラン！　助かったよ～」

「きゃあっ」

　エリナが泣きつくと、フランはその場に尻餅をついてしまった。

「あ、ごめん。でも、そんなに強くは飛びついてないような……」

「あはは……。わ、私も腰が抜けちゃったみたいで……。はぁ……精霊さんが力を貸してくれてよかった……」

「そうだよ！　フランが魔法使ってくれたから助かったけど、なんでそんな危ないことすんの!?　フランも魔法ちゃんと使えたのはじめてだよねぇ!?」

「エリナがそれを言うの!?　エリナが先に飛びだしていっちゃったんじゃない」

「そっ、それは、その……先生が危ないって思ったら……なんか、反射的にっていうか……」

「私だって……エリナが危ないって思ったら……他のことなんか考えられないし……」

　エリナとフランはお互いにもじもじとしてそう言い、そして、お互いに苦笑し合う。

「そうじゃ。早く逃げろと言うたのに、逃げなんだおぬしらが悪い……あたたたた」

「「ジュゼッペ先生！」」

　まだ上う手まく立てないらしいジュゼッペ先生の肩を、エリナが再び支えた。

「じゃが……こんな事故を起こしてしまったわしが、やっぱり一番悪いの……」

　ジュゼッペ先生はエリナを見、そして、フランを見て、何度もうなずく。

「二人とも、ありがとう。おかげでもう少し長生きができそうじゃわい」

「にゃはは、先生が無事でよかったです」

「もう少しなんて言わないで、もっと長生きして魔法のこと、私たちに教えてください」

　尻餅をついていたフランもようやく立ちあがり、エリナと一緒にジュゼッペ先生を支える。

　見れば、クラスの生徒たちが学院の先生を連れてこちらに駆けよってくるところだった。

「エリナ君……。おぬしの人を助けたいという気持ちとその勇気は大したもんじゃ。じゃが、今回のことでもわかったじゃろ。おぬし自身が危険に飛びこんでしまっては、おぬしを大切と思ってくれとる仲間をも巻き込んでしまうやもしれん。それを肝きもに銘めいじておくのじゃな」

「は、はい」

「それはもちろんフランソワーズ君もじゃ。ともかくおぬしの方には立派な防御魔法を使えたとして、評価を上げておかねばならんの」

「あ、ありがとうございます……？」

　老魔法使いの物言いにエリナとフランは戸惑いを覚えたものの、その言葉はありがたく受けておくことにした。










「魔王軍の謀ぼう略りゃくの可能性がある」

　事情を聞かれていたエリナとフランが遅れてクラスに戻ってくると、教室内はそんな話で持ちきりだった。

「は？　魔王軍？　そんなのもういないんでしょ？」

「エリナは知らないの？　なんでもね、倒された魔王には隠し子がいたんだって。その隠し子が魔王の復活を目もく論ろんでるとか、魔王軍の残党がその隠し子を新たな魔王に担かつぎあげようとしてるとか、そういう噂うわさだよ」

　エリナがそう言うと、すぐ近くにいたグンナルが少し間ま延のびした声で答える。

　ずんぐりした身体で顎あご髭ひげを生やした彼はドワーフの男の子だ。

「はぁ、噂ねぇ」

　噂は噂。今し方、炎の脅威に晒さらされたばかりのエリナとしては、そういう漠ばく然ぜんとした脅威には、あまりピンと来るものがなかった。

　普段はそういう話に敏感なフランも、今は魂が抜けたようにぼんやりとしている。

　だが、他のクラスメイトはそうではなかった。

　中途半はん端ぱに炎の脅威に晒されて精神的に弱っている子供たちに、漠然とした魔王軍の脅威は恐怖以外のなにものでもなかったのだ。

　ノクトベル聖学院は基本的に年齢でクラスをわけているため、このクラスにいるのはそのほとんどがエリナと同じ十二歳。

　つまり、魔王軍との戦いが終結した前後に生まれた子供たちであり、寝物語に魔王軍の悪あく逆ぎゃく非ひ道どうを聞かされて育った者たちだった。


「魔王って何万もの軍隊を魔法一つで一瞬で灰にしたりしたんでしょ……？　それで連合軍が壊かい滅めつ状態に追いやられたって……」



「そんな怖い魔法があるわけないだろ……」

「でも、ジュゼッペ先生だってあんなに大きな炎の魔法が使えたんだよ？　魔王は先生の何百倍も強いんじゃないの？」

　クラス中に不安が広がっていく。中には泣き出してしまう子もいた。

「それって単なる噂話なんでしょ？　魔王の隠し子がいたとしても、魔王本人じゃないわけだし」

　その不安にイマイチ共感できていないエリナがあっけらかんと言う。

「でも本当かもしれないじゃない！」

「そうかもしれないけどさ……。その魔王も『名もなき勇者様』が倒してくれたわけだし、魔王がまた現れるなら、勇者様もまた現れてくれるんじゃないかなぁ」

「勇者様が現れてくれるとは限らないでしょ!?」

　魔王は現れるのに勇者様は現れないのか。

　エリナは納得がいかなかったが、そこをつつくのはやめておいた。

「んー、じゃあ、わたしが勇者様になるっていうのはどう？　魔王なんて、わたしがえいやってやっつけてあげる！」

　その脳天気振りに抗議していた女生徒、ミリンダも毒気を抜かれた顔になる。

「……ぷっ。もう、エリナったら」

「えー、笑わないでよー。わたし結構本気で言ってるんだけどなぁ」

　などとエリナは不満げな顔を見せるが、教室内は一転してホッとした空気となっていた。

　だが、中にはそんな風にエリナが目立つことが許せない者もいる。

「あなたジュゼッペ先生を助けたからといって、少し調子に乗っているんじゃありません？」

　ペトラである。

　そして、ペトラが口火を切れば取り巻きのパニーラとプルムも黙ってはいなかった。

「魔王はもちろん上位の魔物は、通常の武器ではそもそも傷つかないと聞き及びます。まともに魔法を扱えず、剣術もせいぜい平均点のエリナでは、少々調子に乗ったところでどうなるものでもないかと」

「精霊のうんこ投げつけるんじゃないー？　効かないと思うけどー」










「ペトラたち、ホンットムカつく！　ホンットムカつく！」

「まあまあ」

　ノクトベル聖学院からの帰り道、プンプンと怒るエリナをフランが一生懸命になだめていた。

　ペトラたちが悪態をついた直後に先生が教室にやってきたために、それ以上の言いあいに発展するようなことはなかったが、せっかくの凱がい旋せん気分に水を差された形のエリナは、溜りゅう飲いんを下げることができずにいたのだ。

　ペトラの言ったとおり、調子に乗っていた部分があったことは否いなめない。

「でも、ジュゼッペ先生が無事で本当によかったよね」

「そう！　それね！」

　そんなエリナのことを完かん璧ぺきに理解しているフランは、一番気持ちがいいと思われるあたりに話を引き戻した。

「ぎっくり腰の方もロミリア先生が治してくれたみたいだし」

「うんうん。私も初めて魔法が使えたばかりだし、ジュゼッペ先生にいろいろ教えてもらわないと……」

「あ、そういえば」

　ふと気がついた様子でエリナがポケットに手をつっこんだ。

「あったあった。結局この黒い玉ってなんなんだろうね？」

「それ、まだ消えてなかったんだ？　じゃあ、召喚ってわけじゃないのかな。プルムの果実みたいに生成……？　それでも、うーん……」

「あれ？」

「なにかわかった？」

「そうじゃなくて、ほら、向こうの方」

　エリナが指さす方向に目を向けると、丘の下に人が立っているのがフランにも見えた。

　百歩はない程度の距離だろうか。

　一瞬いびつな人影に見えたのだが、よく見るとエリナやフランとさして変わらないくらいの少女が、身の丈に合わぬ大剣をその背中に背負っているようだった。

　剣士見習いといったところだろうか。

　もしかしたら、学院の他のクラスの生徒なのかもしれない。

「こっちを見てるよね？　ずっと」

「うーん、そんな気もする……」

　少女の視線の先に他になにかないか見回す二人。

　だが、他に注視するものがあるとも思えず、もう一度向きなおると、少女はまだじっとエリナたちに目を向けているように見えた。

「道に迷っちゃってて誰だれかに聞きたい、とかかな……」

「でも、わたしたちと同じくらいの女の子だよね、あれ」

「そう思うけど……」

「わかった。わたしたちと一緒に遊びたいんだ！」

「そ、そうかな……？」

　歩いていくうちに、少女が黒く長い髪をなびかせていることがわかった。

　凜りんとしたその佇たたずまいにエリナの好奇心がムクムクとその頭をもたげてくる。

「とにかく行ってみよ？　お話してみなくちゃなんにもわかんないし」

「うんっ」

　二人がその黒髪の少女に駆けよろうとしたときだった。

　ウォォォンッ！

　周囲に響き渡る獣の遠とお吠ぼえ。エリナとフランはその遠吠えに覚えがあった。

「犬の遠吠え……？　でも、これ……」

「前にもあったよね？　街の人、総出の大騒ぎになった……」

　エリナとフランは顔を青ざめさせて、遠吠えの主を探す。

　そして、それは意外にもすぐに見つかった。

「あそこにいた！　やっぱりあれ、ロックハウンドだ！」

　ロックハウンドは、大人のロバほどの大きさがある大型の野犬である。

　その大きさのわりに非常に機き敏びんで、足場の悪い岩山でも自在に駆け抜けていくことからこの名がつけられている。

　山の頂上付近を縄張りにすることが多く、人里に下りてくることは稀まれだ。

　だが、下りてきてしまった場合は、縄張りを追われたか、食べるものに困ったか。

　すなわち、非常に気性が荒くなっている可能性が高く、大変危険な存在となる。

「あの女の子の方に向かってるよ!?　あなたー！　危ないから逃げてー！」

「ロックハウンドの方が速いよ！　迎え撃つしか！」

「ええっ!?　エリナ、剣は!?」

「ちっちゃいのだけど持ってる！　フランはまたさっきの魔法お願い！」

「で、できるかわかんないけど、やってみる！」

　下りの斜面を全速力で駆けていくエリナ。

　フランも懸命にそれについていくが、脚の速さではエリナにはまったく敵かなっていなかった。

　黒髪の少女は背中の大剣に手をかけながら、エリナたちを見て言い放つ。

「邪魔だから来ないで」

「へっ!?　あっ──」

　だからと言ってエリナは急に止まれない。

　少女の放った言葉が理解できずに戸惑ったエリナは、その瞬間に、出っ張っていた石に思いっきり躓つまづいてしまった。

「とまっ、んないっ！」

「ちょっ!?」

　全速力で斜面を駆けおりてきたその最中のことだ。

　エリナは脚あしをもつれさせて、そのまま少女の方へと華か麗れいにダイビングを決めてしまった。

　少女は驚いて一瞬背中の大剣を抜こうとするが、それはマズイと思ったのか、パッと柄つかから手を放したとき──

　そこにはもう、エリナの顔面が迫っていた。

「むぎゅっ!?」

「きゅぷっ!?」

　どちらがどちらの悲鳴か、はたまた呻うめき声か。

　エリナと少女は思いっきりぶつかり、もんどり打って倒れこむ。

　迫る危険を前にしたこの惨状に、フランは目を覆いたくなった。

　だが、それどころではない。

　もうロックハウンドは間近に迫っていたのだ。

　しかも、倒れこんだ二人は脅威ではないと判断したのか、ロックハウンドはフランの方へとその進路を変える。
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「えとっ、えっとっ、あのっ、精霊さん!!　精霊さんっ!!」

　フランは必死に防御魔法を展開しようとするが、数時間前はできたそれが、どうやって成功させたのか、今はまったく思い出せないでいた。

「くっ！　あなた、どいて！」

「ふぇっ!?　ひぁっ!?」

　黒髪の少女は器用にも、絡まるエリナを突き放しながら起きあがり、それと同時にその背中の大剣を軽やかに引き抜いた。

　そして──

「せぇあッ！」

　黒髪の少女から裂れっ帛ぱくの気合いが放たれる。

　ロックハウンドはフランの方に向かっていた。

　少女とロックハウンドの間にはまだ五メルト以上もの距離があったはずだった。

「きゃああっ!?」

「キャイィンッ！」

　だが、フランが頭を抱えてしゃがみこんだ瞬間に聞こえたのは、ロックハウンドの悲鳴。

　少女はその大剣で見事にロックハウンドを打ち倒していた。

「ふぅ……間に合った……。あなた、大丈夫？」


「ふぇ……？　あ……」



　横倒しになっているロックハウンドを見て、フランは目を白黒させる。

「あ、あなたが助けてくれたの……？」

　少女はその問いには答えずに、ふぅと一つため息をついて言った。

「その様子なら大丈夫そうね」

「あ、うん……ありがとう」

　少女はその感謝にもプイと横を向く。

「あたたたた……。ごめん、わたし、なんにもできなかった……」

　そして、立ちあがりながらやってきたエリナにも、

「……邪じゃ魔まだから来ないでって言ったのに。あなたたち、死にたいの？」

　と言い放ってからその目を逸そらした。

「うう……邪魔だったみたいなのはわかったけど……。でも、わたしたちだってあなたを助けようとして──」

「まあまあ、エリナ。結局、みんな無事だったんだし」

　フランのその言葉に、なぜか黒髪の少女が訝いぶかしげに口を開く。

「エリナ？　あなたが？」

「え、そうだけど……」


「…………」



　無言の強い視線に晒されて、さすがのエリナも少したじろいだ。

「な、なに？　もしかして、わたしのこと知ってるの？」

「……知らないわ、あなたのことなんて」


（な、なんなの～～～～？）



　フランは横倒しで動かなくなったロックハウンドに目を向ける。

「この子、死んじゃったの……？」

「昏こん倒とうさせただけよ。いつ目を覚ますかわからないから近寄らない方がいいわ」

「おーい！　おまえたちー！」

　少女のその言葉を遮さえぎるように、街の大人たちがぞろぞろと駆け寄ってきた。

　その手には剣をはじめ、鍬くわや鋤すき、果てはすりこぎとそれぞれ武器を携たずさえていて、遠吠えを聞きつけて慌てて駆けつけてくれたことがわかった。










　その夜のこと。

「それはまた、大変な一日だったなぁ」

「うん。いろんなことがありすぎて、頭こんがらがっちゃった」

　食卓を挟んでエリナが今日一日のことをリクドウに話して聞かせていた。

「それで、その黒い玉っていうのはまだあるのか？」

「うん、あるよ？　えっとね……あった。はい」

　エリナは魔法の授業で作りだした黒い玉をリクドウに手渡す。

「りっくん、これなんだかわかる？」

「うぅ～ん……」

　基本、前衛で戦うのが専門だったリクドウだ。物品の鑑定などができるわけでもないが、知識はなくとも密度の濃い冒険を重ねてきた経験はある。

　その経験から、なにか似た傾向にあるものの話くらいはできるのではないか……と思ったのだが、

「……なんだろうな。俺おれにもまるで見当がつかない」

「やっぱ、りっくんでもわかんないかぁ……。はぁ……」

　ただ、エリナをがっかりさせるだけの結果となってしまった。

「でも、エリナの力で現れたものなんだろ？」

「うん、たぶん」

「だったらきっとなにかの意味があるんじゃないかと俺は思う。その意味がわかる時が来るまで、エリナ、それを大切に持っておきな」

「……なにかの、意味が」

　リクドウの言葉はなにげないものだったが、エリナの胸にしっかりと染みこんでいく。

　残念賞と言われ、精霊のうんこなどと囃はやしたてられ、誰にもそれがなにかわからず、それがどうして生み出されたのかも、どういう意味があるのかもわからなかった。

　でも、リクドウだけは意味があると言ってくれた。

　大切に持っているように言ってくれた。

「うんっ、そうするねっ」

「ああ」

　エリナの満面の笑みに、リクドウも笑顔で応えた。

「それでジュゼッペ先生は大丈夫そうなのか？」

「うん、ロミリアがぎっくり腰も含めてパァって治しちゃったから、全然大丈夫だと思う」

「それはよかった。でも、エリナもあんまり無茶なことはしないでくれよ？　先生を助けようとした気持ち自体はよくわかるけどな」

「……はい。心配かけてごめんなさい」

　しゅんとなってこうべを垂たれるエリナにリクドウは短くうなずく。

「素直でよろしい」

　よくぞここまで素直ないい子に育ってくれたと、リクドウはむせび泣きそうになるのをぐっと堪こらえた。

　身を挺ていしてまで先生を助けにいったことも、手放しで褒ほめてやりたいところだ。

　だが一方で、エリナに傷ついてほしくない、危険な目になんてあってほしくないという気持ちも強烈で、なんですぐに逃げなかったんだと叱しかりつけたい気持ちもあった。

「あ、そうだ。それでね、あんなのジュゼッペ先生のぎっくり腰のせいでしかないのに、魔王軍の謀略だーとかいう子がいて、みんな不安がっちゃって大変だったの」

「……なんでそこに魔王軍が出てくるんだ？」

「知らない。でもなんか、魔王の隠し子ってのがいて、悪いことを企たくらんでるんじゃないかっていう噂うわさになってるんだって。わたし、そういう噂話とかあんまり興味ないから、今日はじめて聞いたんだけど──りっくん、どうしたの？」

「んんっ、ちょっと、喉のどにな……んんっ」

「たいへん。お水汲くんでくるね、待ってて」

「あ、ああ、急がなくていいからな」

　席を立って水みず桶おけの方に行くエリナの後ろ姿を見て、大きく息をつく。

　そんな噂話が広がっていたとはリクドウも知らなかったのだ。

　エリナの存在は、『名もなき勇者』であるリクドウ以上の重大機密。

　この十二年間、そんな噂が立ったという記憶もない。

　偶然か。

　平和が十二年も続けば、人々の間にそういった不安は押し寄せてくるもの。

　そして、今まではたとえ思いついても口にするのも憚はばかられたことが、平和による気の緩みから出てしまうようにもなるのかもしれない。

　そういった不安や気の緩みが、偶然、魔王の後継者的存在として「隠し子」という噂を形作っただけ。そう思いたい。

「はい、お水」

「ありがとう、エリナ」

　愛する娘が汲んできてくれた水を飲みながら思う。

　魔王の隠し子かどうかは知らないが、魔王城で拾った娘なら、ここにこうして天使もかくやというほどのいい子になって存在しているぞ。

「りっくんも、魔王怖い？」

「え」

「りっくんもさ、昔は戦士だったんでしょ？　魔王軍と戦ったのかなって思って」

「……まあな」

「安心していいよ。もし魔王が復活したとしても、わたしが勇者になってババーンとやっつけてあげるから！」

「ぶほっ、けほっ、こほっ」

　エリナのその言葉にリクドウは思いっきりむせた。

「りっくん!?　ああ、もう、お水一気に飲もうとするから……」

「だ、大丈夫……けほっ」

「それともなーにー？　りっくんまでクラスの子たちみたいに、そんなの無理だーって笑うわけ？」

　不満げに口を尖とがらせるエリナにリクドウは苦笑する。

「無理だとは思わないし、エリナにはそれだけの勇気がちゃんとあるって思ってるけどな」

「けど？」

「……あんまり無茶なことはしないでくれって言ったばかりじゃないか」

　勇者になって魔王を倒す。

　子供が言う無茶としては最大級と評するほかない。

　その無茶を押し通してしまったのが、誰だれあろうリクドウ自身でさえなければ。

「そうでした……」

「ロックハウンドの件もそうだったんだろ？」

「にゃはははは……あれは、スッ転んだだけでなにもできなかったんだけどね……。っていうかジュゼッペ先生の時もフランに助けられただけだし……。はぁ、やっぱりわたしじゃ勇者は無理かな」

　照れくさそうに言うエリナに、リクドウは茶化しもせずに尋ねる。

「エリナは勇者になりたいのか？」

「ん～、勇者になりたいっていうか……困ってる人がいたらそれを助けられるような力がほしい感じなのかな……。今日のフランとか、黒髪の子とか見て、そう思ったの。魔法でもいい、剣技でもいい、他のなにかでもなんでもいいけど」

　エリナは自らの心の内でも覗のぞきこんでいるかのような目で言った。

「誰かを助けられるような力が、わたしにはまだ、なにもないんだって……」

「勇者は諦あきらめておくか？」

「ううん。わたしまだまだ成長期だもん。これから身に付けていけば大丈夫！」

　拳こぶしをリクドウの方に向けて、エリナは朗ほがらかに宣言する。

「そういうことならまず、エリナはちゃんと自分の実力がどの程度のものか知ることだな。エリナじゃまだまだロックハウンドの相手は難しいだろ」

「うっ……。た、確かにただの邪魔者だったけど……」

「おまえの歳としじゃ普通はそうだよ。その黒髪の子ってのが凄すさまじいな。どんな感じだったんだ？」

「そう！　すごかったの！」

　エリナはダーンと食卓を叩たたいて立ちあがった。

「身長と同じくらいのおっきい剣をね、ブゥン！　って振り回してね、十歩以上は離れてそうなところまでヒュンって移動して、それでドカーンってロックハウンドの頭叩きつけて──」

「すごかったのはわかったから、落ちついて。食事中だぞ？」

「あ、ごめんなさい……」

　席に着き直してからエリナは続ける。

「その一発でロックハウンド伸びちゃったの。でも、あんなおっきな剣振り回して、どうやってあんなに速くあそこまで移動したんだろ……」

「ふぅむ……。実際に見てないから同じかはわからないけど、そういう剣技を使ってたヤツは知り合いにいたな。剣を振り回す遠心力を使って、移動と攻撃を同時に行うっていう無茶な剣術だった」

「やっぱりそういう剣術があるんだ……」

　えんしんりょくの意味はよくわからなかったがエリナはうんうんとうなずいた。

「でもね、なんかツンツンしちゃってヤな感じだったの。人のことジロリって睨にらみつけるし、フランがありがとうって言ってるのにそっぽ向いちゃうしさ」

「エリナはその子とぶつかっちゃったんだろ？　それで怒ってたんじゃないか？　もしくは、感謝されるのに慣れてなくて、照れてただけだったとか」


「うーん、そうかなー…………あ」



　そのときの様子を今さらながらにエリナは思い返す。

　あのときはそんなことを気にしている場合ではなかったが、あの黒髪の少女にぶつかってしまったとき、エリナは顔面から飛びこんでしまったのだ。

　だが、幸い二人とも驚いて口を開けていたために、奇跡的に歯と歯がぶつかるようなこともなくて──

　歯と歯？


「…………」



「どうした、エリナ？　なにか思い出したのか？」

「にゅぇっ!?　う、ううんっ、なんでもないっ。にゃははは、もう食べ終わったし、今日はいろいろあって汚れちゃってるから、わたしお風ふ呂ろに入っちゃうねっ。ごちそうさまっ」

「あ、ああ」

　突然、顔を真まっ赤かにして去っていくエリナを見送りつつ、リクドウは嘆息する。

「しかし、その剣術といい、ツンツンしてるところといい……どうしてもあいつを思い出しちまうな」

　リクドウは昔の仲間に想おもいを馳はせた。

　エリナのいう少女との違いは髪の色くらいか。

　大剣を軽々と振り回す、銀色の髪のうら若き戦いくさ乙女おとめ。

　いつも不機嫌そうにリクドウのことを睨みつけていた。

「もうちょっと愛想よくしてりゃ、無茶苦茶な美少女だと思うんだけどな……。って、もう美少女って歳でもないか。俺の一個下だったっけ」

　食べ終えた食器を片づけつつ、ふと窓の外に浮かぶ銀色の月に目を向ける。

「ルナルラーサ……。今どこでなにしてんだ？」










　ランドバルド邸には家族ふたりで使うには大きな浴よく場じょうがある。

　この辺りの文化的にはこのような浴場自体が珍しいのだが、リクドウの故郷ではあるのが普通だったため、この屋敷を下か賜しされたときに補修工事のついでにつけてもらったものだ。

　リクドウとしては、日々入れる風呂さえあれば小さいものでよかったのだが、想像以上のものができあがってしまった。

　その大きさゆえ燃費がかかるのが悩みのタネではあったが、つけてもらった以上使わないのは失礼だし、燃費のことをブレナリア王宮の者が聞きつければ、リクドウがもらっている生報活奨費金に喜んで追加してきそうなので、リクドウはその悩みを人に漏らしたことはない。

　なにより、この大きな湯船にのんびり浸つかるのは、愛まな娘むすめのエリナも大のお気に入りとなっていた。

　娘には風呂くらい、なんの気兼ねもなくゆっくりと浸かっていてほしい。

　そんなリクドウの親心である。

「ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく……」

　その湯船にエリナが口まで浸かって、ぶくぶくと息を吐いていた。

「あれ……やっぱり、口と口……だったよね……？　うううううううう……」

　黒髪の少女とぶつかったときのことをよくよく思い返してみれば、リクドウの言っていたとおり、怒っていたということも、照れていたということも充分に考えられそうだ。

　なにしろ口と口。

　エリナにしたって、口と口でのキスなんて、リクドウ相手にだってしたことがない。

　あの黒髪の少女がどれだけキスの経験を持っているかはわからないが、見たところエリナたちと大して年齢差はないように思われた。

　キスの経験だってそこまでの差はないだろう。

「……やっぱり、わたしが悪い、か」
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　そう呟つぶやいて、エリナはパシャンとお湯に顔を浸す。

　そして、すぐにザバァッとお湯を引き連れて立ちあがった。

「よし、今度会ったらちゃんと謝ろ。それから……ちゃんとお礼も言わなきゃ。やっぱり助けてもらったんだしね」

　そう心に決めると気持ちも軽くなる。

　脱衣所に移動し、上機嫌で濡ぬれた身体からだを拭ぬぐっていると、エリナは自分の右の内股に、金貨ほどの大きさの紋様が浮かびあがっているのを見つけた。

「あれ？　いつもより早いような……。とりあえず、りっくんに報告しなきゃ」




「りっくん、りっくん。しるし出たよー。ほら」

「ぶほっ！」

　リクドウは娘の姿に思わずむせかえり、そこから顔を背けながら言った。

「せめて、ぱんつくらい穿はいてからにしてください……」

「きゃあっ!?　ごめんなさーい！　忘れてたー！」
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　翌朝。

　リクドウは屋敷の前で、馬車の準備をしていた。

「あ、あの……おはようございますっ」

　その声にリクドウが顔を上げると、栗くり色いろの髪をふわりとなびかせたフランソワーズ・フラヴィニーがそこにいた。

「おお、フランちゃん、おはよう。すぐにエリナも出てくると思うから、ちょっと待ってやってくれ」

「あ、はい……」

「それと、今日は俺おれも学院に行くから、一緒にこれに乗って行くといい」

「ふぇえっ!?」

「ん？　なにかマズかったか？」

「い、いえっ、あのっ、あっ、ありがとうございますっ」

「お礼はこの馬にでも言ってやってくれ。な、フレイム」

　リクドウがポンポンと馬の首を叩くと、気にするなとでも言うように馬はクイクイと頭を上下させる。

「フレイム、お利り口こうさんですよね」

「昔は結構やんちゃだったんだけどな。こいつももういい婆ばあさんだ」

　今度はその言葉を否定するように、馬はブルブルと首を横に振った。

「ま、頭がいいことは確かだな」

「ふふふふふっ」

　フランがころころと笑っていると、屋敷の玄関が開いて、馴な染じみの元気な声が聞こえてきた。

「りっくん、お待たせー！　あ、フランもおはよー！」

「おはよう、エリナ」

「お疲れさま、エリナ。家事を押しつけちゃってごめんな」

「ううん。馬車の準備はまだりっくんみたいにはできないもん。しょうがないよ」

「ありがとう。じゃあ、さっそく乗っちゃってくれ。馬車とは言え、そんなに速度は出せないからな」

「「はーい」」




　ガタゴトと三人を乗せて、一頭立ての馬車が街の中央にあるノクトベル聖学院に向かう。

　リクドウは魔王との戦いにおいて右脚を負傷しており、それが未いまだに治っていない。

　リクドウ自身の身体能力や体術も手伝って、日常生活に支障があるほどではないのだが、さすがに杖つえをついて長距離を歩いていくのは厳しいので、こうして馬車を活用している。

　この馬車を引く牝ひん馬ばフレイムは、小柄ながらも魔王軍との戦いの折にリクドウが駆っていた馬で、戦後もこうしてリクドウと生活を共にしていた。

　エリナにとっても、物心ついた頃ころからずっとそばにいる、もう一人の家族だった。

「りっくんはなんで学院に行くことになったの？」

「なんかロミリアから呼び出されたんだよ。手紙一枚で脚の悪い男を呼びつけるんだから、学院長ってのもいいご身分だよなぁ」

「ロミリアにそう言っとく？」

「……ごめんなさい。黙っておいてください」

「くすくすくすくす」

　エリナとリクドウの会話を聞いてフランが笑う。

　ロミリア──ロミリア・ユグ・テア・バージは、ノクトベル大聖堂の司教であり、同時にノクトベル聖学院の学院長であり、そして、リクドウが魔王を討とう伐ばつした際の仲間の一人でもある。

　リクドウより六歳ほど年上の女性で、世界でも有数の神聖魔法を操る聖職者である彼女は、仲間であった頃から今に至るまでずっと、リクドウにとって頭のあがらない存在だった。

　特にエリナの養育に関しては、並々ならぬ助力を賜たまわっており、ロミリアに「三回回ってワンと鳴け」と言われたら、そうせざるを得ないのがリクドウのポジションだった。

「はぁ、なんの用事だろう……。今日は雨漏もりしてるところの修繕をしたかったのになぁ」

「あー、また一人で屋根に上がるつもりだったの？　せめてわたしがいるときにしてよー」

「それくらいはなんとかなるって。家のことくらい俺に任せてくれれば大丈夫だから」

「ダメ。りっくんの脚あしが悪いから言ってるんじゃないよ？　雑貨屋のおじさんだって去年屋根から落ちてひどい怪け我がしちゃってたじゃない。万が一落ちたとき、りっくん一人じゃどうにもならなくなっちゃうでしょ？」

　娘のあまりの正論にぐうの音ねも出ないリクドウである。

　だが、得意げに鼻をならすエリナにフランが言った。

「エリナもすぐに一人で突っ走っちゃうところあるから、気をつけようね」

「うっ……ごめんなさい」

　昨日散さん々ざん迷惑をかけたばかりとあっては素直に頭をさげるしかない。

「ううん。エリナ一人で突っ走らないで、私も一緒に連れていってねってだけだから」

「うん、フラン」

　そんな二人の様子を見て、リクドウはうんうんとうなずく。

　エリナもいい子だが、フランも本当にいい子だ。エリナはいい友達を持ったな。

　そんなことを考えている間に、馬車はノクトベル大聖堂へと到着した。










「今日はみなさんにお伝えしなくてはならないことがいくつかあります」

　エリナのクラスの教壇に立ったロミリア・ユグ・テア・バージは、優しく柔やわらかな笑顔で言った。

　学院長という立場のロミリアではあるが、人手が足りていないこともあって、こうして自みずから教壇に立つことも少なくない。

　教える教科も神学と算術の二つを掛け持つ。

　もっとも、ノクトベル大聖堂の司教であり、『ブレナリアの聖女』としても名高い彼女は、授業がなかったとしても非常に多忙だ。

　学院長としての職務にはじまり、司教として祈き禱とうや式典などを執とり行い、国内外からの来訪客を出迎え、あるいは傷病を抱えた者たちに神聖魔法による癒いやしを施す等々。

　それでもロミリアが生徒たちの前で、多忙を口にしたり、疲れたところ見せたことなど、学院創設からこれまでに一度たりとてなかった。

「まずは、みなさんに新しい仲間を紹介します」

　その言葉にわっと盛り上がる生徒たち。もちろん、エリナも例外ではない。

「どんな子だろうね」

「慌てなくてもロミリア先生がすぐに紹介してくれるよ、エリナ」

　フランもそんなエリナにくすくすと苦笑する。

「ふふふ、気持ちはわかるけど、もう少し静かにね？　では、カナーン」

　ロミリアの手招きに、カナーンと呼ばれたその少女が教室に足を踏み入れた。

　しっかりとした迷いのない足取りでロミリアのすぐそばまでやってきて、サッと生徒たちの方に振り向く。

　流れるような長い黒髪。

　射い貫ぬくような鋭するどさを持つ、深い真しん紅くの瞳ひとみ。

　そして、その肌は、まるで東方から伝わる白はく磁じのようだった。

　その場違いとも言える人形的な美しさの前に、生徒たちは一様に息を呑のんだ。

　エリナ以外は。

「あー！　あなた、昨日きのうの！」

　エリナは立ちあがり、ピッと人差し指でその少女を差す。


「…………」



　だが、黒髪の少女は一秒にも満たない間エリナを見つめただけで、すぐにロミリアをふり仰あおいだ。

「先生、続けてください」

「あら、いいの？」

「構いません」

「わかったわ。エリナ、今はカナーンの紹介をさせてちょうだい。大人しく座っていてね」

　ロミリアに笑顔でそう言われてはエリナも大人しく席に座るしかない。「はぁい……」と少し不満げにエリナは腰を下ろした。が。

「──」

　黒髪の少女──カナーンがじっとエリナの方を見ていることに気がついてビクリとする。

　座ったことによって視線が下がったからだろうか。エリナは大上段から見下ろされているような気さえした。

「彼女の名前は、カナーン。カナーン・ファレスよ。これまではお母さんと二人で旅をしながら暮らしてきたから、こういう学校に入るのははじめてみたいなの。慣れないこともたくさんあると思うから、みんないろいろと教えてあげてくださいね」

　ロミリアの紹介に教室内から口々に「はい」という返事があがる。

「カナーン、みんなになにか言いたいことがあったら言っていいのよ」

　そして、カナーンがどんなことを言うのだろうと、一いっ斉せいにその返事がやんで静まりかえった。

　だが。

「いえ、言いたいことは特にありません」

　その答えにさすがのロミリアも目を丸くする。だがすぐに小さく笑って言った。

「ええ、いいわ、それで。では、カナーン、席は……エリナの後ろが空いているわね。エリナ、手を上げて」

「は、はい」

　言われたとおりに手を挙げるエリナ。

「あの子の後ろの席に着いてちょうだい」

「はい」

　カッカッカッ。

　キビキビとした歩みでジッとエリナを見ながら──否いな、睨にらみつけながら──カナーンが歩いてくる。

　こ、怖い……。その刺すどころか貫くような視線にエリナは震えた。

　カナーンはエリナの席にたどり着くまでエリナのことを睨み続け、そして、その横を通りすぎる瞬間、フンッと鼻をならした。

　な、なんなの～!?　こんな敵意を向けられる覚えは──あ、あった。

　昨日のダイビングアタックがエリナの脳裏に蘇よみがえる。

　しかもその、唇の感触も。

　よく考えれば、あんな勢いでぶつかったのにあの程度で済んだということは、カナーンがよっぽど上う手まくその衝撃を和らげてくれたことになる。

　やっぱり、ちゃんと謝あやまろう。

　背中にチリチリと強い視線を感じながらも、エリナはそう決意した。

「はい、今日はまだお伝えすることがありますから、静かにね」

　カナーンの登場にまだざわめいていた教室内をロミリアが収めた。

「実は、みなさんに魔法を教えてくださっていたジュゼッペ先生が、しばらくの間、お休みすることになりました」

「ええっ!?　やっぱり昨日ので、どこか怪我しちゃってたんですか!?」

　驚いて声をあげるエリナに、ロミリアは怒りもせず静かに首を横に振った。

「身体の方は大丈夫だと思うのだけど、昨日の事故でずいぶん責任を感じてしまっているみたいでね……。どうしてもと言うことだったので、休養に入ってもらうことになったの。もしまたジュゼッペ先生が戻ってきたら、みんな温かく迎えてあげてくださいね」

　エリナは事故のあと、ジュゼッペ先生が残した言葉を思い出していた。

　そういえばあれは、どこか餞せん別べつの言葉のようだった。

　同じくそのときのことを知っている隣の席のフランに目を向けると、フランもまたエリナと同じ気持ちだと言わんばかりの表情でうなずいた。

「学院長先生」

「はい、ペトラさん。なにかしら」

「ジュゼッペ先生がお休みになるのはいいのですけれど、魔法の授業はどうなるのでしょうか」

「そのことなのだけど、魔法を扱える方に今お願いしているところよ。間に合えば、さっそく今日の授業から受け持ってもらうつもりだから、楽しみにしていてね」

　昨日の今日で？

　そんな疑問が生徒たちの間にも浮かぶ。

　それは質問を投げかけたペトラも同じだった。

「教壇に立つに相応ふさわしい。学院長先生がそう判断された方、ということでよろしいのですよね？」

「もちろんよ。ジュゼッペ先生とはまったく違う教え方になるでしょうから、みなさんも戸惑うこともあると思うけれど、きっとためになることを教えてくれると思うわ。引き受けてくれれば、だけど」

「……かしこまりました。学院長先生がそこまでおっしゃる方ならば、わたくしとしても、その方が引き受けてくださることを祈るばかりですわ」

「ありがとう、ペトラ。

　お話は以上です。次はダニエラ先生の語学ね。それではみなさん、今日も一日がんばりましょうね」

　ロミリアはそう言って教室を出ていった。




　そして、その日の授業がはじまった。




「それでは、ここを……せっかくだからニューフェイスのカナーンに訳してもらおうかしら。どう？　カナーン、訳せる？」

「はい」

　突然のダニエラ先生からの指名に動じもせずにカナーンは立ちあがる。

「──その狼おおかみは飢えていた。群れから追い出され、怪我をした右後ろ脚を引きずって、獲物に襲いかかることもできずに、空腹のうちにただ死にゆくさだめにあった」

「素晴らしいわ！　特に最後の一節の訳し方にセンスがあるわね」

　ダニエラ先生の絶賛に、小さくお辞儀をしてカナーンは席に着いた。

　エリナは後ろの席を振り返り、

「すごいね、カナーンさ──」

　と言いかけて、ギロリとした眼光に射すくめられて、慌てて正面に向きなおる。

　これは早いところ謝らないといけない。

　エリナはそう思うのだが、なかなかそうもいかなかった。




「ねぇねぇ、カナーンさん。生まれはどこ？　旅をしてきたって言ってたけどどういうところを旅してきたの？」

　休み時間になると、カナーンに興味のあるクラスメイトたちがこぞってその周まわりに集まってくるのだ。

　席の近さを利用してさっさと話しかけようと思っていたエリナだが、ことが謝罪ともなるとこれだけの人の前ではやりにくい。

　エリナが恥はずかしいだけならばまだいいのだが、その内容が口からぶつかりにいってしまったからでは、下へ手たをするとカナーンの名誉をも傷つけることになってしまう。

　むしろカナーンの周囲に集まってくる子たちの邪魔になるからと、席を譲って教室の隅に行くエリナである。

「カナーンさんとおしゃべりしないの？」

　そんなエリナにフランはいつものようについてきてくれる。

「昨日のこと、ちゃんと謝りたいって思ってるんだけど、ああなっちゃうとなかなかね……」

「そっか。ちゃんと謝ってないのにおしゃべりするのもなんかヘンな感じがしちゃうもんね」

「っていうか……あ、ほら、今も」

　集まっているクラスメイトたちの合間を縫って、カナーンの視線がエリナを捉とらえていた。

「めちゃくちゃ睨まれてて……」

「あははは……」

「でも……それだけわたしのこと気にしてるってことだよね？　もしかしたら、本当はわたしと友達になりたいのかもしれない……」

「そ、そうかな……。なんかエリナ、昨日も同じようなこと言ってた気がするけど……」

「とにかく、まずは『ごめんなさい』。それから『友達になって』。これでいこう！」

「それはとってもいい心意気だと思うけど……大丈夫かなぁ」

「大丈夫大丈夫。ダメだったときはダメだったときでまた考えればいいよ。チャンスはお昼休みかな」

「エリナのそういうポジティブなとこ、私大好きだよ」




　カナーンはヤルミラ先生の歴史の授業でも高評価を受けていた。

「カナーンさん、学校ははじめてだと聞きましたが、よく勉強していますね。大変結構です」

「どうも」

　その絶賛に短く応じてカナーンは席に着く。

　そんな後ろの座席の少女にエリナが舌を巻いていると、

「エリナさんもカナーンさんを見習って、よく勉強しておくように」

　ヤルミラ先生はわざわざエリナの名を挙げて、そんなことを言ってきた。

　完全な嫌がらせじゃない！　わたしヤルミラ先生になんかした!?

　憤まんやる方ないエリナである。

　そして、そういうときは必ず乗ってくるのがペトラだった。

「いくら勉強しても、勉強した内容が頭に入らない方もいるようですし、もしかしたら、もう許容量の限界なのではないかしら」

　もちろん、ペトラが乗ればお付きの二人もさらに乗る。

「だとすれば、勉強しないというのも、ある意味賢かしこい選択と言えそうですね」

「勉強しても頭に入らないんじゃ意味ないもんねー」


「ぐぬぬぬぬっ！　言わせておけば……っ！」



「あら嫌だ。エリナがこちらを睨みつけているわ」

「エリナのことなど一言も言っていないのに、自意識過剰なヤツですね」

「エリナはちゃんと勉強してるのにねー。よく知らないけどー」

「ふーっ！　ふーっ！」

「まあまあ」

　まるで今にも襲いかかろうとしている闘牛のように息を荒げるエリナを、フランはいつものように苦笑してなだめた。

「……ふぅ」

　そんなエリナとフランを後ろから眺めて、カナーンは小さくため息をつく。





※　※　※






「カナーン、あなたに一つやってもらいたい仕事があるの」

「仕事？」

　カナーンは養母であるルナルラーサ・ファレスのその言葉に珍しく息を弾はずませて応えた。

　ルナルラーサは女だてらに『月輪の戦いくさ乙女おとめ』と二つ名されるほどの歴戦の傭よう兵へいだ。

　そんな彼女に拾われ育てられる中、カナーンもまた、彼女の剣術を学んでいった。

　華きゃ奢しゃな身体からだで軽やかに大剣を操るルナルラーサの剣術を修得するのは並大抵の苦労ではなかったが、カナーンは十二歳の少女の身でそれを成し遂とげた。

　これでルナルラーサの仕事を手伝える。手伝いたい。

　その意志を伝えてから数日後に言われた言葉がこれだったのだ。

「ノクトベル聖学院に入ってエリナ・ランドバルドという少女を監視してほしいのよ」

「監視……？　え……」

　想像していた仕事とのあまりのギャップに、カナーンは目をしばたたかせた。

「重要な役目よ？　いい？　ここだけの話だけれど──」

　ルナルラーサは真剣な表情になって、カナーンの耳にその唇を寄せる。

「その子、魔王の娘である可能性が高いのよ」

「魔王の──!?」

「しっ」

　人差し指をあてられてカナーンはその声を制される。

「本当に魔王の娘かどうかはわからないけれど、あの子は十二年前、魔王の城の最奥の間にいたの。アタシたちが魔王を倒したあとに見つけたのよ」

「なんで、そんな子を……」

「しょうがないじゃない。魔王を倒した勇者様が、自分が育てるって言いだしちゃったんだから。言い方は悪いけれど、謂いわば戦利品よ。勝者にはそれを好きにする権利があるわ」

　魔王が倒されたことで魔王軍は瓦が解かいしたが、そのすべてがすぐになくなったわけではない。

　命令系統が散逸したことにより、各個撃破が容易にはなったものの、その中には何年もの間、部隊として維持し続け、騎士団や傭兵団の頭を悩ませるような魔物たちもいた。

　カナーンは、そんな魔王軍の残党に住んでいた町を襲撃されて、家族を失ってしまった少女の一人である。

　魔王や魔王軍に対する怒りや恨みは、カナーンの心に深く刻まれていた。

「その子自身は自分が魔王城で拾われたことはおろか、自分の養父が魔王を倒した勇者であることもまだ知らされていないようよ。そして、その甲か斐いあってか、とてもいい子に育っているって聞いてる」

「それなら、なぜ？」

「信じてないからよ」

「……っ」

「その報告をしてくれたのは、『ブレナリアの聖女』ロミリアよ。そして、養父である『名もなき勇者』リクドウも、もうデレッデレの顔でいい子だって連発してるそう」

　ルナルラーサはそこでいったん区切ってから、先を続けた。

「でもね、それっていわゆる親馬ば鹿かってヤツでしょ？　アタシだってカナーンのこと聞かれたら、そりゃあいい子だって自慢するわよ！」

「う、うん、ありがとう。嬉うれしい」

「ああんっ、もう、カナーン！　本当にいい子！　よしよし」

　抱きついて頭を撫なでてくるルナルラーサを、カナーンは両手でゆっくり引き剝はがして続きを請う。

　ルナルラーサのことは大好きだし、こうして親愛の情を示されることも嫌ではなかったが、彼女と肩を並べて戦うことが目標のカナーンにとっては、子供扱いされているようで全面的には喜べないところだった。

「ええと、なんだっけ？　そうそう。だからね？　リクドウやロミリアの言ってることは、話半分で聞くべきだと思ってるのよ。あ、でも、カナーンは他の人から見てもいい子よ！　それは絶対！」

「そこはわかったから。ありがとう、ルナ。だから、続けて？」

「でも、あなたならそんな身びいきみたいなことにはならないでしょ？　年齢もだいたい一緒だし、なにか危険なことがあったとしても、あなたならそれを切り抜けるだけの強さも持ってる。そうでしょ？」

「わかるけど……でも……それはどれくらいの間？」

「アタシと離れるの、寂しい？」


「…………うん」



　一瞬否定しかけたが、カナーンは結局素直にうなずいた。

「んふふ、素直素直。でも安心して？　確かに今までよりは一緒にいられなくなっちゃうと思うけど、ノクトベルに家を借りることにしたから」

「家……？」

「しばらくはブレナリア国内を中心に仕事を受けようと思ってね、その間だけでも帰るところを作っておこうかなって。だから、カナーンにはその家の管理も任せたいのよ。ロミリアには手配しておくようすでに書簡を送ってあるわ」

「家……」

「そう、あなたとアタシの家。今までは宿屋と野宿ばっかりだったから、ヘンな感じがするかも知れないけど、どう？」

「……でも、結局ルナはたまにしか帰ってこないって……そういうこと？」

「そうよ」

「私……邪魔？」

「そんな風にアタシが思ってると思う？」

「……思わない。思いたくない」

「でっしょぉ？　だいたい邪魔だったら、拾って育てたりしないわよ。アタシが冷酷なところもあるってことはカナーンだってよく知ってるでしょ？　なにを今さら」

　そして、ルナルラーサはカナーンの両肩に手を置いて、改めて聞いた。

「カナーン、この仕事、引き受けてくれる？」

「……ん、わかった」





※　※　※






　その監視対象にいきなり唇を奪われてしまったカナーンである。

　それが事故だったことも理解している。

　自分がもっと早くロックハウンドの危機を伝えていればという反省もある。

　その上、唇に関してもファーストキスであったわけだが、ざっくばらんで豪ごう放ほう磊らい落らくなところのあるルナルラーサを養母に持つカナーンとしては、そんな乙女的なところはなるべく気にしないようにしたかった。しかも、相手も女の子だ。なんならノーカウントということにしておきたいとも思っていた。

　だが、よりによって、それが魔王の娘（である可能性が高い）エリナ・ランドバルドである。

　はじめての唇を穢けがされた感が半はん端ぱなく強くなってしまう。

　なんでこんな子に。

「昨日のことはごめんなさいっ！　いろいろとわたしが全面的に悪いです！　それから、わたしとお友達になってください！」

　お昼休みに半ば強引に中庭に連れ出されたカナーンは、大振りに下げられた金髪の頭と差し出された右手をジッとみつめた。


「…………」



　そんな二人の様子を、エリナの幼おさななじみらしいフランソワーズ・フラヴィニーが、そわそわしながら見守っている。

　カナーンは嘆息した。

　本当に魔王復活でも企たくらんでいるような要注意人物だった方が、まだマシだったかもしれない。

　なんでこんな間抜けな子の監視を命じられ、あまつさえはじめての唇を奪われないといけないのか。

　それに、軽々しく『友達』だなどと──。

「……べつに昨日のことは怒ってない。あれがアクシデントだったのはわかってる」

「！　じゃあ」

「だから謝られる謂われもないし、あなたと友達になる気もないわ」

「なっ──」

　その言いっぷりに絶句するエリナ。

　そんなエリナから目を逸そらしてカナーンは言う。

「これで用は済んだわね？　それじゃ」

「お、お昼はどうするの!?　わたしたちと一緒に食べない!?」

　エリナがめげずに食い下がってきた、が。

「食べない。他の場所で食べるわ。ついてこないでね」

　カナーンはそう言い捨てて、足早にこの場から立ち去った。




「う、うううう……な、なんで……」

「よしよし。エリナはがんばったと思うよ」

　スタスタと歩き去る黒髪の背中にそれ以上声をかけることもできず、エリナはがっくりとうな垂れ、そして、その頭をフランが撫でる。

「ううう」

「でも、謝るのと、友達になってって言うのは一緒にはしない方がよかったかも？」

「そ、それは……思ったけど、なんか、言わなきゃ言わなきゃってなっちゃって……一気に」

「エリナらしいけど」

「うううう」

「ほら、ご飯食べて元気出そ？　今日はご近所さんにもらった美お味いしいハムがあるから、エリナにわけてあげるね」

「フラン～っ」

「はいはい」

　泣きつくエリナをフランは優しく受けとめた。










「えー、というわけでジュゼッペ先生に代わって、急きゅう遽きょ、魔法の授業を受け持つことになったリクドウ・ランドバルドです……」

　エリナはその新しい教師の出現に、カナーンにフラれた気分が一気に吹き飛ぶほど驚いた。

「り、りっくん!?　なんで!?」

「俺おれも『なんで!?』って言ったんだけど、学院長先生は『やって♥』としか言わなくてだな……はぁ……」

　がっくりとこうべを垂れてリクドウはため息をつく。

「リクドウ先生。学院長先生からは、教壇に立つに相応ふさわしい方だとうかがっております。しゃんとしてくださいませ」

　ペトラがあからさまに胡う散さん臭くさそうな顔をしてそう言った。

「ん、そうだな。すまなかった。やる以上はちゃんとやろう。うん」

　なんとか気を取り直して、ジュゼッペ先生の残した教科書や指導要綱を取り出す。

　この時間までに一通り目を通しては見たものの、どうしたって斜ななめ読み程度だった。

　リクドウは確かに多少の魔法は使えるのだが、それは魔王を倒すまでの冒険において必要となった最低限のもの。

　見み様よう見み真ま似ねと実践だけでなんとかできたあたりは、さすが勇者になる男といったところだが、理論的なことはもちろん、それをどう人に教えたものかもさっぱりわからない。

　ともかく教科書があるならそれを読もうと思ったのだが──

「えーと、精霊への……喚よびかけに、おいて……んん？」

　ブレナリアの公用語で書かれている教科書だ。

　それならば読み書きくらいはできると思ってのことだったが、甘かった。

　魔法に関する専門用語が全然わからない。

　その発音すら微妙なレベルだ。

　教室内はダメだこりゃという空気に包まれる。

　エリナは心配しすぎて今にも泣き出しそうな顔をしているし、その後ろの黒髪の子なんか、言語道断だとでも言わんばかりの表情で睨にらみつけてきている。

　なんだあの強い視線は。ただ者じゃないな。

　そんなことを考えていると、その黒髪の少女が口を開いた。

「ごにょごにょとなにを言っているのか聞き取れません。ちゃんと授業を進めてください」

「は、はい」

　思わず素直に返事をしてしまうほどの迫力だった。

　それはそれとして──と、リクドウは考える。

　このままではエリナやロミリアにも不名誉なことになってしまいかねない。

　少々考え方を変えることにしよう。

「ふむ……すまない、みんな。教科書はちょっと中断だ」

　リクドウのその言葉に教室内はざわめく。

「ジュゼッペ先生の用意した教科書については、俺の宿題ってことにさせてくれ。その代わり、俺なりのやり方で、魔法の実践の仕方を教えることにする」

「魔法の実践って……りっくん、魔法なんて使えたの？」

「エリナ・ランバルド。とりあえず、学校で『りっくん』はやめておこうか」

「あ、ごめんなさい……。じゃあ、リクドウ先生」

　エリナは恐縮して頭をさげる。

　エリナは普段、ロミリアのことも呼び捨てにしているが、校内では先生をつけて呼ぶことになっていた。

「まあ、派手な攻撃魔法なんかは使えないが、日常生活にも使える便利な魔法はいくつか使える……はずだ」

「はず、なんですの？」

　呆あきれたように言うペトラ。

「すまないな。魔法を使う事自体久しぶりなんだ。だが、大丈夫。必要にかられて覚えたものだからな、必要があれば思い出すさ」

　リクドウはボールを持つように片手を顔の前あたりに掲かかげた。

「ふむ……確か……こう、か……」

　リクドウが目を閉じて精神を集中すると、すぐにその手のひらの上の空間に、チカッ、チカッと光が閃ひらめいて、そして、そこにポンッと光を放つ球体が現れた。

「わぁ……」

　綺き麗れいに出現したその光球に、生徒たちから感嘆の声が漏れる。

「よしよし。これが光の魔法『ライト』だ。ちなみにこいつは光るだけで、他になんの効果もない。実体もないから、これこの通り──」

　リクドウはその光球のところで、手を振ってみせた。

「手もすり抜ける。いわゆる幻げん術じゅつの類たぐいだな」

「りっくんが本当に魔法使ってる……。わたし知らなかった……」

「エリナ・ランドバルド」

「じゃなくて、リクドウ先生が本当に魔法使ってる……」

「べつに隠していたわけじゃないんだけどな。特に使う必要がなかったから使わなかっただけだ。実際必要があったときに、何回かは使ってるし」

「そうだったんだ……」

　エリナは呆ぼう然ぜんとその事実を受けとめる。だがすぐに、

「やり方教えて！」

　と手を挙げて言った。

「エリナ、言い方」

「リクドウ先生！　やり方を教えてください！」

「もちろんだ。これは魔法の授業だからな。ただ、俺のはあくまでも我流だから、これは一時的なものだと考えてくれ。ジュゼッペ先生の残してくれたものがちゃんと教えられるようになったら、授業はそちらに移行する。みんな、それでいいか？」

「「はい」」




　そんなクラスの様子をロミリアは廊下から覗のぞいていた。

「無理矢理押しつけちゃったからちょっと心配してたけど、やっぱり腐っても勇者ね。これをやるって決めたら、周まわりを巻き込んででも結局それを成し遂とげちゃうんだから」

　そして、ホッとした笑みを浮かべて、歩き出す。

「これで巻き込まれた方も悪い気はしないっていうんだから、勇者ってお得よねー」

　エリナを育てるとリクドウが決めたとき、おそらくは最も巻き込まれたはずの一人であるロミリア・ユグ・テア・バージは、機嫌よさそうにそう呟つぶやいた。










「はぁ、疲れた……」

　なんとか今日の授業を終えて、リクドウは学院の廊下でどっと肩を落とした。

　今日はエリナのクラスだけだったから、まだマシな方ではあったが、それでも二十人弱の子供たちをいっぺんに相手にするというのは大変なもの。

　普段、エリナだけを相手にしていればいい家の中とは、あまりにも勝手が違っていた。

　と、そのとき突然、ヌッと大きなものの影がリクドウに覆い被かぶさった。

「お疲れさまです、リクドウ先生」

「うぉ」

　リクドウよりも頭一つ半分は大きいであろう筋骨隆りゅう々りゅうの巨漢がそこに立っていて、リクドウは思わず声をあげてしまった。

「あいや、驚かせてしまいましたか。申し訳ない」

　巨漢は後ろ頭を搔かきながら渋面する。

　よく見れば、その左右の耳の後ろには小さな角が生えていた。

「ワシはベルンハルトと言います。主に体育や剣術を教えとる者です」

「こ、これは失礼。突然、魔法を教えることになったリクドウです」

「いやぁ、よろしくお願いいたします。ここにはあまり若い男性の教師がいなくて、寂しく思っとったんですよ」

　ベルンハルトが大きな右手を出すと、リクドウもそれに応じて握手を交わす。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ベルンハルトはその手をしっかり握って、もう一方の手でポンポンとリクドウの肩を叩いた。

　有角人種コニアンはその名の通り角の生えた亜人種デミヒューマンで、平均的な人間よりも体格、筋力などに優れる生きっ粋すいの戦士の種族だ。

　力や強さに重きを置く荒くれ者が多い種族でもある。

　そんなコニアン相手ではあっても、リクドウも元勇者。

　力任せに握りつぶしてくるようなら応じてやろうと思っていたが、むしろその行為からは、突然教師を押しつけられたリクドウへの労ねぎらいの気持ちしか感じられず、なんだか拍子抜けしてしまう。

「ガハハ、そう怯おびえなくても大丈夫ですよ。ワシは確かにコニアンですが、戦士の道を断念してしまったハグレ者ですから」

　ベルンハルトは恥ずかしそうに、魔王軍との戦いの際にはじめての戦闘に赴き、そこで瀕ひん死しの重傷を負ってしまったのだとリクドウに話した。

　その怪け我がはロミリアの神聖魔法によってすっかり回復したのだが、戦闘への恐怖という心の傷を負ってしまったベルンハルトは戦士の道を断念。

　一族の元を離れて、大恩あるロミリアの力になれないかとノクトベルにまでやってきたところ、教師をやってくれと頼まれて今に至るのだという。

「むしろワシには天職でした。ワシには度胸はありませんでしたが、剣術や体術は一族でも達者な方で、存外、それを他の者に教えることも苦手ではなかったみたいで」

「それは羨うらやましい。今日やってみて、今後も俺にできるのか？　と悩んでいたところですよ」

「ガハハ、ワシも最初の一年はそんなものでしたよ。なに、学院長先生の見立てならまず間違いありません。なにかあったらワシも力になりますから、がんばっていきましょう」

「ありがとうございます。助かります」

　そして、ベルンハルトの持ち物を見て、ふと疑問に思う。

「それで、ベルンハルト先生はどちらへ？　ずいぶんと物もの々ものしいというか、冒険者がダンジョン探索にでも赴くような装備をしていらっしゃるような」

「いやぁ、これはお恥ずかしいところを。実はこれから山の麓ふもとの森を確認して廻まわろうかと思っとるんですよ。ほら、昨日もロックハウンドが出たとかいう話がありましたでしょう？　近々、あの辺りを使って『スカウティア』が行われるんで、危険な魔物が棲すみついていたらマズイじゃないですか」

「スカウティア？　ですか？」

「おお、その説明をしていませんでした。三、四人のグループに別れて、地図を頼りにチェックポイントを回ってくるというゲームです。立派な野外活動の授業ではありますがね」

　うちのエリナはそういうのは得意そうだ、などと思いながらリクドウはうなずいた。

「そういうことなら、俺も手伝いますよ。人手がいた方がいいでしょう？」

「いやいや、リクドウ先生は脚がお悪いと聞いとります。そんな方に森や山に入れなどとは言えませんよ。なに、これもワシの仕事のうちです。任せといてください」

　リクドウもそう言われてはと引き下がる。

　こうして少し話しあっただけではあったが、リクドウはベルンハルトの人柄がとても気に入ってしまった。

　最初驚いたり、警戒したりしてしまって、本当に申し訳なかったと思いながら。





◇　◇　◇






　リクドウがベルンハルトに声をかけられていた頃ころ、エリナは学院長室を訪れていた。

「ロミリア、昨日の夜にしるし出たから来たよ」

「……今は私以外いないからいいけど、学院では先生をつけてちょうだい」

「おっと、ごめんなさい。ロミリア先生」

「ん、いい子ね。じゃあ、診みせてもらえる？」

「はーい」

　エリナがどんなにいい子に育っていたとしても、魔王の血族ではないか、その力を受け継いでいるのではないかという疑念は拭ぬぐい去れない。

　リクドウがエリナを育てる上での条件の一つに、高位の神聖魔法による定期的な封印措置を施すことがあった。

　この封印措置はこうしてブレナリア王国内最高位の神聖魔法の使い手であるロミリアが行うことでその信頼性を担保しているわけだが、ロミリア本人に言わせれば「受け継がれてるかどうかもわからないものをどうやって封印しろって言うのよ」くらいのものである。

　とはいえ、高位の神聖魔法の使い手の中でも、実際に魔王とも相対しているロミリア以外に、魔王の力を想定して封印措置を施せる者はいない。

　そして、その秘密を守りつつ、エリナに親身にしてやれる立場の人間もまた、ロミリアを措おいて他にいないのだった。

「そういえば、これって魔力の流れに異常があるとかなんとかなんだよね？」

　もちろん、エリナには本当のことは言えないため、「生まれつき魔力の流れに異常があって、健康を脅かす可能性がある」という理由で、定期的にロミリアが診ることになっている。

　エリナの内股に現れる紋様は、封印の薄れを検知すると浮かびあがる仕組みになっているが、エリナにとっては魔力の乱れが出たしるしなのだ。

「昨日の授業で、魔法を使ったからかなぁ」

「そういえばジュセッペ先生もそんなことを言っていたわね。どんな魔法を使ったの？」

「えっとね、これ」

　エリナはゴソゴソとポケットの中から黒い玉を取りだして、ロミリアに見せた。

「……？　エリナ、なぁにこれ？」

「これがね、出てきたみたい。ロミリアにも、これがなにかはわからない？」

「そうね……。なにかしら……。なにかの卵のようにも見えるけれど……」

「たまご!?　なにか孵かえるの!?」

「わからないけれど、中までびっちり詰まっているような重さじゃないし、かと言って空洞でもないみたいだし……。精霊と交信したのよね？　どういうことを話したの？」

「ん～、お話はしてもらえなかった……のかなぁ。見られてるような感じはしたから、わたしから話しかけて、声を聴きかせてって言ってみたんだけど……」

「なにも応こたえてくれなかったと」

「この黒いのは出てきたけどね」

　教育者でもあるロミリアは、たとえ魔王の力を受け継ぐ者であったとしてもエリナの学習の機会を奪ってはならないと考えていた。

　よって、今エリナに施している封印は高位の魔的存在を隔絶するものであり、学院で学ぶような低位の魔法にはまったく干渉しないものであるはずだった。

　そして、精霊とのコンタクトも取れずに物体を生成するような魔法となると、今一つ思い当たるものがない。

　だとすれば──

「ロミリア？」

「あ、ああ、ごめんなさい。いろいろ考えてみたんだけど、私にもちょっと思い当たるものはないわね」

「そっかぁ。でもね、りっくんは『きっとなにかの意味があるから持っておきなさい』って言ってくれたんだ」

「フフ、リクドウらしいわね。私が見ても悪い気配は感じないし、持っていても大丈夫だと思うわ。ただ、本当に卵かもしれないから、割れちゃわないように気をつけてね」

「うん、気をつける。卵かもって言ってもらってよかった……。ありがとう、ロミリア」

「どういたしまして」





◇　◇　◇






「それじゃあ、紋様が現れたらまた来てね。本当は私ももっとエリナと会いたいのだけど」

「ロミリア、いつも忙しいもんねぇ」

「ほら、エリナ、呼び方」

「あ、ロミリア先生、でした。それじゃあ、ロミリア先生、ありがとうございました。さようなら」

「気をつけて帰るのよ」

　小走りに去っていくエリナの背中を見送ってから、ロミリアは学院長室に戻った。

　その扉がパタリと音を立てて閉まると、廊下に立ち並ぶ柱の陰から三人の人影が姿を現す。

「いやらしいわね、あの子。学院長先生に取り入って……」

　ペトラ、パニーラ、プルムの三人は、学院長室からエリナが出てくるところを目撃して、慌てて柱の陰に隠れていたのだ。

「エリナは学院長先生と以前から懇意にしている様子。エリナが調子に乗っているのも、そのせいかもしれません」

「魔法の授業もエリナのパパになっちゃったし、ますます調子に乗るかもー」

「フン、気にくわないわね……」

「そう言えば、なにか紋様がどうとか言っていましたね。学院長先生となんの話をしていたのでしょうか」

　パニーラのその言葉に、ペトラはなにか考えるように、唇を指先でなぞる。

「紋様……紋様ね……。フフ」

「あー、お嬢様なにか悪巧みを思いついた顔ー」

「悪巧みとは失礼ね。でも、確かに少し面白そうなことは考えついたわ。他の場所で話しましょう。行くわよ」

「ハッ」

「はーい」

　そうして、ペトラたち三人もそこを立ち去った。

　彼女たちが隠れていたそのもう一本後ろの柱から、黒髪の少女が姿を現したことなど気づいてもいなかった。
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　翌日、エリナのクラスはずいぶんと賑にぎわっていた。

　それを諫いさめる様子もなく、教壇のベルンハルト先生が説明を続ける。

「スカウティアは三人もしくは四人のチームで行う。まずは、みんなでチームを作ってみてくれ。ワシは他のクラスにもスカウティアの説明をしてくるから、なるべく戻ってくるまでに作っといてくれるとありがたい。それでは、よろしく頼む」

　ベルンハルト先生はそう言うと、忙しそうに教室を出ていった。

「わたしとフランはいいとしてー、あと誰だれにしよっか」

　エリナがそう言いつつ後ろの席を振り返ると、カナーンがいつもの様子でギロリと睨みつけてきた。

「なに？」

「な、なんでもない……です」

　完全に気迫負けしたエリナに、フランも思わず苦笑してしまう。

「まぁ、しょうがないか……。気を取り直して……えっと、ミリンダー！　うちのチームに入らない？」

「ひぇっ!?　け、結構です！　ごめんなさい！　も、もももも、もう決まってるからっ」

「そ、そう？　そんなに謝らなくても大丈夫だけど……」

　ミリンダの過剰な反応にエリナはきょとんとして目をしばたたかせた。

　だが、

「アラニアはどう？」

「ごめんなさいっ！　間に合ってます！」

「セフィは？」

「無理無理無理無理無理っ！」

「フィリーも？」

「ご、ごめんね！　もう決まってて！」

　と、エリナに声をかけられた女子たちは軒並み同じような態度を見せた。

「なんかヘンだなぁ……。じゃあ男子でもいいや。グンナルはもう決まってる？」

「うん、ごめんね。もう決まっちゃってて」

　気のいいグンナルはいつもと同じ態度でそう答えたのだが、そこにギルベルトが割りこんできた。

「ざーんねんでしたー。グンナルは魔王の隠し子のところになんかやらねーよ！」

　ギルベルトのその言葉に、教室内が一いっ斉せいに短く息を呑のんだ。

「は？　なにそれ？」

　エリナはクラス内を見渡すが、誰もそれには答えない。

「え？　もしかして、魔王の隠し子って、わたしのこと言ってんの？」

　ミリンダが唇を震わせつつ、エリナに問う。

「え、エリナって……身体からだのどこかに紋様とかって……ある？」

「紋様!?」

　そんなことを聞かれるとは思っていなかったエリナは、ビクリとして咄とっ嗟さに内股を押さえてしまった。

「あるの!?　やっぱりそうなんだ！　エリナが、エリナが魔王の──」

「違うから！　ないからそんなの！」

　少なくとも今はない。昨日、ロミリアに神聖魔法を使ってもらったばかりで、紋様が消えているのはエリナも確認している。

「っていうか、なんでそんな話になってんの!?　全然わかんないんだけど！」

　だが、エリナにも一つわかっていることがあった。

　こんな騒動の中、ペトラたち三人だけが楽しそうにニヤニヤとした笑みを浮かべているのを見てしまったからだ。

　ペトラたちがなにかをしたんだ。エリナはそう直感していた。

「こ、これよ……。この紙が朝教室に来たら貼はってあったの……」

　震えるミリンダからその紙を受けとって、なにが書いてあるのかを読む。

『エリナ・ランドバルドは魔王の隠し子！　その証拠に身体のどこかに魔王を示す紋様が刻まれている。エリナはそれを隠している』

「……はぁ、アホらしい」

「な、なんでよ……？」

　クラスで一番怖がりの癖に、怖いモノに関してはなぜか強く食い下がってくるミリンダ。

「だってこれ、誰のことでも、どうとでも書けるじゃない。この証拠とかいうのだって、せめてその魔王を示す紋様がどんな形かくらいは書いておかないと」

　そこでようやくフランもエリナの支援を開始した。

「そ、そうだよ……。ジュゼッペ先生の授業でもやってたよね？　紋様にはいろいろな形があるしそれによって意味も、それが及ぼす効果も全然違うって……。紋様が術式そのものだとか、そういう話……あったよね？」

　そういえば……と教室内の緊張が多少ほぐれた。

　と、すかさずそこでエリナが空気を変えるように明るく言う。

「というわけで、まだチーム決まってない人、一緒のチームにならない？　男子でもいいんだけどっ」

　だが、誰もその問いかけに応える者はおらず、エリナはがっくりとこうべを垂れた。

　そのとき、教室の扉が開いて、ベルンハルト先生が入ってくる。

「お、どうした？　みんな、チームは決まったか？」

「あ、わたしとフランが二人で余っちゃったみたいで……」

　と素直に報告するエリナ。

「ふむ？　他はみんな、三人か四人のチームになっとるんだな？　だったら三人のチームに別々に入ってもらうしかないかな」

「ええっ、そんなぁ！」

　フランとは離れたくないエリナが不平を漏らす。

「だが仕方がないだろう？　三人のチームの者、手を挙げてくれ」

　だが、慌てたのはなにもエリナとフランだけではなかった。

「ベルンハルト先生、お待ちになってください！」

　いつものお付きの二人と三人のチームを組んでいたペトラである。

「おお、ペトラ君のところが三人か。それじゃあエリナ君はペ──」

「お待ちになってと言っているんです！」

　ギョッとするくらいペトラも必死だったが、エリナの方もペトラと一緒のチームなどお断り。

　かと言って、フランをそちらにやってしまうのもいろんな意味で嫌だった。

「先生」

「ん？　おお、君はカナーン君だったか？　どうした？」

「私もまだ決まっていません」

「おお、そうか。まだ君はこの学院に入ったばかりだものな、無理もない。だが、ちょうどよかった。エリナ君、フラン君、二人のところにカナーン君を加えてやってくれないか？」

　エリナは目を何度もパチクリとさせながら言った。

「えっと、あの……喜んで？」

「私も……大丈夫です」

　とフランも続く。

　そしてカナーンは仕方なさそうに頭をさげた。

「ふぅ……よろしく」

「では、これでこのクラスのチームは揃そろったな。よかったよかった。それじゃあスカウティアの話はここまで。このクラスはこの後剣術の授業だったな。それじゃあみんな、広場の方に移動だ」

「はーい」

　ベルンハルト先生の指示に返事をして、クラスの面々は席を立つ。

　同じく立ちあがったエリナは、後ろの席のカナーンを振り返って言った。

「あ、あの、カナーンさん！　同じチームになったことだし、広場まで一緒に行こう！」

　親しん睦ぼくを深めるチャンスとばかりに誘ってみたエリナであったが、

「……スカウティアと剣術の授業は特に関係ないわよね。断るわ」

　相も変わらぬけんもほろろなカナーンの対応にぽっかりと口を開いて天を仰あおぐことになった。

　そんなエリナの背中を支えてフランが言う。

「ごめんなさい、カナーンさん。ゆっくりでいいからね？　さ、行こう、エリナ」

　そして放心したエリナの背中を押して、教室を出ていった。




「……ゆっくりでいい？　ゆっくり仲よくなれとでも言いたいのかしら」

　カナーンはそう独りごちる。

　もう自分一人しか残っていないことに気がつくと、小さく肩をすくめてから、教室を出た。

　広場というのは剣術や魔法の実技のような広い場所が必要な授業の際に使われる所だとは聞いている。

　とはいえ、エリナの誘いを断ってしまった以上、まだ広場の場所を知らないカナーンは、クラスの誰かの後を付いていくしかない。

　だが、少々ゆっくりしすぎてしまったのか、廊下に出てもクラスの面々の姿はもう見えなくなってしまっていた。

　カナーンは耳を澄ませて人の移動する気配を探った。

　子供たちが（カナーン自身と同年代だが）おしゃべりしながら歩いているのだ。

　その気配はすぐに捉とらえることができた。

　足早にそちらに向かうと、すぐに三人の少女の姿が見えた。

　カナーンは声をかけることはせず、そっとその三人を追いかける。

　魔王の娘である（可能性が高い）エリナだけではない。

　自分の任務はエリナの監視。それ以外の者たちと交流を持つ必要もない。

　ましてや、あからさまに陰湿な悪巧みをしているような、あのペトラとかいう女とその取り巻きみたいな者たちとは。

　カナーンは前方の三人組に気づかれないように息をひそめ、でも置いていかれないようにその後をつけた。

「紋様があるかないかで揉もめて、それを確かめるという名目でエリナを素っ裸にでもしてやろうという筋書きだったのだけど、上う手まく躱かわしましたわね……。忌いま々いましい」

　カナーンの存在に気づきもせず、ペトラは声高に話していた。

　いつものようにパニーラとプルムもそれに続く。

「座学の成績は大したことのないくせに、小こ賢ざかしいヤツです、まったく」

「危うくうちのチームに入ってきそうになるしねー」

「それだけは絶対にごめんですわ！」

「私もあやつとだけは上手くやれる気はしません！」

「でも、フランなら美味しいお菓子くれたかもー」

　ペトラとパニーラはそんなプルムに、無言で視線を向ける。

　気を取り直した様子でペトラが言った。

「ともかく、このままでは腹の虫が治まりませんわ。なにかまた別の方法であいつを困らせてやらないと……」

「スカウティアでなにか仕掛けられるとよいのですが」

「作戦考えよー」

　そんな話をしながら、ペトラたち三人は聖堂の敷地内を出て広場へと歩いていく。

　向かう先がだいたい理解できたカナーンは、そこで三人の後を追いかけるのをやめて、ぽつりと呟つぶやいた。

「懲こりない人たち……。ああいう陰湿なのは本当に虫むし酸ずが走るわね」

　たとえその標的が魔王の娘であろうとも、ペトラたちの行いはカナーンにとっては唾だ棄きすべきものに思えた。

　エリナは自分が来る前からこうしたことを繰り返されてきたのだろうか？

　だとすれば、エリナはどうしてあんなに明るく振る舞えているのだろうか……。

「……どうでもいいじゃない、そんなこと」

　カナーンは首を横に振ると、クラスメイトたちが集まっている広場の中央付近まで急いだ。







「おお、すごいな。カナーン君はそんな大剣を扱えるのか」

　生徒たちが各自の扱い慣れた武器の素振りをしていると、ベルンハルト先生がカナーンの大剣に目をつけて、そんなことを言った。

　もっとも、ベルンハルト先生が言わずとも、クラス中の全員がその大剣には注目していた。

「ふむ、見たところずいぶんと鍛錬を積んでおるようだ。面白い。誰か、カナーン君と稽古試合をしてみたいという者はおるかね？」

　ベルンハルト先生が大きな口でニヤリと笑って生徒たちを見渡す。

「では先生、私が」

　そう言って一歩前に出てきたのは、ペトラの取り巻きの一人、パニーラだった。

　自信ありげな笑みを浮かべ、手にしていたレイピアを軽くしならせる。

「おお、パニーラ君か。おっと、これは稽古試合だ。二人にはこっちの木剣を使ってもらうからな？　カナーン君、さすがに君の大剣ほどの大きさはないが、これでいいかね？」

「構いません」

　やや大きめの長剣タイプの木剣を受けとり、その握りが拳二つ分以上あることだけを確認して、カナーンはそれを軽く振ってみせた。

　そして、チラリとペトラの方を見る。

　ペトラは機嫌よさそうに目を細めて、プルムと何事か話していた。

　カナーンはそれを見て、パニーラの剣術はそれなりに信頼されているようだと判断する。

「パニーラ君もいいかね？」

「もちろん結構です」

　ベルンハルト先生に指示されて、カナーンとパニーラはそれぞれ開始の位置に着いた。

　固かた唾ずを呑のんで見守る生徒たち。

　そんな中、ペトラが得意げな顔で声をあげた。

「パニーラ、あまりいたぶってしまってはかわいそうというもの。あっさりと決めておしまいなさい」

「かしこまりました、お嬢様」

　その声にパニーラは恭うやうやしく応じる。

　そんなやり取りに触発されたのか、闘たたかいを見守る生徒たちの中から、カナーンを応援する声が聞こえた。

「カナーンさん、がんばって！」

「がんばってー！」

　エリナとフランだった。

　カナーンはそれには応こたえず、ただ小さくため息をつく。

　ベルンハルト先生が二人のちょうど間に立って、その太い右腕を頂点に掲げた。

「では、いいか？　構えて。……はじめっ！」

　その腕が振りおろされると同時に、パニーラは一気にカナーンとの距離を詰め、同時に突きを繰り出してくる。

　なるほど。結構速いかも。

　そんな風に思いながらカナーンは、木剣を上段に構えたまま、その突きを右に左にと躱す。

「そういつまでも躱せると思わないでいただきたい！」

　カナーンの身体の中心を狙ねらった鋭い突きが放たれた。

「思ってないけど」

　そんな一言のもとに、カナーンは木剣を振りおろす。

　その木剣はパニーラには当たらず、そのまま地面に突き刺さった。

　だが、カナーンの身体の中心を捉とらえたはずのパニーラの木剣もまた、当たることはなかった。

　しかも──。

　ヒュンヒュンヒュンヒュン──ズサッ！

「え……？」

　その音がした方にパニーラが目を向けると、細い木の棒が地面に突き刺さっていた。

　改めて見れば、パニーラが手にしていたレイピア型の木剣は、その刀身の部分だけが、綺き麗れいさっぱりなくなっている。

　カナーンの一振りは外れていたわけではなかった。はじめから、パニーラの木剣を叩たたき切ることだけを考えて振っていたのだ。

「勝負あり！　そこまで！　勝者はカナーン君だ！」

　ベルンハルト先生が再びその太い腕をあげて高らかに宣言する。

「わ、私が……たった一振りで負けるだなんて……」

　そして、呆ぼう然ぜんとした様子でうな垂れるパニーラ。

　カナーンはそれらにはなにも反応せず、ただ一礼をしてその場から下がった。

　だが、ギラリとした強い視線にふと気がつく。

　ペトラだ。

　図らずも、スカウティアではエリナ班に所属することになってしまったカナーンである。

　ペトラの余計な恨みを買ってしまったかもしれない。

　これで自分もエリナと共になんらかの策に陥おとしいれられるということか……。

　カナーンはそう考えて、小さく肩をすくめた。




「フラン！　今の見た!?　すごいよね、カナーンさん！」

「うん、うんっ！」

　カナーンの闘いを見て、エリナとフランが声を弾ませる。

「やっぱりすごいなぁ……。ロックハウンドの時もすごかったし……」

「本当……。私たちと同い年くらいのはずなのに……」

「剣がね、すごく綺麗な線を描いてたから、偶然なんかじゃなくて、きっといっぱい練習してきたんだと思う。今のもパニーラの剣だけ狙ってたみたい」

「……エリナはエリナで、そういうのよく見えるよね。私も見てたはずなのに、そんなところまで全然わからなくて……。気がついたら、パニーラの剣が折れてたみたいな感じ」

「そう？」

「そう思う。エリナは目がいいし、機敏だから、そういうのをちゃんと活いかせれば、剣術の授業はもっと活躍できるんじゃないかな」

　あまり細かいことは考えていなかったエリナは、これまでの剣術の授業ではベルンハルト先生が一番の基本だと言った長剣を使ってきていた。

　だが、パニーラがレイピア、カナーンが大剣を使っているように、使用する武器が決められているわけではない。

「フランの言うとおりにしてみよっかな」

「私の言うとおりって……どうするの？」

「こういう長剣じゃなくって、もっと小さい武器にした方がいいのかなって」

「小さい武器って、エリナがいつも持ってるダガーとか？」

「そうそう」

　エリナにとってそのダガーは確かに護身用の武器ではあったが、それ以上に山遊びをする時の便利な道具という認識が強かった。

「今までは剣術の授業と山遊びで使うダガーってあんまり一緒に考えたことなかったんだけど、よく考えたら使う武器ってなんでもいいんだよねって思って……。それにまあ、おっきい剣の方がかっこいいかなって感じもしたし……」

「フフフ、大きい方が痛そうだしね」

「うん。でも、わたしの得意なことを活かすなら、小さくて軽い武器でいっぱい動き回る方がよさそうじゃない？」

「そうかもっ！　……って言っても、私じゃどう動いていいのか想像もつかないけど」

「にゃはは。フランはそもそも武器を扱う事自体が苦手だもんね」

「ううっ、素早くも、力強くも動けない……」

「フランはその分頭いいし、防御魔法とかできちゃうから、かっこいいよ。お菓子も美味しいし！」

「か、かっこよくはないと思うけど……。でも、ありがとう、エリナ」

「フランもアドバイスくれてありがとう」

　そうして笑いあう二人を、ペトラとカナーンがそれぞれ別の場所から見つめていた。
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　そして、スカウティアが行われる日がやってきた。




　山中には全部で十二のチェックポイントが設置されており、そのうち三つのチェックポイントでフラッグを回収し、スタート地点に戻ってくることでゴールとなる。

　三つのチェックポイントはどれでもいいわけではなく、チームごとにあらかじめ決められていて、各チームにはそれぞれ別々のチェックポイントが書きこまれた地図が渡されている。

　それぞれのフラッグにはそのチェックポイントを示す記号が描かれているため、自分のチームに割り当てられたものではないチェックポイントを偶然見つけて、そこのフラッグを回収してきたとしても、それは無効となるわけだ。

「では次はエリナ君の班だ。期待しているから、がんばってくれ」

「はい！　ベルンハルト先生！」

　ベルンハルト先生の激励にエリナは元気よく応えた。

「じゃあ、行こう、フラン、カナーンさん」

　そう言ってエリナは先陣を切って山の中に入っていく。

「うん、エリナ」


「…………」



　にこやかに応えるフランとは対照的に、カナーンはほんのわずかにうなずいただけだ。




　同じチームとなったにもかかわらず、カナーンの態度は相変わらず芳かんばしいものではなかった。

　スカウティアはチームで行う野外活動。

　当然、この数日の間にも役割分担を相談したりする時間を与えられていた。

　その時間でも、それ以外の時間でも、同じチームであるからにはと意気込んでカナーンに話しかけてきたエリナであったが、カナーンの態度は一向に変わらなかった。

　エリナが指示をすればその通りには動くし、最低限必要と思われる質問には返答したが、そこまで。

　野外活動にも山歩きにも多少自信があるエリナだったが、カナーンのこの態度にはさすがに困こまり果はてているというのが現状だった。

　フランも堪たまりかねて口を開く。

「あ、あの、カナーンさん。私たちチームなんだし、もう少しちゃんと話さない……？」

「べつに、あなたたちの邪じゃ魔まをする気はないし、指示にも従うわ。それ以上に話さなくちゃいけない理由はないでしょ。放ほうっておいて」

　そんなカナーンのつれない答えに、エリナが口を挟はさんだ。

「理由ならある！　山の中を歩くのにおしゃべりもできないんじゃ楽しくないじゃない！」

「……ふぅ」

　カナーンは大きくため息をつく。

「私はあなたたちとおしゃべりしても楽しくないわ。二人でやって」

「うぐ」

「その上で」

　キッとエリナを睨にらみつけ、カナーンは追い討ちをかけた。

「野外活動においては、音を聞き取ることはいち早く危険を感知するのに重要な要素よ。おしゃべりしていて危険に気づかないなんてことにならないといいわね」

「うぐぐぐぐ……」

　ぐうの音ねも出ないほどの正論を叩きつけられてエリナは呻うめく以外になかった。

　フランもあわあわとして、自分がはじめてしまったこの会話をどう収拾したらいいものか考えあぐねている。

　だが、当のエリナが思いついた様にポソリと口を開いた。

「でも、確かにそれはそうかも」

「エリナ!?」

　カナーンの意見にエリナが賛同するとは思っていなかったフランは、驚きの声をあげる。

「ほら、カナーンさんと最初に会ったときもさ、わたしとフランはおしゃべりしてたから気がつくの遅れちゃったけど、もしかしたら、カナーンさんはずいぶん前からロックハウンドの声に気がついてたんじゃないかなって」

「あ……」

　そういえばとフランは思い出す。

　あのとき、カナーンはなぜかあの場所でずっと突っ立っていた。

　あれが自分たちを見ていたわけではなく、カナーンを目がけてやってくるロックハウンドを待ち構えてのことだったとしたら……。


「…………」



　肯定なのか否定なのか、フランが視線を向けるとカナーンはぷいっと視線を逸そらした。

「わたしは山歩きも野外活動の授業も結構得意な方だと思ってたけど、カナーンさんはずっとお母さんと旅をしてきたんでしょ？　大変な経験もいっぱいしてきたんじゃないかな」

「そっか……。そう言われてみれば、ちゃんと忠告してもらったのかも……」

「でしょ？　だから……ありがとう、カナーンさん」


「…………」



　エリナの感謝にカナーンはただジロリと視線を向けるのみ。

　だが、そんなカナーンの反応はエリナにとっては織り込み済みだった。

「音には充分気をつけるつもりだけど、でもやっぱりおしゃべりはするね？」

「っ!?　あなたねぇ」

「気を張るのは必要だけど、気を張ってばかりじゃ疲れちゃうと思うし、ね？」


「……はぁっ……好きになさい」



　エリナはこれまで、カナーンのきつい視線が自分への敵意なのかと思っていたのだが、この会話中に、それは少し違うのではないかと考え直していた。

　ペトラのような敵意や悪意でもなければ、ヤルミラ先生のような他の誰だれかと比べての揶や揄ゆでもない。

　自分への、なにか苛いら立だちのようなものは感じられる。

　だけど、それはどうも自身とは違うもの、理解できていないものへの苛立ちのように思えた。

　だとするなら話は早い。

　わかってもらえばいい。

　同じ年とし頃ごろの女の子同士だと思ってもらえばいい。

　今までが自分らしくなかった。おっかなびっくりの対応をしてしまっていた。

「うん、好きにするね。じゃあ、班長命令。みんなでおしゃべりしよ？」

「は？」

「エリナ？」

　カナーンばかりではなくフランまでもが目をパチクリとさせた。

「指示には従ってくれるんだよね？」

「授業と関係ない指示にまで従う気はないわ」

「関係なくないよ？　班での野外活動にチームワークは重要な要素でしょ？　だから、おしゃべりをしてチームワークを育はぐくむの。エリナ班は明るく楽しくやるのがモットーだからね」

　その強引な論法にカナーンはエリナを睨みつける。

　あ、ヤバイ。これは普通に敵意かも。

　その強烈な視線に震えあがりそうになったが、なんとかそれを堪こらえて、エリナは笑顔をキープした。

　だが、そんなエリナに対して、カナーンは吐き捨てるように言う。

「……魔王の娘なんかと楽しくおしゃべりする気はないわ」

「な──」

　絶ぜっ句くするエリナ。

　フランも驚いて眼めを丸くしている。

　確かに数日前、そんな話題が盛りあがったが、それはすぐにエリナが否定して収まったはずだった。

　それでも納得していないクラスメイトはいるかもしれないとは思っていたエリナだったが、カナーンがそうだとはまるで思っていなかった。

　むしろ、カナーンはあの程度のあやふやな噂うわさ話ばなしに、まったく興味を示さないタイプだと思っていたのだ。

　カナーンは言ってはいけないことを言ってしまったように口元を押さえて、しばらく黙りこんでいた。

「カナーンさん、あんなの信じちゃってたの……？」

　エリナのその疑問に、カナーンはため息をつく。

　そして、再びエリナを睨みつけて口を開いた、

「あなたが魔王の隠し子だっていうあの紙……。あれを貼はりだしたのが私だったとしたら、どうする？」

「はぁっ!?」

「ええっ!?」

　エリナとフランは揃そろって驚きの声をあげる。

　その表情を見たカナーンは、これでしばらく二人が話しかけてくることはないだろうと小さく笑みを浮かべた。
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　エリナたちの班が山に入って二時間が過ぎようとする頃。

　山の麓ふもとに設置されたスカウティアのスタート地点では、ノクトベル聖学院の教員たちが真まっ青さおな顔をして、狼狽うろたえていた。

「詳しい話を聞かせてちょうだい！」

　報告を受けて急ぎやってきたロミリアは、ベルンハルトに状況の説明を求めた。

「山脈側の山道を通ってきた行商人の方が、武装した魔物の部隊を目撃したと言っています。頂上付近から、こちらに向かって下山してきているようだとのことで……」

「詳しい数はわかる？」

「少なくとも十体以上としか。行商人の方も、それを見て街まで急いだとのことで、それ以上のことは……」

　ベルンハルトは拳こぶしを握りしめてわなわなと震える。

「スカウティアは至急中止して子供たちを避難させましょう。ベルンハルト先生は街の自警団と連絡を取って、防備を固めるよう伝えてください」

「自警団の方にはすでに連絡しにいってもらっとります。それより学院長先生、どこへ──」

　そのまま突き進んでいこうとするロミリアをベルンハルトが止めた。

「山に入って、子供たちを避難させてきます」

「学院長先生はここに待機しとってください！　山にはワシが入ります。これはワシの責任でもありますから！」

「責任という意味では学院長である私に責任があるわ！」

「学院長、しかし！」

「安心して。こう見えても、私は強いのよ？　使えるのも治ち癒ゆ魔法ばかりじゃないし、なにより、魔物との戦いには慣れているわ」

　ロミリアのその言葉にベルンハルトは口をつぐむが、それで納得できたわけではなかった。

　だが、そこにロミリアではない別の女性の声がかかった。

「魔物との戦いに慣れてるって、それいつの話よ？　魔王討伐からもう十二年も経たってるってちゃんとわかってる？」

　ベルンハルトが顔をあげると、銀色の長い髪をなびかせた美しい女性が歩いてくるところだった。

　その美しい顔には似合わぬ無骨な鞄かばんに、年季のはいった外がい套とう。その隙すき間まからは、金属製の胸部鎧が顔を覗のぞかせていた。

　そしてなにより目立つのは、華きゃ奢しゃに見えるその身体からだにはそぐわぬ大剣を背中に背負っていることだった。

「ルナルラーサ！」

「ハァイ、ロミリア。おかしいわね？　昔あなたの口から、『指揮を執とるべき人間が突っ走ったらダメだ』って言葉が出てきたのを聞いた覚えがあるわ」

　ルナルラーサと呼ばれた女性はニヤリとして続ける。

「そこでなんだけど、現役バリバリで魔物を退治して回ってる歴戦の傭よう兵へいにご用命はないかしら？　昔なじみだし、うちの娘カナーンがお世話になってるし、ここは破格のお値段で引き受けちゃおうと思ってるんだけど？」

「お金……取るのね？」

　呆あきれたように言うロミリアに、ルナルラーサはケタケタと笑って答えた。

「あったり前でしょー？　アタシはプロの傭兵よ？　その代わり、払った金額を後悔させないだけの働きはしてみせるわ」

「そこは信頼しているわ。いいでしょう、ルナルラーサ。あなたにお願いします。ベルンハルト先生、彼女に地図を」

　ベルンハルトはうなずいて、ルナルラーサにすべてのチェックポイントが記載された地図を渡した。

「山の頂上がこっちで、報告によると魔物の部隊はこちら側の斜面を下りてきていると思われます」

「ふんふん、なるほど。これは急いで一番頂上に近いチェックポイントに向かわないとマズいわね。ロミリア、そう言えばあのバカは？」

「あのバカ？　……あ、リクドウのことね？　そう言えば見当たらないわね……」

　ロミリアがうかがうように見るとベルンハルトは顔面を蒼そう白はくにする。

「行商人の方からの報告を受けたときは確かにワシと一緒におったのですが……まさか、あの脚で山に……？」

「……ほら、バカでしょ？　ったく、世話を焼かせるわね」

「じゃあルナ、リクドウのことも頼むわね。あの子のことだから、放っておいても大丈夫だとは思うけれど」

「まあね。それじゃあ、行ってくるわ」

「ええ、お願い」

　ルナルラーサは銀色に煌きらめく長い髪を翻ひるがえして、風のような速さで山中へと入っていった。

　ベルンハルトはその姿にしばし呆ぼう然ぜんとし、やがてハッとして我を取り戻した。

「え、いや……学院長が信頼するというからには今の女剣士は手て練だれなのでしょうが、リクドウ先生は放っておいたら危ないのでは？　あの脚では、普通の山道を歩くのも大変なはずだと思うんですが……」

「リクドウ先生のことはルナルラーサに任せておけば大丈夫。ああ見えて以前は凄すご腕うでの冒険者だったの。特に、護りたいなにかがあるときには無類の強さを発揮する。そんな男よ、彼は」

　ロミリアは昔を懐かしむように目を細める。

「護りたいなにか……ですか。それならばやはり、ワシも行かねばなりません。ワシも学院の生徒たちを護りたい。そう思っとりますから」

「……わかりました。私はここで指揮を執ります。お願いいたします、ベルンハルト先生」

「ワシは近場のチェックポイントから回って、生徒たちに下山を促して回ることにします。それでは、失礼」

「ベルンハルト先生も気をつけて」





◇　◇　◇






　一方、エリナたち三人は、ただ黙もく々もくと山中を練り歩いていた。

　カナーンの放った一言がエリナの脳のう裏りを駆けめぐる。

　エリナが魔王の隠し子だという怪文書。あれを貼はりだした犯人がカナーンなのだという。

　そう言われたこと自体も衝撃だったが、それ以上にカナーンがそれをしたということが、どうにもエリナには納得できなかった。

　頭からペトラたちが犯人だと決めつけていたからかもしれない。

　そう考え直してみるものの、それでもカナーンが犯人だとはちょっと思えなかった。

　エリナはもちろん、カナーンのことをよく知っているわけではない。

　どちらかといえば嫌われているであろうことも自覚している。

　それでも、その手口がカナーンがやったものとはどうしても思えないのだ。

「あれ……？」

　エリナはふと立ち止まり、地図と周囲を何度も見比べはじめた。

「どうしたの？」

　心配したフランが声をかけてくる。

「う～ん……どうもこの地図、おかしいんだよね……」

「おかしい？」

「地図っていうかチェックポイント？　一番奥のヤツから行くかーって思ってなにも考えずに進んで来ちゃったんだけどさ。こんなところにまでチェックポイント設置するかなぁって。だってほら、この辺りって──あっ」

「貸して」

　ベルンハルト先生からもらったエリナ班用の地図をフランに見せようとしたとき、痺しびれを切らせたのか、カナーンがそれをサッとエリナの手から奪ってしまった。

「なにをグズグズしているの。こんなもの、さっさと終わらせましょう」

「カナーンさん……」

「フン……。こんなの、地図に書いてあるとおりに行けばいいだけじゃない。行くわよ」

　地図を見ながらスタスタと歩いていくカナーン。




　どうして自分はこんなに苛立っているんだろう……。




　してもいないくだらない悪いた戯ずらを、自分がしでかしたことのように言ったのは自分自身だ。

　その結果、二人とも私に声をかけてこなくなったのは目もく論ろ見みどおり、大正解のはず。

　それなのに、私の苛立ちは、しつこく話しかけられていたときの何倍も、何十倍もひどくなってる。

　こんなただの山歩きゲーム、とっとと終わらせてしまおう。

　ルナルラーサと二人で旅を続けてきた自分にとっては、こんなもの幼よう稚ちなお遊びでしかない。




　……幼稚な？




　そのときカナーンはふと、地図に書きこまれたチェックポイントに目を止めた。

　どことなく丸まった幼さを感じさせる文字や記号。

　ベルンハルト先生がこれを書きこんだとはとても信じられなかった。

　だけど、まさか。

『ともかく、このままでは腹の虫が治まりませんわ。なにかまた別の方法であいつを困らせてやらないと……』

『スカウティアでなにか仕掛けられるとよいのですが』

『作戦考えよー』

　ペトラたち三人の言葉がカナーンの脳裏に蘇よみがえる。

　果たしてそこまでするものなのだろうか。

　山中での遭難は命の危険だってあるのに……。

　いや、そう考えるのは、私が実際に危険を伴う旅をしてきたから。

　この街で生まれ育った彼女たちはそこまで──

「危ない、カナーン！」

「え──」

　カナーンは、突然自分の進む先の地面が、喪失したような感覚に襲われた。

　それは急な斜面だった。

　地図に気を取られ、草木に隠れて谷間になっていることに気がつかなかったのだ。




　幼稚は……私だ！




　取り返しのつかない落下感の中、それでもなにかに摑つかまろうと手を伸ばす。

　地面はもう離れてる。

　都合よく草木が伸びていたりもしなかった。だが──

　ガシッ！




「カナーン！」

　エリナが必死の形ぎょう相そうでカナーンの手を摑んでいた。

　そのエリナの腰を、さらにフランが必死に摑まえて支えている。

　そんな二人の決死の連携によって、カナーンの身体はなんとか落下を免まぬがれた。




　二人に引っぱりあげられて、改めて斜面を覗きこむと、そこは斜面というよりはもはや絶壁のような谷底になっていた。

「どうして助けたの？」

「どうしてもこうしても、ほっとけるわけないでしょ!?」

「……そう」

　真剣な眼まな差ざしのエリナからカナーンはプイッと目を逸そらした。

　その眼差しを正面から受けとめることができなかった。




　カナーンは故郷を魔王軍の残党の襲撃によって壊滅させられている。

　魔物にも魔王軍にも、並々ならぬ怨えん恨こんを抱いていた。

　そして、エリナは魔王の娘である可能性が高い。少なくとも魔王城の最奥の部屋に匿かくまわれていた赤子がエリナだ。ルナルラーサがそう言っていた。

　その上ルナルラーサは、リクドウやロミリアが「いい子だ」と言っていることを信じていないとも言った。




　だから、私は──。




『でも、あなたならそんな身びいきみたいなことにはならないでしょ？』

　ルナルラーサの言葉がカナーンの脳裏をよぎる。

　身びいきなんて、もちろんしない。

　だが、その逆はしていた。




　悪いヤツに違いない、悪いヤツであってほしい、悪いヤツでなければならない。




　だって、この子がいなければ、私は──。




　私はルナルラーサと一緒にいられたのに……。




「本当に……幼稚だ……私……」

「え？　カナーンさん、今なにか言った？」

　不思議そうにカナーンの顔を覗きこむフラン。

　考えていたことがいつの間にか口をついて出ていたらしい。

　カナーンは慌てて首を横に振った。

　幸いエリナの方は、地図を片手に数歩先で状況の確認を行っている。




　私は幼稚だ。

　だけど、それに今気づくことができた。

　ならば、一歩だけでもそれより前に進むことはできるはず……。




　カナーンはそう決意して口を開いた。

「……助けてくれたことには……感謝、しているから」

　フランにだけ聞こえる声で、ぼそぼそと呟つぶやく。

　エリナに直接それを伝えるのは、今のカナーンにとってはさらに数歩先のことのように思えた。

「ううん。カナーンさんが無事でよかった。エリナもきっとそう言うと思う」

　フランのその言葉に、カナーンは辛かろううじて首を縦に振った。










「やっぱりおかしいね、これ。たぶん滅め茶ちゃ苦く茶ちゃな場所にチェックポイントが書かれちゃってるんだと思う」

「滅茶苦茶ってどういう場所？」

　困ったように言うエリナにフランが尋ねた。

「さっきの崖がけになってるところとか……。たぶんベルンハルト先生としては、スカウティアの範囲外って考えてるところじゃないかな。ここに書いてあるの全部、生徒たちだけで行くのは危ないところだもん」

「なぜそれがわかるの？」

　今度はカナーンが疑問を挟む。

「わたし、この山は結構歩き回ってるから。普段は地図なんか見てないから最初はわかんなかったけど、もうその辺もだいたいわかったし」

「そう……」

　エリナの答えにカナーンは短く応えて、思案げに口元に手をやった。

「ともかく、チェックポイントが出で鱈たら目めだと言うなら、スタート地点に戻って先生に指示を仰あおぐ以外にないと思う。近くの山道に出て、安全に戻るルートを提案するわ」

　カナーンがやけに積極的に意見を言ってきたので、エリナはついきょとんとしてしまう。

「……なに？　おかしなことは言ってないと思うけど」

「にゃはは、うん、じゃあ──あ……」

「どうしたの、エリナ？」

「ごめん、ちょっと静かにして」

　急に真剣な顔になって言うエリナに、フランとカナーンは素直に従い口をつぐんだ。

「なんだろう……。向こうの方、すごく嫌な気配が動いていってる……」

　エリナが指し示す方向からは、エリナのその感覚を支持するように、鳥たちが慌てたように飛び去っていく様が見えた。

「よく気がついたわね……。木々も不自然に揺れているのが見えるわ。これは……魔物が群れになって移動してるんだと思う」

　そして、カナーンも真剣な表情でそれに賛同する。

「カナーンさん、それ本当!?」

「魔物の群れじゃなかったとしても、それに類するなにかが移動しているのは確かね。それに、街の方からも、ほら」

　今一度三人が耳を澄ますと、街の方からはカーンカーンカーンと鐘かねを打ち鳴らす音が聞こえた。

「非常事態を知らせる鐘……」

　フランの言葉にカナーンは小さくうなずく。

　すると、エリナがスッとある方向を指さした。

「向こう。さっきみたいな急な斜面もあるけど、急いで突っ切って麓ふもとまで下りよう」

「え、でもそっちは……」

　フランが言い淀よどむ。

　エリナが指した方向は、今まさにエリナが嫌な気配がすると言ったばかりの方向だ。

「そちらに行くのはやめた方がいい。別のルートから麓に下りて街に──」

「それじゃあクラスのみんなが大変なことになっちゃうよ」

　カナーンの言葉をエリナは静かに遮さえぎり、首を横に振った。

「でも、魔物は複数よ？　どんなヤツかもわからない。私だって多少剣には自信があるけど、これだけ木々が密集した中では、この大剣はむしろ邪魔になるわ」

「……戦うことにはなっちゃうかもしれないけど、べつに戦いたいわけじゃない。わたしは、まだ山の中にいるみんなに声をかけて、早く逃げてもらいたいって思ってるだけ」

「その気持ちは……私もわかるけど、でも」

　反論しようとしたカナーンだったが、エリナが地図を広げてそれを遮った。

　チェックポイントは出鱈目だが、山の地形自体は正確なものだった。

「この地図だとわかりにくいけど、ここからこの方向にかけて溝みたいに細い谷間が走ってるの。魔物の気配がしたのがこっちの方向で、スタート地点がここ。他の子たちはだいたいこれくらいの範囲に散らばってると思う」

　地図をあれこれと指さして整然と説明するエリナにカナーンは舌を巻く。

　しかも、フランの方はそんなエリナの説明を驚きもせずに聞き入れている様子だった。

「……それと」

　エリナはカナーンの目をじっと見て言う。

「もし逃げるなら、わたしたちの場所からなら、街とは反対方向。むしろ、このまま登っていって、山の反対側に行く方がいい。魔物たちの気配はこっちだから、街に戻る方が出くわす可能性は高いと思うよ」

「……私にだけ逃げろと言っているの？」

「だって、わたしは今から無茶をしようとしてるから。カナーンさんをつきあわせちゃうのは違うかなって」

「フランソワーズさんはつきあわせてもいいの？」

　その問いにはフランの方が苦笑して答えた。

「あはは……私はエリナに、一人で突っ走らないで私も連れていってねって、よく話してるから……」

「笑っている場合じゃないでしょう？　現状じゃなんの魔物かもわからないけれど、これほどの距離でわかるほどの群れよ？　数か、大きさか……。いずれにせよ、出くわしたら命がないものと思った方がいい。友達だからとか、約束してるとか、そういう──」

「うん」

　フランは小さく微ほほ笑えんでうなずき、カナーンはその言葉を途切れさせた。

　微笑んではいたが、フランの唇は細かく震えてもいたのだ。

　そんなフランを見て、カナーンは大きくため息をついてから、再び地図に目を戻した。

「つまり、その溝のような谷間を使えば、魔物より早く他の生徒たちに会えるかもしれないということね？」

　エリナはカナーンの切り替えに一瞬目を丸くしたが、すぐにうなずき、説明を続けた。

「うん。足元は悪いから余計に遅くなっちゃう可能性はあるけど、ほとんど迂う回かいしないでまっすぐ下りていけるはずだから」

　それを受けてカナーンはフランに確認する。

「フランソワーズさんもそれで大丈夫なのね？」

「うん、エリナがそう決めたなら、がんばってついてく。私もみんなを護まもりたいから」

「わかったわ。そうと決まれば急ぎましょう。エリナさん、先導をお願い」

「うんっ、もちろん。にゅふふ」

「なによ、その笑いは」

「なんか嬉うれしくて。はじめてカナーンさんに名前呼んでもらえたから」

「ば、バカ言ってないで急いで。みんなを護るんでしょ!?」





◇　◇　◇







　オオオオオォォォォォ…………。



　そのとき、怖おぞ気けのするような咆ほう吼こうが山中に響き渡った。

　驚いた鳥たちが一斉に舞いあがり、飛び去っていく。

　その音の大きさと野太さだけでも、咆吼の主が巨大で屈強な存在であることが嫌でも知れた。

　スカウティアで山の中にいた生徒たちのほとんどは、その咆吼だけでへたりこみ、泣き出し、中には恐慌をきたして自らの班を離れて逃げ出してしまう者もいた。

　それだけでも充分に大変な状況だったが、これがもっと恐ろしいことを示しているのだと気づく者もいた。

「トロール……！」

　ルナルラーサ・ファレスはその咆吼に聞き覚えがあった。

　巨きょ軀くと怪力を誇る人型の魔物トロールの咆吼。

「しかもこれは、進軍を呼びかける声……。どれだけの規模の群れだっていうの!?」

　ルナルラーサはこれまでの戦いの中で、何度もその声を聞いてきた。間違えるはずがない。

　魔王討伐から十二年。その残党は未いまだに現れていたが、各国の騎士団やルナルラーサのような傭よう兵へい、冒険者らの手によって、組織として成り立つような規模の残党はほとんど瓦が解かいしているはずだった。

　だが、いかなることにも例外はある。

　巧みにその姿を隠しつつ、着実にその勢力を拡大している一団があるらしいとの噂うわさは聞いていたのだ。

　その噂の真相究明と、それが本当に存在するならば、その討滅。

　ノクトベルに拠点を置くことにしたルナルラーサが当面の目的と定めていたのがそれだった。

　それがさっそく、今この場に現れてしまった。そういうことなのだろう。

　ルナルラーサは疾風のごときスピードで山中を駆けのぼりながら、状況を判断する。

　咆吼の位置はまだ山中だ。街を襲撃するつもりで山から下りてきたのであれば、その号令はあまりにも早過ぎる。

「すでに生徒が出くわしてる」

　下へ手たをすると魔物にちょっかいをかけた生徒がいる可能性まである。

　ルナルラーサは、さらに一段階その速度をあげた。

　斜面などあってなきがごとく、行く手を阻はばむ木々さえも、まるで流水のようななめらかさで、軽やかに躱かわしながら駆けのぼっていく。

　これが身の丈たけほどもある大剣を背負った女性の動きとは、誰だれも思わないだろう。

「きゃあああっ!?」

「わああああぁぁっ!?」

　前方から子供たちの悲鳴が聞こえた。

「見つけた！」

　さらなる加速をしつつ、ルナルラーサは背中の大剣に手をかける。

　武装した人型の魔物。それが迫る先には、転んでしまったのか、地面に倒れ伏す少女がいた。

「そのまま地面に伏せていて！」

「ひぅっ!?」

　ルナルラーサのその声に、起きあがりかけていた少女は、慌てて地面に身を伏せる。

　両手で頭の後ろを押さえて、ブルブルと震えていると、猛然とした突風が吹き抜けていき、「ごひゃっ」という悲鳴なのか鳴き声なのかよくわからない獣の声が聞こえた。

「間一髪……ってところね。あなた、立てる？」

「ふぇっ、え……？」

　ルナルラーサに引き起こされた少女は、信じられないものを目にした。

　頑健そうな金属の鎧よろいに身を固めた豚面の魔物オークが、その鎧ごと真っ二つに斬きり裂かれて倒れていたのだ。

　少女が地面に身を伏せてから、何秒も経たってはいなかったはずだった。

「大丈夫？　腰が抜けたりはしてない？　怪け我がは？」

「だ、大丈夫です……。脚も……擦かすり傷くらいで……はい、大丈夫そうです」

「うん、上等！　あなた、お名前は？」

「あ、アラニア……です」

「じゃあ、アラニア。ここはあなた一人？　同じ班の子たちがどうしているかわかる？」

「え、えっと……たぶんですけど、向こうの山道の方に逃げたんじゃないかと」

　アラニアの指す方向とベルンハルトにもらった地図を照らしあわせて、それが麓に向かう道であることをルナルラーサは確認する。

「よしよし、それなら他の子は大丈夫そうね。今から状況を説明するからよく聞いて」

「は、はい……」

「どうやら魔物の群れが山頂付近で陣取っていたみたいなの。そして、それがノクトベルを襲おうと山を下りてきた。山で野外学習をしていたあなたたちは、運悪くそれに巻き込まれたってわけ。オーケイ？」

「お、オーケイです」

「どうやらこのオークは斥せっ候こうだったみたいね。まだ魔物の本隊はここより上にいる。でもすぐに下りてくるはずよ」

「ほ、本隊……」

　その言葉の意味がわかってアラニアは顔を青ざめさせた。

「そんなに心配しないの。アタシがこの剣でバッタバッタとなぎ倒してあげるから。こんな美人が!?　って思うかもしれないけど、アタシ、剣にかけてはこの大陸でも五本の指に入っちゃうくらい強いのよ？」

　ルナルラーサのおどけた口ぶりに、アラニアは小さく笑う。

「だから、あなたはなるべく急いで下山して。友達が逃げた方の山道で大丈夫。向こうには魔物の気配が感じられないから、街まで道なりに行っちゃえると思う。もし友達と合流できたら、今の話を説明して、道を急ぐこと。できる？」

「で、できます！」

「いい返事ね、アラニア。じゃあ、さっさと行って。もう魔物の本隊が来るわ！」

　アラニアはうなずき、指示された方向に駆け出したが、ふとそこで立ち止まった。

「あのっ、あなたは!?」

「アタシはルナルラーサ！　学院長の友達でカナーンの保護者よ！　さあ、行きなさい！　こんなやつらに負ける気はないけど、さすがにこの状況じゃ、一匹も逃さないってのは難しそうだから！」

　ルナルラーサは明るくそう言って、魔物が来るであろう方向へと颯さっ爽そうと駆けていった。

　そのなびく銀色の髪を見送って、アラニアは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「か、かっこいい……」




　ルナルラーサは歴戦の戦士だ。

　魔王討伐の際にもリクドウらと共に最後まで戦い、討伐後も傭兵となって各地に巣くう魔王軍の残党を殲せん滅めつしてきた。

　勘も鋭く、経験による状況判断も的確だ。

　だが、それでも、彼女は常に前線で戦う戦士であり、指揮官でもなければ参謀でもない。

　ルナルラーサの見立ては、残念ながら半分までしか当たってはいなかった。




「せあっ！」

　まるで岩石のような硬さを誇るトロールの肌を、ルナルラーサの大剣が鮮やかに斬り裂く。

　トロールは斬り裂かれた胸板をその手で押さえたが、その次の瞬間、ルナルラーサの大剣がトロールの手の甲を貫き、心臓を通過して、背中から突きだした。

　大剣はトロールの身体からだから瞬時に引き抜かれ、その巨軀が木々の間にどうと倒れる。

「危ない危ない。こいつら死ぬと石みたいに固まるのよね」

　そう言ったそばから硬直していくトロールの身体を踏みつけてその死を確認しつつ、ルナルラーサは辺りを見渡した。

　オークが三匹、ホブゴブリンが二匹、ゴブリンが四匹。

　どれもルナルラーサの相手になるような魔物ではなかったが、それでも最初に倒したオークを含めても十一匹だ。

　麓まで下りていたらどれだけの被害が出ていたことか……。

「って、噓うそ!?　まだ群れの気配がある！　これ、本隊じゃない!?」

　そのとき、再び山中に咆ほう吼こうが響き渡った。


　オオオオオォォォォォ…………。



「またトロールの声!?」

　自分の足元にいるトロールの死体に目を向ける。

「トロールが複数いるわけね。しかも、下手をするとトロールに指揮を出すトロールがいるということ……。さっきの進軍の咆吼ももしかして、囮おとり……？」

　その場所を捉とらえるためにルナルラーサは全神経を集中させた。

「まさか……この期ごに及んで『ジントロル』が出てくるなんて言わないわよね……？」

　経験に裏打ちされた〝嫌な予感〟が、ルナルラーサの胸中でガンガンと鳴り響いていた。





◇　◇　◇






「みんなー！　緊急事態だー！　早く下山しろー！　スカウティアは中止！　今すぐにスタート地点に戻ってくれ！　急げ！」

　ベルンハルトは近いチェックポイントから順々に回って、生徒たちに避難を指示して回っていた。

　腰には愛用のブロードソードをぶら下げている。

　いざとなれば、これを抜いて生徒たちを護るつもりだった。

「うわわわわああっ！」

　そんなベルンハルトの前に転がるようにして男子生徒が現れる。

「慌てるな！　転んでしまっては逃げるのも遅くなるぞ！」

「せ、先生！　でもっ、でもっ！」

　その男子はベルンハルトの腰によろよろとした足取りですがりついてきた。

「班の仲間はまだ向こうか」

「は、はい」

　少年が指さした方向から、二人の少年の声が聞こえてくる。

「来るなっ、来るなぁっ！」

「ま、待ってよ、ジョーンズ！　ぼくっ、ぼくっ！　ああっ！」

　何者かに追い立てられているのが明らかな声だ。

　ベルンハルトは腰にすがりつく少年の肩を摑つかんで、ゆっくりと引き剝はがした。

「……ここはワシに任せて、早く逃げるんだ」

「せ、先生……あ、あのっ、二人をっ」

「任せろ。ワシの生徒たちに、指一本触れさせん！」

　ベルンハルトはブロードソードの柄つかに手をかけて、走り出す。

「みんな、こっちだ！　安心しろ、ベルンハルトが助けに来たぞ！」

　手が震えているのがわかった。

「せ、先生！　先生！」

「ベルンハルト先生～っ！」

　ベルンハルトの声を聞いて、二人の男子が慌てて駆けてくる。

　その十数歩後方に、三体のホブゴブリンを引き連れていた。

　ホブゴブリンたちはニヤニヤと下げ卑びた笑みを浮かべて、急ぐ様子もなくそれでも子供たちを逃すことなく追いかけている。

　完全に遊んでいるようだった。

　だが、助かった。あの様子では子供たちはまだ直接の危害は加えられていない。

　ベルンハルトはそのまま子供たちの方に走り、叫ぶ。

「ここはワシに任せて、そのまま駆け抜けろ！　すぐにハンスがいる。三人で一緒に逃げるんだ！」

「は、はいっ！」


「ひぃっ、ひぃぃぃっ！」



　男子二人はベルンハルトの横をすり抜けるようにして這ほう々ほうの体ていで逃げていく。

　三体のホブゴブリンも、屈強なコニアンの存在に気がつき、それぞれ厳いかつい棍こん棒ぼうを構えた。

　だがそれでもなお、ベルンハルトの手は震えていた。

　震えて痺しびれ、ホブゴブリンが目前に迫っても尚なお、そのブロードソードを引き抜いてはくれない。

　ホブゴブリンは三体とも、かなり年季が入ってズタボロではあったが、黒い皮鎧を身に着けていた。

　おそらくは魔王軍であった頃ころに支給されたものを未だに使っているのだ。

　鎧よろいとしての防御力があるかどうかは怪しかったが、はじめての実戦で魔王軍に瀕ひん死しの重傷を負わされたベルンハルトにとっては、その黒い鎧は恐怖の対象でしかなかった。

　だが、後ろには護るべき生徒たちがいる。

　こんな恐怖など、乗り越えなければいけない。




　抜け、抜くんだベルンハルト！　ここで戦えねば、ワシは一生後悔することになるぞ！





「おぉ……っ！」



　ベルンハルトは意を決して、腰に佩はいたブロードソードを引き抜いた。

　だが──

「ああっ!?」

　治まっていなかった手の震えで、引き抜いたブロードソードを取り落としてしまった。

　ベルンハルトのその様子に、ホブゴブリンたちがギャアギャアと喚わめくような耳障りな声で笑った。

　その上、背後から男子生徒たちの悲痛な叫び声が聞こえてくる。


「うわわわぁぁっ！　こっちにもゴブリンが！」



　ワシは……。

　ワシは──。

　ワシはッ！





「ウオオオオオオオオオオオオオオオォォォッ！」






　そのとき、先ほど響き渡った魔物の咆吼にも勝る、凄せい絶ぜつな雄お叫たけびがベルンハルトの口から放たれた。

　ウォークライ。

　戦士の雄叫びは、ただの大声ではない。

　自身とその仲間を鼓舞して恐怖を取り除き、勇気を奮い立たせ、その逆に敵の戦意を挫くじいて萎い縮しゅくさせる。

　そのあまりに勇猛な雄叫びに、三体のホブゴブリンはビクリとして身をすくめ、うち一体は踵きびすを返して逃走した。

　ベルンハルトは咄とっ嗟さにブロードソードを拾いあげ、ホブゴブリン一体に袈け裟さ懸がけに斬り下ろす。




　一体は逃げた。この一体もこの一撃で屠ほふれるだろう。だが、もう一体。

　こいつはもう硬直から解けている。この一撃を振るったあと、ワシはこいつからの攻撃を避よけられん。

　だから──一体だけでも、倒す！




「ワシの生徒に、手出しはさせんぞ!!」

　ベルンハルトの一撃が、ホブゴブリンの左肩から右脇わき腹までを一気に斬り裂いた。

　ブロードソードをその勢いのまま振り切り、来るであろう棍棒の一撃に備える。

「ギャアアッ！」

「なっ」

　だが、その一撃は来ず、もう一体のホブゴブリンは棍棒を取り落として、両手で顔面を押さえていた。

　なにが起こったかはわからない。だが、これが千載一遇の好機であることは間違いない。

「ズェアッ！」

　ベルンハルトはその一体もブロードソードで斬り倒すと、踵を返して男子生徒たちの方へと駆け出した。

「大丈夫か、おまえたちー！」




　ベルンハルトが立ち去ったあと、うつ伏せに倒れこんでいたホブゴブリンがごろりと仰あお向むけになった。

　ブロードソードで斬られたあとを押さえて、ぜえはあと荒い息をつく。

　顔は斬られていないはずだったが、その右目から大量の出血をしていた。

「いやはや、凄すさまじいウォークライだったな。さすがベルンハルト先生だ。投石も余計なお世話だったかも知れない」

　そこに杖つえをついた若い男が現れ、独りごちる。

　ホブゴブリンはその男に反応することもできず、ゴフッと吐血した。

「このまま放ほうっておいても死ぬとは思うが……下へ手たに生き返られても、子供たちには充分脅威だろうからな。許せ」

　若い男はその杖でひと突きして、もはや風前の灯火ともしびだったホブゴブリンにとどめを刺す。

「こりゃずいぶん厄やっ介かいなことになってるな……。だが、そうも言っていられない。俺おれもベルンハルト先生を見習って、もうひと踏ん張りするか」

　男はそう言うと、木々が鬱うっ蒼そうと生い茂る中へ、杖をついたままひょこひょこと入っていった。





◇　◇　◇






「パニーラ！　プルム！　どこですの!?」

　ペトラの絶叫のような声が木々の間に吸いこまれていく。

　だが、二人からの返事はいつまで待っても返ってはこなかった。

　先刻、山に響き渡った魔物の咆吼。

　あの恐ろしい声にペトラたち三人はパニックに陥り、ペトラは足を滑らせて、急な斜面を滑り落ちてしまったのだ。

　どこをどう落ちてきたのかも覚おぼ束つかない。

　幸い骨を折ったりはしていないようだが、脚や腕の各所にいくつもの擦り傷ができており、じくじくとした痛みが走った。


「……ッ！」



　その痛みにペトラは顔を歪ゆがめ、歯を食いしばる。

「この程度の痛み……なんでもありませんわ」

　ペトラは確かに高慢で傲ごう慢まんな少女だったが、同時に確固たるプライドを持っていた。

　一人だから、怪け我がをしているからと慌てふためき、泣きわめくような自分は、ペトラ・プレツィターの名にかけて、決して許さない。

「そう、わたくしはプレツィター商会会長パヴェル・プレツィターの一人娘、ペトラ・プレツィター。こんなことくらいでめげるようなタマではありませんわ！」

　口に出してペトラは自分自身を鼓舞する。

　周囲を確認し、自分のいる位置を見み極きわめようとしたが、山の中の谷間らしく、どちらを見ても上り斜面。街の方向すら判然としない。

　あいにくと地図もプルムが持っていたはずだ。

「仕方ありませんわね……。どうにかして道に出なければ……」

　そのとき、ザザザザッ、ザザザザッと草木をかき分けるような音がした。

「ふぅ、どうやら捜しに来てくれたようね……。パニーラ！　プルム！　わたくしはここですわよ！」

　音のする方向にペトラは声を投げかける。

　だが、おかしい。草木をかき分ける音は確実に近づいてくるのに、ペトラの呼びかけに返ってくる声がまるでない。

　それに、その音はどんどん数を増やしているように聞こえないか。

「パニーラ！　プルム！　返事をなさい！　パニーラ！　プルム！」

　草木をかき分ける音がさらに近づき、しかも徐々にその速度を上げている。

　一向に返事はない。

　否いな、返事の代わりに聞こえてきた音があった。

　ゴフシュッ、ゴフシュッ。

　人間ではないものの荒い呼吸音。

　そして、身に着けた武具が、カシャカシャと合わさり、擦れる金属音。


「これは……ッ！」



　ペトラはようやく、自分に近づいてくるのが、武装した複数の魔物であることを理解した。

　踵を返し、近づくその音から逃げようと走り出す。


「つぅっ……！」



　だが、その脚に激痛が走った。

　折れてはいないが、右足首を挫くじいてしまっている。

　音はさらに近づいてきていた。

　パニーラほどではないが、剣術においてもペトラはそれなりに自信があった。

　プルムほどではないが、魔法だって大地の精霊とのコンタクトを果たしている。

　相手は武装した複数体の魔物……。

「フッ……いいでしょう。ゴブリンの三匹や四匹……どうとでもなりますわ」

　ペトラは覚悟を決めて、南方からの渡来品だという美しい片刃の曲刀シミターを引き抜いた。

　もちろんそのシミターは美しいだけではない。

　斬きれ味は抜群に鋭く、その上、軽い。

　ペトラの手にもよく馴な染じんだ、最高級の一品である。

　ザザザザッ、ザザザザッ。

　音が近くなって、ペトラは、その音が上の方からも聞こえることに気がついた。

　木々の間で、ヌッと動く影が見える。

　人型の魔物。その頭部の影だろう。

　その高さは、ペトラの身長の三倍以上は軽くあるように思えた。

「は……？　え……？」

　巨大なトロールがはっきりとその姿を現す。

　それが大きすぎて、まだ距離が離れているのが不幸中の幸いというところだろうか。

　だが、ペトラはそのトロールと目があってしまった。

　ニタリと笑うトロール。

　ペトラの身体は硬直し、ガタガタと小刻みに震えだす。

「にげ、ないと……」

　震える身体を無理矢理に動かして、なんとか反転させるものの、同時にペトラの左右からも魔物が移動する影が見えた。

　それはゴブリンではなく、武装したオークだった。

　三匹や四匹ではなく、七匹や八匹。見えていないところにもいることを考えると十匹以上はいることになる。

　そして、悠ゆう然ぜんと迫ってくる巨大なトロール。

「は……はは……」

　ガタガタとした震えはさらに大きくなり、ペトラはついにその場にへたりこんでしまった。

「無理……ですわ……」

　下半身に温かな液体が広がっていく感触がしたが、その感触を最後にペトラは意識を失い、そして、倒れた。





◇　◇　◇






　その少し前。

　エリナたちは山中を谷間に沿って突き進んでいた。

　だが、斜面から木々が横倒しに生えていたり、草木に隠れて深い水たまりがあったりと、なかなかそれも一筋縄ではいかない。

　そんな急な斜面を、木から木へ飛び移るようにエリナは素早く下りていく。

　あまり運動神経のよくないフランばかりか、旅慣れているはずのカナーンでさえ、エリナを見失わないようにするのが精一杯だった。

　もちろん、背中に背負った大剣という荷物はあったが、カナーンにとってこの大剣は矜きょう恃じであり、自身の一部とも言えるもの。

　大剣を理由に泣き言を言うつもりは少しもなかった。


「はぁっ、はぁっ、ご、ごめんなさい……。私が……はぁっ……もうちょっと……」



「ううん、フラン。それでも山道を行くよりは全然早く来てると思う」

　立ち止まってしまったフランのところに戻って、エリナは元気づける。

「ふぅ……」

　カナーンもなにも言わずに息をついているが、その肩の動きを見れば呼吸が荒れているのは一目瞭りょう然ぜんだった。

「二人はちょっと休んでて。周まわりの様子を確認してみるから」

「確認ってどうするつもり？」

　エリナの言葉にカナーンは疑問を挟む。

「あそこに生えてる樹が、かなり背が高くて、登りやすそうな感じかなって」

「あんなに高い木に登るの!?」

　フランはその木のてっぺんまで目を向けて、その目を丸くした。

「ここ谷間だしね。あの木でもどこまで見渡せるか……。でも、確認しないよりはマシでしょ？」

「わかった。あなたばかりに任せきりになってしまうけど」

「わたしが言いだして、わたしがやってるんだもん。なぁんにも問題なし！　んじゃ、ちょっと行ってくるね」

　エリナはそう言い残して、さっさとその木に取りつきよじ登りはじめる。

「……器用ね、あの子」

　そんなエリナを見てカナーンは呟つぶやいた。

「エリナは木登りが得意だから。前に秘密基地作ったーとか言って案内してくれたことがあったんだけど、木の上でね、私そこまで登れなかったから、結局そこを見せてもらうまでに一ヶ月くらいかかっちゃって」

　疲れた顔ながら、そのことを思い出してフランは小さく微ほほ笑えむ。


「…………」



「あ、ごめんなさい。こういう話は興味なかった……？」

「……いいえ。ただ、本当に仲がいいんだと思っていただけ」

　そう言うカナーンの表情をフランはじっと見つめた。

「なに？」

「ううん。ただ……カナーンさんは、やっぱりペトラたちとは違うなって思って……。エリナが魔王の隠し子だなんて紙を貼はったの、本当はカナーンさんじゃないでしょ？」

「それは……」

「たぶん、エリナもそんなことはわかってるよ」

　フランは問い詰めるでもなく、ただ優しい微笑みを浮かべる。

「……私が」

　カナーンは搾しぼり出すように言った。

「私があの子と馴なれあうわけにはいかないのよ」

「それはどういう──」

　その疑問をフランが発しようとしたとき、エリナの声がそれを遮った。

「大変！　魔物の群れが、この谷間に下りてきちゃってる！　あいつらもこのルートを使うつもりみたい！」

　フランとカナーンはエリナが木を滑り降りてくるのを出迎える。

「それに、その先に女の子が一人いたの！　見た感じからするとたぶんペトラ！　あのままじゃ魔物の群れと鉢合わせしちゃうよ！」

「ええっ!?」

　驚くフランをカナーンが制した。

「魔物の群れが見えたのね？　どういった魔物だったかはわかる？　種類と、その数を教えて」

「巨人みたいにおっきな……たぶんトロールがいて、あとはオークだと思う。それが少なくとも十はいたんじゃないかな。もっといるかも」

「じゅ……」

　それを聞いて絶句するフラン。カナーンもゴクリと生つばを呑のみこんだ。

「でも、がんばればまだ間に合うかもしれない！　急がなきゃ！」

「そんな数の魔物、どうにかなるわけがないでしょ!?　それに、その巨人みたいなトロールってなによ!?」

　カナーンは叫ぶようにしてエリナの言葉を否定する。

　だが、エリナはゆっくりと首を横に振った。

「……フランとカナーンさんは向こう側に抜けて。少し遠回りにはなるけど、小さな尾根を越えればその先は楽に麓ふもとまで下りられると思うから」

「そんな話は聞いてない！　あなた、そんな相手にいったいどうするつもりよ！」

　エリナの両肩を摑つかみ、揺さぶり、カナーンは大声をあげる。

　そんなカナーンにエリナもまた声を張りあげて反論した。

「魔物たちが来る方向はもうわかった！　先にペトラと合流して、逆の方向に逃げる！　それしかないでしょ!?」

「なんでよ!?　いたのはペトラなんでしょ!?　あなたにキツい態度ばかりとっているあの子！　証拠がないから言いたくはなかったけど、この滅め茶ちゃ苦く茶ちゃな地図を用意したのはきっとあの子たちよ!?」

　叫ぶように言いながらカナーンは、どうして自分はこんなに必死になっているのかと自問自答していた。

「そんなのわかってる！　どう見たってベルンハルト先生の字じゃないもん！」

「あなたが魔王の隠し子だっていうあの紙も、本当の犯人は私じゃない！　きっとあの子たちがしたことよ!?」

　私こそ……魔王の娘がどうなろうと構わないはずじゃないのか。あんな卑ひ劣れつな手段でクラスメイトを陥おとしいれようとしている子たちだって、どうなろうと構わないはずだ。

　だけど、でも。

「それもわかってる！　あのときすっごいニヤニヤしてたの見たもん！　でも！」

　魔王の娘であるはずのエリナの言葉が、カナーンの胸の奥にあった熱い気持ちを、ふつふつと沸きたたせていく。

「ペトラだって、わたしの大事なクラスメイトなの！　あんな厭いや味みなヤツ、顔も見たくないって何度も思ったことあるけど、それでも！」

　そして、エリナのあまりにもまっすぐな瞳ひとみが、カナーンのその気持ちを貫き、爆発させた。

「明日、教室で、ペトラの席に誰だれも座ってなかったら、きっと悲しいよ！」

　自分で言ったことを想像してしまったのか、エリナはうつむき、拳こぶしを震わせて続ける。

「それでもう、二度と会えなくなっちゃったりしたら、絶対に悲しいよ……っ」

　そんなエリナにフランがそっと寄りそい、震える肩に優しくその手を置いた。

　カナーンは目を閉じ、自らの心の内に湧わきあがり、膨れあがったこの感情を咀そ嚼しゃくする。

　そして、再び目を開くなり、はっきりと言った。

「わかったわ。急ぎましょう」

　カナーンの突然の態度の変化に、エリナは目を白黒させる。

「カナーンさん!?」

「がんばってぎりぎりなんでしょ？　早く、案内して。それからエリナ、いちいち面倒だからカナーンでいいわ。フランもね」

「うん、カナーン」

　驚いていたエリナとは対照的に、フランの方はそうなると思っていたとばかりににっこりと微笑みうなずいた。

「でも、エリナ、カナーン。私も一生懸命追いかけるけど、どうしても遅れちゃうと思うから、私のことは気にしないで先に行って」

「うん、わかった。あとで追いついてね」

　エリナはあっさりとそう言って駆け出す。

　カナーンとフランもすぐにそのあとを追った。

「あなたたちには敵かなわないわね」

「え、なにが？」

「わからなければいいわ」

　きょとんとした表情を見せるフランに、カナーンは小さく笑った。




　宣言通りフランは途中でついていけなくなり、エリナとカナーンが先行する形となっていた。

「いけない！　魔物たちの気配が変わったわ。たぶんペトラは見つかった」

「うん、わかる……。なにか空気がビリッとした。それでももう少しだよ。急ごう」

「ええ」

　エリナの言うとおり、もうすぐの距離だったのだろう。その少女の声が聞こえてきた。

「パニーラ！　プルム！　返事をなさい！　パニーラ！　プルム！」

　その声にまず間違いなくペトラであることが二人にもわかる。

　だが、同時に。

「あれでは魔物たちに居場所を教えているようなものね」

「仕方ないよ。ペトラはまだ、魔物たちが近づいてることに気づいてないと思うから」

　エリナたちの進行方向に対して前方にペトラがおり、魔物たちは左やや後方から来ている形になる。

　だがすぐに一団となっていた気配が分散していくのをカナーンは敏感に感じとった。

「ペトラは完全にターゲットにされたわね。ペトラを逃がさないように魔物たちが取り囲もうとしてる。こちらにも気づかれる可能性があるわ。フランは大丈夫かしら」

「フランなら大丈夫。かくれんぼなら、わたしより得意なくらいだから！」

　エリナは真顔でうなずいて言う。

　深く信頼しているが、同時に心配を押し殺してもいることが、カナーンにも伝わってきてしまう。

　私もこんな風になれるだろうか。

　そんな考えが浮かんでしまいカナーンは慌てて首を横に振った。

「見えた！　あっ」

　エリナの声にカナーンが前方に目を向けると、ペトラらしき人影がガクガクと震えて地面にへたり倒れるところだった。

　その周囲からもガサガサと音がして、自分が魔物に囲まれようとしていることに気がついてしまったのだろうとの予測が立つ。

　まだ逃げられる方向もあるのに……。

　と一瞬考えたカナーンだったが、すぐにその考えを否定した。

　へたりこんだペトラのその向こうに、優に五メルトはあろうかという大きなトロールの頭を見つけてしまったからだ。

　その巨きょ軀くと、狂気と理知が同居したような眼光にカナーンは息を呑んだ。

「まさかあれ……ジントロル……!?」

「ペトラ！」

　そんな様子に気づかずに駆け出すエリナをカナーンはその肩を摑んで引き留めた。

「待って、エリナ！」

「なに!?　急がないとペトラが！」

「あれはただのトロールじゃない！　ジントロルよ！　魔王の手によって生み出されたトロールの改良種！　あれはトロールの何倍も強いし、知能だって高いの！」

「やることは変わらないでしょ！　ペトラを引っぱってくるからカナーンは援護をお願い！」

　エリナはカナーンの返事を待たずに、その手を振り払って、改めて駆け出す。

「エリナ！」

　その肩を摑んでいた右手をカナーンは見つめた。

「あの子……震えてた……」

　エリナが恐怖していることに、カナーンはそこではじめて気がついた。

　それなのにエリナは、まったく躊ちゅう躇ちょなくペトラの元に駆けよっていくのだ。

「なんなのよ……。なんでそこまでできるのよ……」

　恐怖を知らないのなら、まだわかる。

　恐怖を知って尚なお、それが嫌いな人間だと認識していて尚、エリナはペトラを助けに、あの恐ろしいトロールが見下ろす先に駆けていくのだ。

「勇者……？　あの子が……？」

　エリナの後ろ姿を見つつ、カナーンは呟く。

　その脳裏には、幼い頃ころの記憶が蘇よみがえっていた。





※　※　※






　カナーンの生まれ故郷はノクトベルの四分の一もない小さな町だった。

　その小ささ故ゆえに、辛かろうじて自給自足が成り立っている、そんな町だ。

　魔王軍との戦いの折にも、その戦火を免まぬがれた幸運な町でもあった。

　だが、そんな場所だったからこそ、魔王軍の残党に目をつけられてしまった。

　魔王討伐から五年の歳さい月げつが経たっていて、もう脅威となるような規模の残党もいなくなっていると思われていた頃のことだ。

　そして、その小さな町を襲った魔王軍の残党を率いていたのもジントロルと呼ばれるトロールの改良種だったのだ。

　ジントロルは騎士団で言えば、大隊長以上の権限を持つことが多い。

　その町を襲ったジントロルもどうやって集めたのか、三十を超える魔物を率いていた。

　間に合わせの自警団しか持たぬ町は、火を放たれ、道を塞ふさがれて、あっという間に壊滅的状況に陥ってしまった。

　そのとき一つ下の妹と遊んでいたカナーンも、混乱の中で妹とはぐれてしまっていた。

「あの子のことは私たちが探してくるから、カナーンはここに隠れていなさい。危ないから、いい子でじっとしているんだよ」

　両親にそう言い聞かされ、一人泣き震えながらカナーンは納屋の隅に隠れ続けた。

　カナーンは当時まだ五歳。しっかりと隠れていられただけ、大したものだと言えるだろう。

　屈くっ強きょうな魔物の手によって納屋の扉が打ち破られたときも、カナーンは物陰に隠れたまま、声を出さぬよう口をしっかりと押さえていた。

　だが、魔物の中には耳よりも鼻が利きくものが多くいる。

　その匂においを敏感に嗅かぎ当てた魔物は、カナーンが隠れていた麻袋の束を乱暴に押しのけた。

　迫せまる魔物の恐怖に耐えきれず、ついにカナーンが泣き叫んだとき、颯さっ爽そうと現れたのがルナルラーサだった。

　ルナルラーサは泣きじゃくるカナーンを助け起こし、その小さな身体を護りながら、次から次へと襲いくる魔物を打ち倒していった。

　飛び散る血しぶき。

　大剣が巻き起こす凄すさまじいまでの旋せん風ぷう。

　ルナルラーサと共に来た傭よう兵へい団の者たちも善戦していたが、幼いカナーンの目にもルナルラーサの強さは飛び抜けているように見えた。

　目に映る光景にただ圧倒されて、カナーンはもうその涙をも止めていた。

　だが、その強さは当然、魔物たちにも理解できる。

　それらの指揮官であり、最強であるジントロルがルナルラーサの前に立ちはだかったのだ。

　ジントロルはそれまでルナルラーサが屠ほふった魔物たちと比較にならない強さを誇っていた。

　力強く、硬く、疾はやく、正確で、その上、狡こう猾かつで、斬きった端からすぐにその傷口が塞がってしまうほどの再生能力を持つ正しょう真しん正しょう銘めいの化け物。

　ルナルラーサはそんな魔物を相手に、カナーンを護りながら戦い抜いた。

　狡猾なジントロルは時折カナーンの方にも攻撃の手を伸ばそうとし、それを護ろうとするルナルラーサに回避不能の攻撃を加えた。

　それがルナルラーサの隙すきを作るための見せかけの攻撃だとわかっていても、彼女はその都度護りに入り、カナーンを害することは決して許さなかった。


「わ……たしの…………いいから……」



「なに!?　ごめん、もうちょっと大きい声で言って！」

　そんな死闘の最中だというのに、幼いカナーンの声にルナルラーサはしっかりと応こたえる。

「わたしのことはいいから！　勝って！　おねえちゃんっ！」

「あら、ありがとう！　だけどね、せっかく助け出したあなたのことを護れなかったら、勝ったことにはならないのよ！　だから、あなたは黙って護られてなさい！」

　威勢よくそう言って笑うルナルラーサの額からは鮮血が垂れこぼれていた。

　自分を気にしさえしなければ、このお姉ちゃんなら勝てるはずだ。

　幼いながらにカナーンはそう思う。

　だが、ルナルラーサは一歩も退ひきはしなかった。

　ひどい攻撃を受けて地面に叩たたきつけられても、すぐに立ちあがり、それに倍する攻撃をジントロルに与えた。

　どうしてこんなことができるのだろう。

　どうして自分にはなにもできないのだろう。




　どうして私は、妹の手を放してしまったのだろう……。




　私が、こんな風に、妹を護らなくちゃいけなかったのに。




　やがて、ジントロルに向かって火矢が放たれ、炎の魔法が降り注ぎはじめた。

　ジントロルの配下の魔物たちを退治した傭兵団が、加勢に駆けつけたのだ。

「よぉっし、粘ねばり勝ち！　見ていなさい！　アタシがかっこよく勝つところを！」

　そうして傭兵団の援護を受けたルナルラーサは、ジントロルに強烈なダメージを与えて地面に倒れ伏せさせ、再生する暇も与えずに、その首を斬り落として勝利した。




「ありがとう、勇者のおねえちゃん……」

「アタシが勇者？　違う違う、アタシは剣士で傭兵よ。いい？　勇者っていうのは、誰かを助けるためなら、怖かろうが勝ち目がなかろうが、飛び込んでいっちゃうバカのことを言うの」

　ケタケタと笑ってルナルラーサはカナーンの言葉を否定した。

「確かにジントロルは強かったけど、アタシは勝てるって踏んでたし、アタシがジントロルを引き付けておけば引き付けておくほど、傭兵の仲間たちが仕事しやすいってのがわかってたからね。あなたのことは助けたし護ったけど、それはできるってわかってたからそうしたのよ」

　幼いカナーンには、この時はその理屈はわからず、きょとんとしてしまう。

「ま、そういうバカをサポートして一緒に戦ってやるのもアタシみたいな剣士の役目なんだけどね。わかんないか、わかんないわよね。アハハハハ」

　そう言って笑うルナルラーサを見て、カナーンはこの人のようになりたいと強く思った。





※　※　※






「ペトラ！」

　ペトラの元にたどり着いたエリナは、彼女のその身体からだを抱き起こした。

「ペトラ、ペトラ！　……気を失っちゃってるか」

　ぺちぺちとその頰ほおを叩いてみるが反応はない。

　見あげれば、岩肌の巨人が凄そう絶ぜつな笑みを浮かべている。

「怖いよね……やっぱり」

　エリナは身震いをひとつしてから、ペトラの身体を抱きかかえた。

「だけど、絶対に助けるから！」

　幸いジントロルとかいう大きなトロールは、その巨体ゆえ、木々が邪魔になっているらしく、歩みは決して速くはない。

　これならば！　とペトラを抱きかかえたまま、走り出すエリナ。

　だがそこに、突如として武装したオークが飛び出してきた。

　所々にどす黒いものがこびりついた醜悪な戦せん斧ぷが大きく振りかぶられる。

　エリナの両手は塞がっている。これでは愛用のダガーを引き抜くことすらできない。

　かと言って、ペトラを放すことなど尚できない。

　エリナは叫んだ。

「カナーン！」

「わかってる！」

　ギイイイィィンッ！

　金属と金属がぶつかり合う凄まじい音がして、オークが振りかざしていた戦斧が木々の間に跳ね落ちる。

　驚くオークの前には、大剣を構えたカナーンがいて、さっとエリナをその背中に隠す位置に移動した。

「行って。このオークを仕留めてから私も追いかける」

「ありがとう！」

「お礼なんかいらない。あなたがみんなを護まもるというなら、あなたのことは私が護るわ」

　その腰から分ぶ厚あつい肉切り包丁のような剣を引き抜いたオークと慎重に対たい峙じしながら、カナーンは笑った。

「あなたは黙って護られてなさい！　なんて──ねっ！」

　一いっ閃せん。

　大剣が振りかぶられると同時に、カナーンはオークとの距離を一瞬にして詰め、機先を制した一撃でその分厚い胸元を斬り裂く。

「浅い！　だけど──」

　振り抜かれた大剣が止まることなく円を描き、再びそのオークに襲いかかった。

　大剣による二度の斬ざん撃げきを受けて、オークはその剣を振ることなくどうと倒れる。

　死亡の確認は必要ない。

　カナーンは即座に踵きびすを返し、エリナが向かった方向に走り出す。

　だが──。

　ゴンッ！　ゴンッ！

「な、なんの音!?」

　驚いて振り返ったカナーンが見たものは、ジントロルが戦斧で木を伐きっているところだった。

　オークが使えば戦斧だが、ジントロルが使えば小さな手て斧おのだ。

　メキャメキャメキャメキャメキャメキャッ！

　そんな手斧でたったの二回、伐れ込みを入れただけの樹木が、力任せになぎ倒される。

　ジントロルは悠ゆう然ぜんとなぎ倒した樹木に手をかけ、軽々とそれを持ちあげた。

「なんて力……」

　あのときルナルラーサはこんな化け物と戦い続けていたのか。

　驚きょう愕がくするカナーンを尻しり目めに、ジントロルは大きく振りかぶる。そして──

　ブフォンッ！

　と巨大な棍こん棒ぼうでも振り回したような音がして、一瞬カナーンの視界が暗くなった。

「エリナ！　危ないッ！」

　こともあろうにジントロルは、なぎ倒した樹木をエリナの方に向かって放ほうり投げたのだ。

「きゃああっ!?」

　樹木は落下し、他の木々を巻き込んでズズゥンッ！　という凄まじい音と共に大地を大きく揺らす。

「エリナ！　エリナ！」

　悲鳴が聞こえた方向にカナーンが走っていくと、ペトラを抱えたエリナの姿が見えてホッとする。

「だ、大丈夫。だけど……」

　横倒しになった樹木によって、エリナたちが逃げようとしていた方向は塞がれてしまった。

　ただ横倒しになっているだけの木だ。その直径はエリナの身長より頭二つ分高い程度。危急の場合でなければ、これを乗り越えていくこともできるだろう。

　だが、配下のオークも左右から複数やってくる音がしていた。

　気絶しているペトラを抱えたままこれを乗り越えていく時間はさすがにないように見える。

　その上、オークたちも横倒しになった樹木の両端から挟はさみこむように移動してきているのがわかった。

　こんな木々の間ではカナーンもその大剣と機動性をフルに活かすことができない。

　先ほどのオークも、あれで仕留められたかどうかは怪しいところだ。

　そして、笑いながら迫りくるジントロル。

　カナーンはそれでもエリナを護るようにして立ち、その大剣を構えた。

「エリナ。あなたならペトラを負ぶったままでも、その木を乗り越えていけるわね？」

「え、行けないことはないと思うけど……すぐには……」

「その時間は私が稼ぐって言ってるのよ」

「……それはダメ」

「なぜ？　さっきは従ってくれたのに」

「カナーンはここで死のうとしてる。そんなのわたし、絶対に嫌」

　エリナは一瞬でカナーンの言葉の裏を読み取ったのだ。

　本当に敵かなわないな、この子には……。

　カナーンは下唇を嚙かんで考える。

　だからこそ、この子を死なせたくない。私が護らなくちゃいけない。

　だけどきっと、この子も私のことを護りたいって、そう思ってくれてる。

　どうすればいいの？　どうすればこのピンチを切り抜けられるの？

　右から左から、複数のオークの気配が迫ってくる。

　そして正面からは巨大なジントロル。

　かつて見たジントロルと戦うルナルラーサの強さは、今のカナーンであってもまるで手が届かないほどだ。

　なぜ私はこんなにも弱いのだろう。

「大丈夫だよ、カナちゃん」

　突然、エリナにそう呼びかけられてカナーンは慌てた。

　ペトラのことは横倒しになった木の元に置き、ダガーを引き抜いている。

「か、カナちゃん？」

「かわいいかなと思って。嫌だった？」

「こんなときに、あなたは……」

　そんなカナーンにエリナは笑ってみせる。

「よく見て。足場が悪いのはあっちも同じこと。オークはいっぱい迫ってきてるけど、あいつらも武器や鎧よろいが引っかかったりして、すんなり近づくことができてないみたい。そんなに数の利は活いかせないんじゃないかな」

「あ……」

「ジントロルとかいうあのでっかいのはもっとだよね。さっきみたいに木を投げつけてこられるのは怖いけど、周まわりの木にも引っかかるから、あれで直接押しつぶされたりする可能性は低いと思うんだ」

　エリナのその言葉に、カナーンは凝り固まっていた自分の心が、解きほぐされていくのを感じた。

「つまり、今は迫ってくるオークを誘導したりしてなんとか孤こ立りつさせて、二人で一体ずつ倒していく……。そういうことでいいわね？」

「うんっ。それにわたしたちにはフランだっている。それがなにかはわからないけど、絶対にわたしたちを助けるなにかをしてくれると思う」

「……そうね。フランのことは私も信じてるわ」

「あれ？　わたしはダメ？」

「さあね。それより、オークが来るわ。最初に見えたヤツから行くわよ」

「おっけー。わたしが最初に出て引っ搔かきまわすから、そのあとでカナちゃんがドカンって決める感じでいい？」

「妥当なところね。のっけからやられたりしないでよ？」

「そこはがんばる」

　気を失っているペトラと共にこの場を生き延びる。

　そんな共通の目的があるからだろうか。

　カナーンはエリナとのこの会話が、妙にしっくり来ている自分に驚きを感じていた。

「来た。行くね！」

　右手前方から現れたオークに向かってエリナが軽快に駆けだす。

　カナーンもそのあとに続いて大剣を構えた。

　オークは追っていた少女が突然正面から突撃してきたことに一瞬驚きを見せたが、すぐに手斧を振りあげてそれを迎え撃とうとする。

　だが、エリナは正面からダガーで斬りかかるのを装って手斧による迎撃をぎりぎりまで引き付け、それを軽く右にステップを踏んで躱かわした。

　オークも手て練だれなのだろう。すぐに振りかぶった手斧を返して、振りあげるようにエリナを攻撃したが、エリナはそれをさらに後ろに飛んで躱かわす。

　そして──。

「せぇあっ！」

　エリナが後方に飛んだ瞬間、入れ替わるようにカナーンの大剣が、手斧を持つオークの右腕ごと、その胸元を斬きり裂いた。

「やった！」

「油断しないで！　まだ来るわ！」

「わかってる！　次、左の！」

　木々を避よけつつ巧みにオークに近づき、翻ほん弄ろうするエリナにカナーンは舌を巻いた。

　ただ避けるだけではなく、木の位置を利用して、オークが動きにくくなるようにしている。

　本当にこの山はエリナのテリトリーということなのだろう。

　これならば、本当に行けるかもしれない。

「カナちゃん！」

「任せて！」

　順調に二体目のオークをその大剣で斬り捨てると、背後から二人が待ちに待っていた声が聞こえた。

「エリナ！　カナーン！」

「「フラン！」」

　横倒しになった樹木の上にフランが立っていて、ロープを垂らしていた。

　しかも、ご丁寧にペトラが倒れているすぐそばだ。

　さほどの高さではない。ロープの補助があれば、ペトラを負ぶっていても、この樹木を乗り越えることは可能だろう。

「やっぱりフランだ！　絶対来てくれるって思ってた！」

「問題は押し寄せるオークね。私が時間を稼ぐわ。エリナはペトラを連れて早く登って」

「それじゃあカナちゃんが！」

「死ぬつもりはないわ。さっきよりも何倍も生き残れる確率が上がってる。だからエリナ、登りながらでいい。あなたも私を援護する方法を考えて」

「──わかった！」

　本当にしっくりくる。

　その不思議な気持ちに、ふと仲のよかった妹のことをカナーンは思い出した。

　あの子のことなんか思い出しちゃったら、ますますエリナを護らなくちゃいけなくなっちゃうじゃない。

　そんな思いに、自然と口元に笑みが浮かびあがる。




　だが、カナーンは自分が口にした言葉を忘れていた。

　脅威の中でさらなる脅威が迫っていることを、ほんのわずかだけ失念してしまっていたのだ。




　ジントロルはただ大きなトロールではない。人間よりもはるかに狡こう猾かつで、残虐だった。

　これまで襲ってこなかったのも、移動に手間取っていたわけではなく、ただ、少女たちが逃げ惑い、足あ搔がく様を余興として楽しんでいただけだったのだ。




　ゴンッ！　ゴンッ！

　メキャメキャメキャメキャメキャメキャッ！

「またッ!?」

　また、木が力任せに引き倒される音がして、カナーンはその口元を引き攣つらせた。

　ブフォンッ！

　と大きな音がして、飛ぶはずのない大木が空を飛んでいく。


　ズズゥン……ッ！



「わわっ!?」

　ペトラを負ぶった状態で横倒しになった木を登っていたエリナが、そのバランスを崩しそうになった。

「エリナ！」

　咄とっ嗟さにフランが手を伸ばし、エリナはその手をとってなんとか持ちこたえる。

「あ、ありがとう、フラン。でも……」

　新たに投げつけられた樹木が再び乗り越えなければいけない障壁となって立ち塞ふさがっていた。

　しかも──




　ゴンッ！　ゴンッ！

　メキャメキャメキャメキャメキャメキャッ！

　ブフォンッ！


　ズズゥン……ッ！






　ゴンッ！　ゴンッ！

　メキャメキャメキャメキャメキャメキャッ！

　ブフォンッ！


　ズズゥン……ッ！






　さらに二本の大木が投げられて、エリナたちは完全に囲い込まれてしまった。

「エリナ！　フラン！　あなたたちは逃げて！　少なくともオークたちにあなたたちは追えない！」

「カナちゃんを置いていけるわけないでしょ!?」

　カナーンの悲痛な叫びをエリナもまた悲痛に叫んで否定する。

「お願い、聞きわけてよ！　このままじゃ、みんな死んじゃう！」

「だからって、カナちゃん一人が死んでいいわけない！」

「全員が死んじゃうよりはマシよ！　フラン、お願い！　エリナを連れていって！」

　カナーンの願い虚むなしく、フランもまた首を横に振る。

「……バカよ、あなたたちは」

　だが、状況はカナーンが残れば他が逃げられるというものではなかった。




　ブォンッ！




「あっ！」

「な、なに!?」

「ええっ!?」

　ジントロルがなにかを投げたのはわかった。

　樹木ほど大きくはない。

　だが人間の大人と同じくらいか、それより多少大きいそれは、武装したオークそのものだった。

　ジントロルは、配下のオークを摑つかみあげて、エリナたちが逃げるべき方向へと投げたのだ。

　二体、三体、四体。

　その足元にいたオークが投げられ、地面や木に打ちつけられつつも、転がり起きあがる。

　なにが起こったのかを理解したカナーンが、絶望的な表情でジントロルを見あげると、それはいかにも楽しそうに目を細めて笑っていた。




　どうして──




　どうして私はこんなにも無力なんだろう……。




「カナちゃん、とにかく早く上がって！」

「え……？」

「それでもまだ向こう側の方が逃げられる可能性高いから！　諦あきらめないで！」




　そして、どうしてこの子の言葉は、こんなにも私の胸に響くのだろう。
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「学院長先生！　生徒は全員戻っておりますか!?」

　山から出てきたベルンハルトは、ロミリアを見かけるなり、大きな声でそう叫さけんだ。

　ロミリアは深刻な顔で首を横に振る。

「まだ、十数名の生徒が戻ってきていないわ。他の先生たちも山に入って捜しているのだけど、報告はまだ来ていなくて……」

「なんですと……？　チェックポイントのある範囲内はすべて見回ったつもりだったんですが……。こうしちゃおれません。ワシはまた山に入って生徒たちを捜さがしてきます！」

「待ってください、ベルンハルト先生。気持ちはわかりますが、少しは身体からだを休めてください。今すぐに山に戻ることは許可できません」

「学院長先生、しかし……」

　ベルンハルトは反論しかけたが、事件発生直後のロミリアの様子を思い出した。

　ロミリアもできることなら自みずから山に入って、生徒たちを助けたいのだ。

　おそらくは、教員の誰だれよりもそれを強く思っているはず。

「そこにじっとしていてください。神聖魔法でベルンハルト先生の心身の疲れを癒いやします」

「……お願いいたします」

　ロミリアは目を閉じ、両手を組んで、慈愛と癒しの神リデルアムウァに祈りを捧ささげた。

　ベルンハルトの身体が徐じょ々じょに芯しんから熱を帯びてきて、疲労し摩ま耗もうしていた筋肉が優しくほぐされていくのが感じられた。

「おお、さすが学院長先生です……。これなら」

「それでもすぐに行くのはダメです。最低でも十分は休息してください。温かい飲み物が用意してありますから、そちらに座って」

　ロミリアは微ほほ笑えんでそう言ったが、無理をして笑っているのは明らか。

　そんな微笑みを見せられてしまったら、ベルンハルトも大人しくその指示に従うしかない。

　一礼して、用意されていた椅い子すに腰をかけると、確かにまだふわふわとして、身体が落ちつかない感じがした。

　お椀わんによそわれた温あたたかなスープは、強いハーブの苦みがあったが、それが妙に身体に染み渡り、しつこく残っていた疲労に直接の作用を及ぼしている気がする。

「あ、あの、ベルンハルト先生……」

「お疲れのところー……」

　そんなベルンハルトの元に二人の女生徒が恐る恐るといった様子でやってきた。

「おお、パニーラ君とプルム君か……。二人は戻っていたのだな。よかった……」

　山の中で、この二人とは出会わなかった。他の先生やあのルナルラーサとかいう女剣士の指示で山を下りたのだろう。

「そういえば、いつも一緒にいるペトラ君はどうした？　確か三人は同じ班だっただろう？」

「それなんです！　私たち、実はお嬢様とはぐれてしまって！」

「すごい声が聞こえて、慌ててるうちに、お嬢様の姿が消えちゃっててー」

「あの恐ろしげな咆ほう吼こうか。君たちが慌てるのも無理はない。わかった。どの辺りではぐれたか、だいたいの位置でいいから教えてくれ。まずはそこを中心に捜してみよう」

「えっと……」

　なぜかパニーラは言いにくそうにもじもじとする。

「どうした？　どの辺りかわからないのか？　だいたいでいいんだ。地図を見て行動していたのだろう？」


「は、はい、えーとー…………この、ヘン……だったとー……」



　プルムが持っていた地図でその場所を指し示す。だがそこは、記載された三つのチェックポイントとはかけ離れた地点だった。

「ふむ？　なんでこんな場所に？　迷ったのか？」

「ええと、実は……」

　パニーラは渋々ながら事情を説明した。

　滅め茶ちゃ苦く茶ちゃなチェックポイントを記した偽にせの地図をエリナ班の地図とすり替えたこと。

　エリナが困惑する様が見たいと、エリナ班のあとを追いかけたこと。

　エリナ班を途中で見失い、困っていたところで、あの咆吼を耳にしてパニックになってしまったこと……。

「バカもんが！」

「も、申し訳ありません！」

「ごめんなさい～っ！」

　滅多に怒ることのないベルンハルトの叱しっ責せきにパニーラとプルムは平謝りに謝った。

「私たちはいくらでも叱責を受けますし、罰も覚悟しています。ですが、ですがどうかお嬢様を、お嬢様をお助けくださいませ！」

「お願いします、せんせー！」

「当たり前だ！　どんな悪さをしたところで、生徒は生徒。任せておけ、ワシが必ずペトラ君を連れ戻してくる」

「「ありがとうございます！」」

　ベルンハルトは立ちあがり、軽く身の回りの確認をする。

「ここは危険だ。君たちは早く学院に避難しなさい」

「は、はい」

「わかりましたー」

　肩を縮こまらせながら去っていくパニーラとプルムを見送って、ベルンハルトは再びロミリアの元に足を運んだ。

「学院長先生、おかげさまで充分休ませてもらいました。そろそろ行かせていただきます」

「わかりました、ベルンハルト先生。ただ、まだ嫌な気配が消えていません。生徒たちの安全が第一ではありますが、先生も充分に気をつけてください」

「ありがとうございます。では」

　ベルンハルトは急ぎ山中へと入っていった。

　パニーラとプルムが指さした場所は、ベルンハルトが設置したチェックポイントの範囲から大きく外れている。

　それはつまり、正しいチェックポイントが書きこまれた地図を持っていったルナルラーサも、そちらには行っていない可能性が高いということを示していた。





◇　◇　◇






　リクドウは器用に杖つえを操って山中を駆けめぐっていた。

　心配するエリナに対して日ひ頃ごろから「日常生活を営いとなむ分にはなんの問題もない」と嘯うそぶいているリクドウだったが、その言葉に噓うそがないことを証明するかのような軽快な動きだ。

　そんな調子ではじめのうちは魔物の気配を探って、それをつぶさに退治しに行っていたのだが、どうも様子がおかしいとリクドウは気がつき足を止めた。

　まずは魔物の数とその武装。それがあまりにも整えられすぎているのだ。

　魔王討伐からすでに十二年の歳月が経たっている。その間、このブレナリア王国の騎士団はもちろん、傭よう兵へい団や冒険者らも力を合わせて、残党狩りをしてきている。

　こんな大規模な魔物の群れが残存していることも不思議だが、この兵力を突然このノクトベルに差し向けたということの意味がわからない。

　ノクトベルは確かに大きな街道からは外れた田舎いなかではあるが、それでも襲うには大きな街でもある。

　自警団もそれなりの数が揃そろっているし、なにより『ブレナリアの聖女』のお膝ひざ元もとだ。

　大きな動きをしなくてはいけない理由があったとしても、最初に手をつける場所としてはリスクが高すぎる。

　ここまでの兵力を隠しながら生き延びてきた魔物たちだ。それを考えられないほど知能が低いとも思えない。

　そしてなにより気になるのが、一部の魔物にはじめからダメージが見られること。

　先ほど倒したトロールなど、大きな火傷やけどの痕あとがあった。

「……そういや、数日前にロックハウンドが出てたな。あれか」

　これだけの軍勢だ。山の頂上付近に陣取っていたなら、どんなに上う手まく隠れたとしても、数日と経たずに発見されるはず。

「ということは、ロックハウンドはこいつらの先発隊に追いたてられたってところか。この軍勢自体も何者かに元の拠点を追いたてられたとかか……？　そして、このままではすぐに見つかると踏んで……？　いや」

　だとしても、この襲撃はあまりにも短絡的に過ぎる。だとすると……。

「まさか……。いや、いずれにせよ、俺おれのやらなければいけないことに変わりはない。無事でいてくれよ、エリナ」





◇　◇　◇






「カナちゃん、そっち行った！」

「了解！　こっちで引き受けるわ！」

「精霊さん、お願い！　私たちを護まもって！」

　エリナたちはオークたちに囲まれながらも、なんとか立ち回りながら戦い続けていた。

　フランの防御魔法が成功してくれたことと、ジントロルが未いまだに参戦してこないことが幸いして、予想していたよりも善戦できている状態だ。

　だが、そんな状況にカナーンは違和感を覚えはじめた。

　エリナも気がついたのか、巧みな動きとダガーでオークを牽けん制せいしながら、声をあげる。

「カナちゃん！　あのおっきいヤツがこいつらのボスなんだよね!?」

「そのはずよ！」

「わたしはこいつらが街を襲うつもりなんだって思ってた！　だけど！」

　エリナのダガーでオークが怯ひるんだ瞬間、そのオークの脳天にカナーンの大剣が振りおろされた。

　同時にエリナは、カナーンが相手をしていたオークの方に振り返り、その鼻っ面にダガーを閃ひらめかせる。

「だけど、こいつらなに!?　いつまでわたしたちと遊んでんの!?　あんな木なんか投げて、絶対に逃げられないようにして、これじゃあまるで──」

　そしてもう一度、エリナが元の位置に戻ると同時に、カナーンの大剣がそのオークの胸板を胸部鎧ごと斬きり裂いた。

「わたしたちが目的みたいじゃない！」


「はぁっ、はぁっ、はぁっ……そう、なのかもね」



　エリナの運動量も並外れていたが、大剣を振るうカナーンも疲労の極みにあった。

　大きく空気を吸いこみ呼吸を整えようとするが、すでにそれも限界にきている。

　だがそんなことよりも、今エリナが言ったことの方がカナーンにとっては深刻な問題だった。

　エリナの言うとおり、街を襲撃するつもりなら、こんなところで遊んでいる場合ではない。

　その間に街の防備は固められ、自警団や近隣に駐ちゅう屯とんする騎士団、果ては小遣い稼ぎにちょうどいいとばかりに傭兵たちだってやってくる。

　ノクトベルの被害を考えるならばその方が都合がいいが、それはノクトベル側の都合であって、この魔物たちの都合ではない。

　他の都合がある。すなわち──ジントロルの目的が『魔王の娘』である可能性。

　カナーンはそれに思い当たってしまった。

　今さら魔王軍残党の旗印にでもするつもりなのか、魔王の力を受け継いでいたりするのだろうか。もしくは、魔王の血族自体が、なにかの条件や触媒になる可能性も考えられる。

　たとえエリナがカナーンすらもが認める筋金入りの『いい子』だったとしても、魔物たちにとってはそんなことは何一つ関係ないのだ。

「せぇあっ！」

　湧わきあがる雑念を振り払うように、カナーンは大剣を振りおろす。


「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」



　木々が密集した中で大剣を振り続けるのは、如い何かにそれに慣れたカナーンであっても至難の業だった。

　どうしても剣を振る範囲が限られてしまう。

　特にこの剣術は剣の重さや遠心力を利用して動き続けることで、大剣特有の初動の遅さと使用する筋力を軽減することを旨むねとするものだ。

　剣の動きを止めてしまえば止めてしまうほど、その利は失われていく。

　そして、カナーンはまだ十二歳。こんな木々が密集した中で、それを行えるほどの実力には至っていなかった。

　息があがり、大剣を持つ手が震える。

　足腰も一度座り込みでもしたら、しばらくは立ちあがれそうにない。

「ふぅ、ふぅぅ、カナちゃん……大丈夫？」

　エリナの方もずいぶんと辛つらそうだった。

　エリナのダガーはカナーンの大剣よりもはるかに軽いが、エリナはカナーンの倍以上の動きでオークたちを翻ほん弄ろうしている。

　そのダガーではこれだけ武装したオークには致命傷を与えることができないと言うのも、相当なストレスだろう。

　エリナの疲労は自分以上のはず……。

　なんとか呼吸を落ちつかせてカナーンは言う。

「もちろん大丈夫よ……！」

　それはもちろん強がりだった。弱音など吐けるはずがなかった。




　二人のそんな状態は、もちろんフランにも把は握あくできていた。

　気を失ったままのペトラを護りつつ、防御の魔法に集中しているフランだが、このままではエリナもカナーンも大きな怪け我がを負ってしまうことは目に見えている。

　そんなことになれば、辛かろうじて持ちこたえている戦線は決壊し、フランもペトラも無事では済まないだろう。

　それ以上に、フランにとっては、エリナが大きな怪我を負ってしまうことが一番嫌だった。

　カナーンともようやく打ち解けあって、友達になれるところなのだ。

　二人共が無事にここを切り抜けるためには、なにか他の手段を講じなければ。それは、二人に比べれば、まだ余力のある自分の役目。

　フランはその思いを強く抱きながら、せめて二人が大きな怪我をしないようにと、防御魔法にさらに精神を集中させた。

　これも重要なサポートであることはわかっている。

　だが、この状況を打破する手段にはなり得ない。




　私にもっと力があれば、二人を護れるのに──。




　そのとき、フランのその強い思いに応こたえる声が聞こえた。

　それは今、防御の力をフランに与えている精霊の声だった。

　言葉にはならない精霊の声に応えて、今度はフランの方から喚よびかける。




　お願いします、精霊さん……。エリナとカナーンを護るために、私に力を貸してください。




　届くようで届かない。聞こえるようで聞こえない。

　ただ、精霊もまた、フランに力を貸したいのだと、エリナとカナーンを護りたいのだと、思ってくれていることがフランには感じ取れていた。

　それなのに届かない。

　それなのに聞こえない。

　どこかに掛け違えたボタンがあるような、そんなもどかしさがフランを焦あせらせた。

　落ちつかなくちゃ……。焦ったら集中できなくなる。

　そう思った瞬間フランは、自然と胸の前で両手を組んでいた。

　そして、日頃そうしているように、神に祈りを捧ささげる。

「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ──」




　しまった。今は精霊さんに喚びかけているんだった。




　その失敗に気づいたフランだったが、精霊の声はむしろそれを続けるように要求している気がした。

　その閃きのような感覚に従って、フランは再び両手を組み直す。

「え、えっと……慈愛と癒しの神リデルアムウァよ。私に力をお貸しください。エリナとカナーンに癒しの力をお示しください……」




　光。




　フランは心の中に光が生まれ、満たされていくのを感じた。

　眩まばゆくも優しく、穏やかな湖面のようにたゆたう光。

　何重にも覆い被かぶさっていたヴェールが取り払われ、フランはついにその存在の意志に触れた。
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　フランは祈る。

　精霊への願いは、神への祈りへと昇華し、奇き蹟せきを顕けん現げんさせた。

「え」

「あっ」

　エリナとカナーンの身体からだがうすぼんやりとした光に包まれ、それに気がついた二人は自らの身体に起こった変化に目を丸くする。

　ぼろ雑ぞう巾きんのようだった身体に瑞みず々みずしい生気が流れこみ、ふつふつと力が蘇よみがえっていくのが感じられたのだ。

「そっか、私……精霊さんじゃなくて、聖霊さんとコンタクトしちゃってたんだ……」

　フランは今までの間違いに気づき、今一度祈りを捧げる。

「慈愛と癒しの神リデルアムウァよ、その眷けん属ぞく、泉の聖霊ナイアスよ。力を貸してくれたことに感謝します。それから今まで間違えちゃっててごめんなさい。間違えてたのにちゃんと力も貸してくれてて、本当にありがとうございます。感謝いたします」

　その感謝に聖霊が呼応したのをフランは感じた。

　神聖魔法という神の導きを得て、フランは気合いを入れなおす。

「エリナ、カナーン！　私、魔法の使い方がわかったみたい！　二人のこと、もっと援護できると思う！」

　フランのその言葉を受けて、エリナは顔を明るくさせた。

「さっすがフラン！　うん！　本当に今、疲れてたのが吹っ飛んじゃった！　ありがとう！　カナちゃんも行ける!?」

「ええ！　私も負けていられないわね。二人とも、絶対に生き残るわよ！」

「「うんっ！」」




　だが、エリナたちにとっては好転と言えたその事態を不満に感じたのだろうか。

　今まで静観していたジントロルが突とつ如じょとして動きだした。

　木々を搔かき分け轟ごう音おんを立てながら、ジントロルは凄すさまじい勢いで迫ってくる。

「わわわわっ!?」

　その震動で地面も揺れ、エリナも慌てた声を出した。

「エリナ！　気を抜かないで！」

　慣れているのか、オークの剣はジントロルのもたらす地震をものともせずに、エリナに振りおろされる。

「わわっ、わかって──るっ！」

　カナーンの忠告で間一髪。無骨なブロードソードの一撃をエリナはなんとか前転して躱かわした。

「せぇあっ！」

　そして、そのオークもカナーンの大剣によって斬って捨てられる。

　そこにフランの声があがった。

「二人とも！　向こう側なら抜けられるかも！」

　エリナとカナーンの奮戦により、オークは少しずつであるがその数を着実に減らしていた。

　それによって作られた包囲網の隙すきをフランが的確に見抜いたのだ。

「絶好調ね、フラン！　先導して！　ペトラはエリナが連れていって！　しんがりは私が務めるから！」

「わかった、カナちゃん！」

「うん！　エリナ、ペトラをよろしくね！」

　フランは移動しつつ、状況の把握に努める。

　現状動けるオークはもう五体にまで減っている。つまりは半減。

　体力が回復した今のエリナとカナーンなら、残りのオークも戦闘不能に追い込めるかもしれない。

　だがそれも、ジントロルがいなければ、だ。

「ああもうペトラ！　そろそろ起きてよ！　自分の脚で走って！」

　エリナはペトラを抱え起こしながら、その肩を揺すった。

「ん……あら……？」

　その行為が功を奏したのか、ペトラが目を覚まし、頭を振る。

「ペトラ起きた!?　やった！　逃げるよ、ペトラ！」

「逃げる？」

　ペトラは状況が飲みこめず、ぼんやりとした顔で、ドシンドシンと音を立てて迫ってくるものの方に目を向けた。





「オオオオオォォォォォ！」






　ジントロルはオークたちを急せかすように咆ほう吼こうをあげた。

「ヒッ……」

「ペトラ!?」

　その恐ろしい声をもろに浴びて再び気を失ってしまうペトラ。

　そして、エリナの胸へとその頭をもたせかける。

「なにやってるの!?　早く行って！」

「ごめん！　ペトラが一瞬起きたんだけど、また気絶しちゃって！」

「邪魔ならもう置いていきなさい！」

「絶対、嫌！」

　エリナのその応えに、カナーンは不思議と笑みがこぼれた。

「知ってるわ！　だけど急いで！」

「エリナ！　こっち！」

　ペトラの身体を抱え直して、フランが呼ぶ方向にエリナは駆け出す。

　だが、すぐ近くまで来ていたジントロルは、その勢いのまま飛びあがった。

「なっ──」

　オークと対たい峙じするカナーンの上を、ジントロルの巨体が飛び越えていく。

　そして、周囲の木々をなぎ倒しながら、エリナとペトラがいたであろう位置へと着地した。

「「エリナ!?」」

　ジントロルを挟んで、フランとカナーンが同時に叫ぶ。

　すぐにエリナの姿を発見したフランは、そちらに駆けよった。

　エリナはジントロルが着地する時の衝撃で弾はじき飛ばされ、十歩ほど離れた木の幹に強したたかに打ちつけられて倒れていた。

「エリナっ！　泉の聖霊ナイアスよ。エリナに癒しの力を！」

「ごほっ、けほっ……あたた……」

　フランの力は本物だった。

　かなり強く打ちつけてしまったエリナだったが、みるみるうちに痛みが引いていくのを実感する。

「エリナ、大丈夫!?」

「おかげさまで、わたしは大丈夫……。そ、それより、ペトラは……」

「ひっ!?」

　エリナに言われてジントロルの方に目を向けたフランは短い悲鳴をあげた。

　ちょうどジントロルが足元にいたペトラを見つけて拾いあげるところだったのだ。

「そこのおっきいの！　ペトラになにする気!?」

　啖たん呵かを切るエリナに目を向けて、ジントロルは意地の悪い笑みを浮かべた。

　その邪悪さに、エリナもフランも背中に怖おぞ気けが走る。

　ジントロルは左手でペトラを摘つまみあげ、右手の人差し指でカリカリと引っ搔くようにして、その衣服を引き裂いた。

「ちょっ!?　え、えっちなことするの!?」

　露あらわになっていく級友の白い肌を目にして、エリナが素すっ頓とん狂きょうな叫びを放った。

「そ、そう言えば、オークって人間やエルフの女の子にえっちなことするって聞いたことあるかも……」

「そんなことどこで聞くの!?」

　思わずツッコミを入れてしまうエリナ。

　ジントロルの足元では、フランのその言葉を肯定するかのように、オークが興奮したように喝かっ采さいを送っていた。

「それだけじゃないわ！」

　ジントロルの向こう側で、オークと斬きり結んでいたカナーンが叫ぶ。

「ジントロルは、人を食べるのよ！　服は邪魔だから食べるときには剝はぐの！」

「どっちにしろ冗談じゃない！」

　エリナは声をあげて立ちあがった。

「こらーっ、トロール！　ペトラを放せ！　放しなさい！」

　そんなエリナの声を笑ってスルーし、引き裂かれたペトラの服の切れ端を摘まんで小まめに剝いでいくジントロル。

　お嬢様らしく栄養のよく行き渡った瑞々しい身体をジントロルは目を細めて眺め、舌なめずりして見せた。

　エリナはジントロルを睨にらみつけ、改めてダガーを構える。

「エリナ！　そのダガーじゃあれには」

「わかってる」

　これまでのオークとの戦いでも、エリナのダガーは致命傷を与えることはできていない。

　牽けん制せいのために目の前でひらつかせたり、不用意に攻撃してきた手を斬りつけたりする程度で、基本的にカナーンの大剣がすべてのオークを倒してきた。

　そのオークよりもジントロルははるかに大きく、その皮膚もまるで岩石のように見えた。

　牽制にもならないどころか、どんなに上う手まく突き刺しても、蚊かに刺された程度にも感じてくれないだろう。

「魔法、使ってみる」





※　※　※






　それはリクドウによる魔法の授業でのこと。

「ジュゼッペ先生の教え方は、つまり、自分と相性のいい精霊との交信をまず第一の段階として、自分の適性の高い魔法を修得していくっていうやり方だ。はっきり言って、とても合理的だし、最終的にはこの方がいい魔法使いになれることだろう」

　リクドウはジュゼッペ先生の授業をそう説明した。

　確かにジュゼッペ先生の授業、特に実技においては、「どんな精霊とコンタクトするか」ということをジュゼッペ先生が指定したことはない。

　イメージが大事だと教えているのに、どんな精霊と交信してるのかもわからずに、どうイメージしろというのか。

　そう言った不満を持つ生徒も少なからずいた。

「だから、魔法をちゃんと極めたいヤツや、すでに精霊との交信がなんとなくでもできてるヤツは、俺おれのやり方はやめておいた方がいい。たぶん邪魔になる」

　ジュゼッペ先生への遠慮なのか、謙虚なのか、それとも本心からなのか。

　生徒たちはリクドウの言葉の真意をはかりかねていたが、エリナだけは「りっくんの教えてくれるやり方でやってみよう」と心に決めていた。

　もちろん、すでになんらかの存在の気配を感じとり、「黒い玉」を出現させているエリナは、リクドウの言う「すでに精霊との交信がなんとなくでもできてるヤツ」に含まれる。

「俺のやり方で重要なのは『必要性』だ。なにがどう必要なのか。なにをどうしなければいけないのか。求める結果に最適な、つまり『必要な精霊』に喚よびかけ、どうしてほしいのか、つまり、『必要な結果のイメージ』を強く訴えかける」

　そう言いながらリクドウは、手にした蠟ろう燭そくの芯しんに小さな炎を灯ともしてみせた。

「最終的にはジュゼッペ先生のやり方も『必要性』には行き着くはずなんだが、俺のやり方は土台固めをすっ飛ばしてるようなもんだからな。あんまり派手なイメージを押しつけても、精霊は力を貸してくれやしないわけだ」

　フッと蠟燭の炎を吹き消して、リクドウは教壇の机に両手をつく。

「だが、小さな魔法を起こすだけなら、見たとおり俺のような戦士崩れでもどうにかなる。さっきも『必要に駆られて覚えた』ってことは言ったと思うんだが、まあ、どうしても必要なとき『どうにかしたい！』って強い気持ちがあれば、わりとどうにかなるもんだって話だな」

　ちょっと得意げな表情で言うリクドウに、ペトラが挙手してから言った。

「漠ばく然ぜんとした説明が多すぎて、なにをおっしゃりたいのかさっぱりわかりませんわ。もっと具体的な説明をお願いいたします」





※　※　※






　授業ではペトラに苦言を呈されていた雑すぎるリクドウの説明だったが、今のエリナにとってはこれ以上のものはなかった。

　どうにかしたいという強い気持ち。

　必要性。

　今こそエリナはその力を心の底から求めた。

　あとは、具体的なイメージ。

「フラン！　強いって言っても、あいつはトロールなんだよね!?　トロールの弱点とかってわかる!?」

　エリナの必死な気持ちにフランは即座に答えた。

「……確か……火」

「火？」

「うん。トロールは皮膚がすごく硬くて、その上、ものすごい再生能力を持ってるんだけど、火で焼いちゃえばその傷口の再生は遅れるみたいなの。明確な弱点ってわけじゃないけど、少なくとも一番厄やっ介かいな再生能力を封じることはできると思う」

「そっか……火……」

「エリナ？」

　フランが呼びかけたときには、エリナはもう精神を集中させはじめていた。







　火……。ジュゼッペ先生が見せてくれた、あの炎の魔法。

　喚び出す精霊はサラマンドラ……。

　だけど、それだけじゃダメだ。

　大きな炎と……あの皮膚を切り裂けるだけの強きょう靱じんな刃やいば……。







　フランはエリナのその鬼気迫る精神集中に息を呑のんだ。

　完全にイメージの世界に没入しており、その魔力が構えたダガーに注ぎこまれていくのが感じられる。

「エリナ、すごい……」

　元々エリナが秘めている魔力は大きい。

　それはペトラですら認めるところだったし、もちろんフランだってよく知っていた。

　だが、今そのダガーに注ぎこまれている魔力の量は、そんなものでは済まなかった。

　普段のエリナの十倍か、二十倍か。

　いや、ジュゼッペ先生が事故を起こしたあの炎の魔法と比べても、その十倍以上の魔力が流れこんでいるように見えた。

　しかも、あのときのように炎が大きくなるわけではない。

　ダガーに収束した魔力はその刃を赤熱させ、さらにその刀身を徐々に成長させていく。







　松明たいまつの炎、暖だん炉ろの炎。

　もっと大きくて、強い炎が必要だ。

　薪まきで大きな櫓やぐらを組もう。

　火の力を集中させるように、中心に向けて、鋭く、高く。

　そして、刃。

　練りあげた炎を刃に注ぎこむ。

　鋭くて、強靱で、あいつの身体からだを斬り裂くための刃。

　あいつは大きい。

　だから、刃も、大きく、長く、硬く、鋭く、熱く、熱く、熱く。







「でき……た……っ」

　エリナのダガーは今や赤熱するロングソードへと変へん貌ぼうを遂とげた。

「炎の剣ファイアブレイド！　これなら……！」

　強力な炎の魔力が練りこまれたその剣は、その温度差で周囲の景け色しきが歪ゆがんで見えるほどの熱を秘めていた。


「んっ……！」



　エリナの表情が苦痛に歪む。

「エリナ!?」


「だ、大丈夫……ふぅぅっ……。たぶんロミリアが言ってた、魔力の流れがおかしいってヤツだと思う……。うん、これくらいならなんともない」



「でも──」

「急がなきゃ。ペトラが食べられちゃう！」

　フランはエリナのその姿に不安を覚えたが、同時に親友の親友たる表情を認めて、その不安を振り払った。

「──防御は任せてエリナ！　ペトラを助けて！」

　そして、自分のするべきことを悟って、エリナを送り出す。

「よろしく、フラン！」

「慈愛と癒いやしの神リデルアムウァよ！　泉の聖霊ナイアスよ！　エリナに御おん身みの加護と祝福を与えたまえ！　ホーリー・プロテクション！」

　聖なる加護の力を受けて、エリナはその速度をさらに上げた。

「ペトラを食べさせたりなんかしない！　えっちなことも絶対にさせない！」




　ジントロルは大きく開けた口に、今まさに全裸となった少女を放ほうりこもうとしていた。

　金色頭の接近に気づいて、ジントロルはほくそ笑む。

　どう足あ搔がいても、金色頭がそれに間に合うはずがなかったからだ。

　この幼い人間のメスを口に入れ、頰ほお張ばり、愚かにも向かってくるヤツをあしらいながら口の中のものを咀そ嚼しゃくする。

　そのとき向かってくる金色頭はどんな顔をするだろうか。

　残ざん虐ぎゃくを楽しむ性癖を持つジントロルは、そんな想像をしながら、右手に持つ少女を喰くらうべく、その口を大きく開いた。




　一方、カナーンはさらに一体のオークを斬り倒していた。

　エリナの無茶な特攻に気づき、声をあげようとしたが、エリナのその姿を見て言葉を失った。

　赤熱した長剣を携えたエリナの周囲には、大きな魔ま法ほう陣じんが浮かびあがっていたのだ。

　一つだけではない。

　両手と両脚にも、まるで手て枷かせ、足枷をはめるかのように魔法陣が浮かびあがり、さらにはその顔や、むき出しになっている素肌の部分にも、幾何学模様の紋様が刻まれている。

「なに……？　あれは……？」

『エリナ・ランドバルドは魔王の隠し子！　その証拠に身体のどこかに魔王を示す紋様が刻まれている。エリナはそれを隠している』

　そんなタチの悪い悪戯いたずらのことがカナーンの脳裏をよぎったが、身体のどこかに紋様が刻まれているどころの話ではなかった。

　なにより、あの魔法陣や紋様が、単なるハッタリではないことを示すかのように、エリナは常人では考えられない速度でジントロルに迫っていた。

　カナーンはその唇を小さく震わす。

「あれは……誰だれなの……？」

　カナーンがエリナに見ていたのは、彼女を取り巻く魔法陣や紋様だけではなかった。







　このままじゃ間に合わない……。

　風……風の精霊シルフィード……。

　わたしを運んで。ペトラが食べられないように、疾風よりも速く。

　わたしを跳ばせて。ペトラを摑つかむあいつの手を攻撃できるように。

　そして、大地の精霊グノーム。

　わたしに大地の力強さを。ペトラを摑むあいつの手を一撃で断ち切れるように。




　エリナが強く思いを描く度に、強大な魔力が流れこみ、エリナにその力をもたらしていった。

　だが同時に、ギチギチと網のようなもので全身を締めつけられるような痛みも感じていた。

　痛い。

　苦しい。

　だけど、今はそんなことを言っている場合じゃない。

　ペトラを助けないと！




　その強い願いが通じたのだろうか。

　エリナは温かなものに包まれるような感覚と共に、全身を苛さいなんでいた苦痛が和らいでいくのを感じた。

　知識でしか知らぬ母親の胸に抱かれるような温かさ。

　誰かが自分を愛してくれている。

　自分に力を貸してくれている。

　エリナはそう直感していた。





◇　◇　◇






「なに……!?　この魔力の高まりは……」

　ロミリアはその顔を蒼そう白はくにさせて、山の方に目を向けた。

　これほどの魔力は久しく感じたことはなかった。

　十二年前の魔王軍の中にだって、これほどの魔力を感じる相手はごく稀まれだった。

　街を襲おうとしている魔物の軍勢の中に、魔神でもいたというのだろうか。

　それとも──

「まさか……エリナ……？」

　口をついて出た言葉に、小さく震える。

　私が行かなければならない。

　ロミリアがその一歩を踏み出そうとしたときだった。

「学院長先生！　怪け我がをしている生徒が！」

　駆けよってきた教員の言葉にハッとする。

「──どちらですか!?　案内してください！」

　今はここを動けない。私はノクトベル聖学院の責任者なのだ。

　ロミリアは奥歯を強く嚙かみしめた。







　同じ頃ころ、ルナルラーサは、三体集まっていたゴブリンのその首を、一刀のもとにまとめて刎はね飛ばしたところだった。

「ふぅ……。あと何匹いるっていうのよ……。忌いま々いましい」

　そのとき、ルナルラーサの背筋に冷たいものがゾクリと走った。

「～～っ。なに……この感じ……。いえ、これは……強力な、魔力……？」

　ハッとして、その感覚がもたらされる方向を振り向く。

　山のはるか下方で、木々が大きく揺れている箇所があるのをすぐに発見した。

　直線距離で一キルトはあるだろうか。

　間には木々の生い茂る谷底のような急斜面も見えている。さすがのルナルラーサも一瞬でたどり着くというわけにはいかない。

　だが──





　グオエアアアアアアアアアアアァァァッ！






　トロールのものと思われる憤ふん怒ぬの雄お叫たけびがその方向から放たれた。

「ということは、この魔力の持ち主はトロールの敵。──すなわち」

　ルナルラーサは大剣を背負い直し、駆け出す。

「あの子……！　カナーンになにかあったら絶対に許さないわよ！」





◇　◇　◇






　カナーンと対たい峙じしていたオークは、エリナの姿に目を見開くと、悲鳴をあげて背を向け逃げ出した。

　カナーンはそれを追うことはせず、ただエリナのその姿に息を呑む。

　エリナの背後には、美しい女性の姿が浮かびあがっていた。

　幻影だろうか。

　それとも精霊性の存在だろうか。

　カナーンにその判別はできなかったが、それは所々透けて見え、空気中に溶けこんでいるようでもあった。

　黒い髪をなびかせて、黒いドレスを身に纏まとった優しげな女性。

　だが、それがただ優しいだけの存在ではないことは、カナーンの目にも明らかだった。

　空気がビリビリと震え、剣撃を受けて倒れていたオークたちですら、それに脅威を感じて這はいずるようにして逃げていく。

「魔王の……娘……」

　カナーンは呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいた。







　ジントロルは人間の小娘をその口へと放りこもうとしていたが、ビクリとしてその動きを止めた。

　今まで感じたことのないほどの強烈なプレッシャーだ。

　否いな、この世に産み落とされ、はじめてその支配を受けたときにも感じたのではなかったか。

　絶対に逆らえぬほど強大な、圧倒的な魔力を持つ、我が主あるじ。

　莫ば迦かな。そんなはずはない。

　ジントロルは迫ってくる金色頭を振り向いた。

　その刹せつ那な、真まっ赤かな直線が視界を横切った。


「グオエアァァァッ！」



　遅れてきた激痛にジントロルは叫び声をあげる。

　先ほどまで小娘を摑んでいた右手が、手首ごとなくなっていた。

　なにが起こった!?

　どうやらさっきの真っ赤な直線によって、斬きられたらしい……？

　金色頭がそんな力を？　まさか。

　そんな疑問よりも金色頭はどこだ？

　ジントロルは即座に斬り落とされた手首を拾いあげ、その斬り口を合わせて繫つないだ。

　──繫がるはずだった。

　超高熱の刃で斬り落とされたその断面は、焼け焦げて炭化してしまっていたのだ。

　これでは自慢の再生能力も発揮し得ない。


「グオエアアアアアアアアアアアァァァッ！」



　激痛と憤怒で暴れだしたジントロルに、一番驚いたのは配下のオークたちだった。

　そのオークたちもすでに二体を残すのみだったが、そのうち一体はジントロルの強烈なビンタを食らって吹き飛び、大木に叩たたきつけられて息絶えてしまった。

　未いまだその場にいたオークも、そのとばっちりを食わぬよう、這ほう々ほうの体ていで逃げだした。







　炎と熱そのものを鍛えあげたような剣でジントロルの右手首を斬り落としたエリナは、着地するなり、その右手と共に落下したペトラの元に駆けつけた。

　もはや全身を苛んでいた苦痛はすっかりなくなっており、むしろ、全身が羽のように軽く、いくらでも素早い動きができるような感じがしていた。

　力も充実している。

　ペトラを握っていたジントロルの指を押し開くのも、難しいことではなかった。

　これが、魔法。精霊さんたちが力を貸してくれるって、こういうことなんだ……！


「グオエアァァァッ！」



　手首を斬り落とされたジントロルが、その激痛に叫び声をあげた。

　だが、エリナは落ちついて、炎の剣と化していたダガーへの魔力の供給を収めると、あられもない恰かっ好こうとなってしまったペトラを両腕に抱きかかえ、ジントロルの背後に回るようにして、その視界から逃れた。

　ジントロルが自らの手首を拾いあげるのを確認しつつ、即座にその場を離脱する。

　エリナには、ジントロルの動きが、まるでナメクジが這うような速度に見えていた。


「グオエアアアアアアアアアアアァァァッ！」



　怒り狂うジントロルの雄叫びにビクリとしつつも、ジントロルが冷静さを失っている今がチャンスとカナーンに声をかける。

「カナちゃん、今のうち！　逃げるよ！」







　カナーンはそのエリナの呼びかけに、目をパチクリとさせた。

「カナちゃん!?」

「わ、わかった！」

　凄すさまじい魔力。

　凄まじい速度。膂りょ力りょく。そして、判断力。

　ジントロルの手首を斬った剣も、その瞬間、カナーンの大剣よりもはるかに大きくなっていたように見えた。

　その上、そんなエリナを守護しているような、美しくはあるが不可思議な存在……。

　カナーンの目には、今のエリナは、かつてジントロルから自分を救ったときのルナルラーサの強さにも匹敵しているように見えていた。

　いや、信じたくはないが、もしかしたらその何倍も……。

　それなのに、エリナは逃げるのだという。

　いじめっ子のペトラを両手に抱えて。

　大小様々な魔法陣をその周囲に纏わせて。

　その肌に、一目で尋常ではないとわかる紋様を浮かびあがらせて。

　魔王の娘だと言われても否定しようのない姿で。

　もしかしたら、魔王が作り出した魔物──魔導兵器のような存在の可能性だって考えられた。

　確かなのは今のエリナならば、このジントロルを屠ほふることも容易たやすいだろうということ。

　それなのにエリナは、ジントロルと戦うという選択肢などハナからないように、「カナちゃん」なんて自分を呼んで、軽やかに木々の間を駆け抜けていく。

　その疑問を口にすれば、エリナはきっとこう答えるだろう。




「わたしは戦いたいわけじゃなくて、ペトラを助けたかっただけ」




　こんな怪しい魔法陣と紋様に彩られてはいても、黒いドレスを纏ったよくわからない存在を引き連れていても、たとえジントロルよりはるかに強い存在となっていても、それでもこの子はエリナなのだ。

　そんなことがなぜだか妙に嬉うれしく思える。

　もしかしたら、エリナは本当に魔王の娘なのかもしれない。

　それでもエリナは確実に勇者の娘であり、そしてやはり、エリナはエリナなのだ。

　カナーンはいろいろなことが腑ふに落ちた。

　確かにペトラのような子には、エリナの存在は眩まばゆすぎるだろう。それは厄やっ介かいで鬱うっ陶とうしく感じられるかもしれない。

　フランが心底エリナを信用し、信頼し、強い好意を抱いているのも、今ならば理解できる。

　そして、私は──。

　エリナの後ろに浮かびあがっていた黒い女性の姿がゆっくりと消えていくのを確認しながら、カナーンは小さくうなずいた。




　その先にいたフランの先導を受けて、横倒しになった木々を潜くぐり抜け、エリナたちはなんとかジントロルから距離を取ることに成功した。

　まだジントロルの雄叫びは聞こえていたが、それがこちらに近づいてくる様子はない。

「はぁ、なんとか逃げ切れた感じ……？」

「うん……よかったぁ……。はふぅ……」

　エリナとフランが大きく息を吐き出して、疲れ切った表情に笑みを浮かべる。

　そこに、カナーンがいきなり頭ごなしに言った。

「エリナ、その力を使うのはやめなさい」

「その力？」

　きょとんとするエリナと、わかっているのかわかっていないのか苦笑しているフラン。

「顔は自分じゃ見えないでしょうけど、手とか足とかの魔法陣。それと、肌にいっぱい紋様が浮かびあがってるじゃない。いったいどんな魔法を使えばそうなるのよ」

「わわっ、なにこれ!?」

　今さら気がついたようにエリナは慌てだす。

　フランは落ちついて「危ないから」と気絶したままのペトラを引き受けた。

「フランはフランで、なんでそんなに冷静なのよ……もぉ」

　カナーンは呆あきれたように唇を尖とがらせる。

「え、全然冷静じゃないよ？　ただ、いろんな事がありすぎて、頭の中いっぱいいっぱいになっちゃってて……」

　確かにいろいろとあり得ないことがありすぎた。

　あんな数の魔物が襲ってくるのも考えられないことだったし、化け物中の化け物であるジントロルとまた対峙することになったのもあり得ないし、なによりあの窮きゅう地ちから、今こうして逃げ出せていることが信じられない。

　フランにしてみたらその最中で神聖魔法に目覚めたのも驚きょう天てん動どう地ちのことだっただろう。

「そういうことに比べたら、エリナのその姿なんて、ちょっと派手だなって思うくらいかな。なにしろ、エリナはエリナ。他のなにかに変わっちゃったわけじゃないって、すぐにわかったから」

　全裸のペトラに自分の外がい套とうをかけながら、フランは優しく微ほほ笑えむ。

　エリナの幼なじみであるフランの言葉に、カナーンは自分の思いが裏打ちされたように感じた。

　エリナはエリナ。

　深刻さや緊張感など似合う子じゃない。

「あ、消えた。顔とかも消えてる？」

　自分の手足をキョロキョロと確認しながらエリナが言う。

　考えたそばから、深刻さも緊張感も欠片かけらもない反応を見せられて、カナーンは思わず噴き出しそうになったがなんとか堪こらえた。

「うん、大丈夫。魔法の効果時間が切れたのかな」
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　フランの言葉に続けて、カナーンは口元を隠しながら、なるべく冷静な口調で言った。

「エリナ、もうその力を使うのはやめておきなさいね。誰だれかに見られでもしたら、本当に魔王の隠し子だとか言われ続けることになるわよ」

「にぇへへ、ありがと、カナちゃん」

　エリナの照れ笑いにカナーンの方もどうしても照れてきてしまったが、それを無理矢理わざとらしい咳せき払いで振り払った。

「ちゃんと聞いて、エリナ。大事なことなの」

「カナちゃん……？」

　エリナはエリナ。その言葉は、いい側面も悪い側面もある。

　どんな言葉を投げかけても、エリナはきっとエリナであり続けるのだろう。

　それならば、自覚だけはしておいてもらった方がいい。

　カナーンは覚悟を決めた。

「……あなたが魔王の娘だという噂うわさ、あながちデタラメというわけでもないのよ」

「ふぇ？」

「『名もなき勇者』たちが魔王討とう伐ばつを果たしたあと、魔王の城の最さい奥おうの間で発見された赤ん坊がエリナ、あなたなの」

「なんで……そんな……。え……？」

　エリナは目をパチクリとさせ、助けを求めるようにフランを見た。

　だが、フランにとっても寝耳に水。私にはわからないと首を左右に振るしかない。

「私の保護者、ルナルラーサはね、『名もなき勇者』と共に魔王を打ち倒した仲間の一人なの。だから、そのことをよく知ってる」

　さすがにショックだったのだろう。エリナはただ黙って視線を地面に落とした。

「だけどね？　魔王に子供がいたなんて話はなかったし、結局、その最奥の間がなんのためにあったのかはわからなかったみたいなの。だから、本当は魔王の娘でもなんでもないのかもしれないけれど、でも、そんなことが知られたら世間はそうは思わないでしょう？　だから、あなたには──」

　勝手に口をついて出てくる言い訳じみた言葉に、カナーンはどうして自分の方がこんなに慌てているのだと、内心自分自身を叱しっ責せきしていた。

　言ってしまった言葉は、もう戻ることはない。

　エリナは自分の出自を知ってしまった。

　私がエリナの心を傷つけてしまった……。

　ああ、そうか。私は……ショックを受けているエリナを見て、私自身がショックを受けてしまったんだ。

「でも」

　それまで黙っていたエリナが口を開き、カナーンはふり仰いでその顔を見る。

「それで誰かが助けられるなら、わたしはまた使っちゃうんじゃないかな。魔王の力……みたいなヤツ？」

　そこには照れくさそうな笑みがあった。

　ホッとすると同時に、その柔らかな笑みに、カナーンは胸が温かくなるのを感じた。

「あ、あなたねぇ」

「だって」

　カナーンのその言葉は即座に遮さえぎられる。

「すごく強い力だってわたし自身わかったけど、たぶんそれだけなら、いいも悪いもないんだよね？　『名もなき勇者』さまだって、魔王を倒せるだけの強い力を持ってたんだろうし」

「……そこは心配していないわよ。あなたはきっとどんな力を持っても、悪用したり、私利私欲に使おうなんて思わない。でも、他の人たちがどう思うかはわからない。いいえ、悪いようにしか思ってもらえないと考えた方が──」

「にぇへへ、うん。だからだよ、カナちゃん」

「だから……？」

「たとえ他の誰かにどんな風に言われたとしても、わたしのことをちゃんと信じてくれる人がいるってわかってるから……全然平気かなって」

「う……」

　エリナはカナーンをジッと見、そして、フランにも目を向けて微笑む。

　カナーンはすでに熱くなっていた顔が、さらに高い熱を帯びていくことに気がついた。

　もしかして私、さっきからずっと、顔が赤くなっていたのかも……？

「ふふふふふっ。うん。私なら、エリナが本当に魔王の隠し子だったとしても、エリナのこと変わらず大好きでいるよ。信じてる」

「ありがと、フラン。それに……カナちゃんも……」

「わ、私は別に──」

　その瞬間、エリナの頭がゆらりと揺らめいた。

　カナーンが咄とっ嗟さに手を出して支えると、エリナはそのままカナーンの胸へと倒れこむ。

「ちょっ、あのっ、エリナ!?」

　エリナの頭を支えると、その体温とエリナの匂においが直接感じられるような気がした。

　紅潮していた自分に気づかされたばかりだからだろうか。カナーンは、たったそれだけのことで鼓動が跳ねまわってしまうのを、なんとか抑えこもうと試みた。

　こんなにドキドキしてることを、エリナに気づかれてしまう──。

「エリナどうしたの!?」

「え、えっと、これは──ちょ、ちょっとエリナ！」

　フランの心配する声にカナーンは慌てて言い訳しようとしたが、自分が言い訳をする必要はないのだとすぐに気を取り直し、胸にもたれてくるエリナを引き剝はがそうとした。


「…………すー……すー……」



「「……え？」」

　エリナはカナーンの胸にもたれて、安らかな寝息を立てている。

　カナーンとフランは、そんなエリナを見て目をしばたたかせ、ホッとして笑った。

「よかった……。寝ちゃっただけみたい」

「……力を出し尽くしたってことなのかしらね」

　まるで全力で遊んだあと、パタリと倒れて眠ってしまう子供のようだとカナーンは思った。

　そういえば私たちはまだ十二歳の子供だった。そう思い直してまた小さく笑う。

　ルナルラーサといる間は、彼女の足手まといにならないように、彼女のような剣士になれるように、そんなことばかりを考えてきた。

　自分がまだ子供であることを忘れていた。

　もしかしたら、ルナルラーサが自分をノクトベル聖学院に入れたのは、それを思い出させるためだったのかもしれない。

「で、カナーン、どうしよう？」

　フランにそう尋ねられて、カナーンは笑っている場合ではないことに気がついた。

　距離を取ったとは言え、ジントロルはまだ健在で、街まではまだ少しかかりそうだ。

　そして、気を失ったままのペトラと、カナーンの胸にもたれて眠るエリナ。

「フランは……ペトラを背負って歩ける？」

「がんばってみるけど……ちょっと自信はないかな」

「休み休みでいいわ。少しずつでも移動していきましょう。ジントロルが生きている以上、ひとところに留とどまっているのは危険だと思うから」

「そうだね。もしかしたら、先生たちが捜しにきてくれるかもしれないし……。あ、じゃあ、もっとちゃんと服を着せてあげないとペトラが恥ずかしいよね。えっと、カナちゃんも予備の服かなにかあったりする？」

　フランはショールを取りだして、ペトラの身体からだに巻きつける。確かにこれだけでは少々心こころ許もとない。

「カナちゃんって……」

　大剣の鞘さやを包んでいる布を解きつつ、口を尖らせるカナーン。

「エリナがそう呼んでたの、なんかすごくかわいくていいなって思って。私もそう呼んじゃダメかな？」

「……好きにして」

「ふふふ、カナちゃん」

　微笑んでそう言うフランに、カナーンも苦笑して言った。

「あなたたちって、本当に緊張感ないわよね」





◇　◇　◇






　ジントロルは、斬きられ焼け焦げた腕の断面を自らの戦せん斧ぷで削そぎ落とし、同じように焼け焦げた部分を削ぎ落とした手首を拾いあげて繫つなぎあわせた。

　夥おびただしく出血した断面同士がシュワシュワと音を立てて結合していく。

　あの金色頭の幼いメスを捕まえればいいだけのはずだった。

　手こずりそうなのは、この街の象徴である唾だ棄きすべき神聖魔法の使い手だけのはずだった。

　それがどうだ？

　金色頭を捕まえられなかったばかりか、配下のトロールもオークもゴブリンどもも、そのほとんどが死んだか、どこかに遁とん走そうしてしまった。

　許さない。

　ジントロルは怒りを燃えあがらせた。

　殺そう。

　街の人間どもを気が済むまで殺し、喰くらい、蹂じゅう躙りんしよう。

　あの金色頭が使った魔法は恐ろしいものだったが、あいつは逃げた。

　本当に力のある魔法だったのなら、俺おれが今こうして生きていることはあるまい。

　つまり、あれはハッタリであったということだ。

　屈辱だ。俺は恥を搔かかされたのだ。

　殺して、殺して、殺しまくろう。

　金色頭に自分のしでかしたことを後悔させてやらねばならぬ。

　その顔を、恐怖と絶望に染めてやらねばならぬ。

　ジントロルは怒りに身を浸しながら、ノクトベルの街を目指して歩き出した。

　だがそこに、一人の人間が姿を現した。

　杖つえをついてひょこひょこと歩くオスだった。

　騒動に巻き込まれて道に迷いでもしたのだろう。

　幼いメスの柔らかな肉とは比べるべくもないが、この怒りをぶつけるには少々歯ごたえがあった方が具合がいい。

　ジントロルは逃げ出しもしない人間のオスに襲いかかった。

　ジントロルにとっては手て斧おの程度の大きさでしかない戦斧を軽く振りおろす。

　脚の悪い人間ごときに躱かわされるはずがなかった。

　だが──。

「おいおい、いきなりかよ。物ぶっ騒そうだな」


「グオエアァァァッ！」



　戦斧は人間に当たらずに、まったく関係のない方向に飛んでいってしまった。

　右の手首と共にだ。

　繫ぎ直したばかりの手首が再び斬り落とされ、ジントロルはその激痛に咆ほう哮こうをあげた。

　意味がわからない。

　人間が持っているのはただの杖だ。

　ただ杖を振って、ジントロルの手首を斬り落としたのだ。

　ジントロルは愚かではなかった。

　あんな杖の一振りで、ジントロルの腕を斬り落とせる人間が普通の人間であるはずがない。

　そんな人間がいるとすればそれは──




　我が主あるじを殺したあの冒険者たち。もしくは、そのレベルにいる者。




　瞬時にそれを判断したジントロルは、踵きびすを返して力の限り飛び退すさった。

「ちょっ、逃げるのかよ！」

　これまで生き延びてきたのは伊だ達てではない。

　ジントロルは滾たぎらせた怒りと恨みを捨てて、遁とん走そうすることを決意した。

　復ふく讐しゅうは再び兵力を集め直してからでいい。

　人間がいくら血ち眼まなこになろうとも、魔物は影に潜ひそみ、その数を増やしていく。

　それをまたつぶさに集め、整えていけばいい。

　そしてまた、兵力が集まったときこそは必ず──

「アルグルース・セレネー！」

　今度は銀色の髪をなびかせる人間のメスがジントロルの行く先に現れ、剣を振るった。

　銀色に輝く軌跡が弧を描いて眼前に飛び込んでくる。

　ジントロルは脳天をかち割られた。

　意味がわからない。

　そのメスを振り払おうとしたが右の手首はすでになく、左腕も次の瞬間、斬り落とされていた。

　脳天をかち割られても尚なお、ジントロルはその再生能力によって意識を保ち続けた。

　今度は右腕が肩から斬り落とされる。

　ぐるぐると大剣が振り回され、そのあまりの速度に、いくつもの銀色の月が現れては消えていくように見えた。

　止まらない連撃に、強きょう靱じんなはずの自分の身体があまりにもあっさりと斬り裂かれていく様をジントロルは他人事のように感じていた。

　そう言えば……。

　我が主を討うち取った冒険者の中に、『銀色の月アルグルース・セレネー』の異名を持つ女がいたことがふと思い出された。

　魔王様だけではない。

　その騎竜である黒竜ブラックドラゴンも、主がその側近として、魔界から召喚した魔神デーモンロードも、その者たちはそれらすべてを屠ほふって、我が主の元にたどり着いたのだという。

　敵かなうはずがない。

　逃げなければいけない。

　こんなヤツらがいるはずじゃなかった。

　俺は唆そそのかされた。

　俺はまだ──




　それが、ジントロルの最後の思考だった。





◇　◇　◇






「ふぅ……。やっと死んだわね。ホントしぶといったら」

　ジントロルの心臓から大剣を引き抜いて、銀色の髪の女性はその死体から飛びおりた。

「お疲れさま。久しぶりだな、ルナルラーサ。助かったよ」

　ひょこひょこと杖をついて現れたリクドウを、ルナルラーサは睨ねめつけ、フンっと鼻をならしてそっぽを向く。

「こんなヤツ逃がすなんて、アンタ腕落ちたんじゃないの？」

「魔王の魔法を喰らった脚が未いまだに治らなくてな。勘弁してくれよ」

　リクドウの言い訳にルナルラーサはジトっとした目を向けた。

「……ま、こっちも助かったわ。ずいぶんな数がいたからね。そっちの方にいったヤツら、アンタが始末してくれたんでしょ？」

「大方は。ただ──」

　石化していくジントロルにリクドウは目を向けた。

「こいつらが追っていた子たちの話ね？」

「ああ」

「さっきものすごい魔力の波動を感じたけど、あれがあのときの子供ってことでいいのね？」

「……そうだ」

　ルナルラーサは大剣を地面に刺して腕を組み、ニヤリとした笑みを見せる。

「やっぱり魔王の娘だったわけだ？」

　その得意げな表情に、リクドウもまた笑顔を返した。

「エリナはいい子だよ。あんな大きな魔力を使って、やったことはただ友達を一人助け出して逃げただけ。ジントロルの右手は斬り飛ばしたみたいだけどな」

「……ホントそれ？　ちょっと信じられないわね」

　ルナルラーサはリクドウにうろんな目を向ける。

「死んでたオークは全部大剣による、どこかで見たような太た刀ち筋すじのものばっかりだったぞ？」

　だが、その言葉を聞いて、得意げな笑顔を見せた。

「フッフーン。うちのカナーン、なかなかやるでしょ？」

「やっぱりおまえの関係者だったのか。妹……にしちゃずいぶん歳としが離れてるな……。まさか、娘なのか？　おまえいつの間に──」

「んなわけないでしょーが！　カナーンはエリナと同い年よ！　あん時アンタがもうちょっと察しがよかったら、そういうこともあったかもしれないけどねっ！」

　いきなり憤慨してきたルナルラーサにリクドウは目をしばたたかせる。

「あん時？　いつの話だ？　というかなんの話だ、それ。ごめん、抽象的すぎて、さっぱりわからん。もう少し具体的に頼む」

「そういうところよ！　このウスラトンカチ！」

「ウスラトンカチ……？」

　疑問に疑問が重なってリクドウは大きく首を横に曲げた。

　そんなリクドウをジト目で見てから、ルナルラーサは盛大にため息をつく。

「ふぅ……。アンタんとこと同じようなもんよ。カナーンはアタシの養女。今回みたいに、魔王軍の残党に襲われちゃった町があってね。駆けつけたんだけど、そのときはギリギリ間に合わなくて……カナーンはそれで家族をみんな失っちゃったのよ」

「そんなことがあったのか……。なんだよ、同い年の娘がいるなら、もっと早く紹介してくれよ。おまえ、ロミリアとは連絡取ってるくせに、俺のところには全然──」

「うるっさいわね。魔王の娘なんか養ってるヤツと馴なれあいたいわけないでしょ！」

「……むぅ」

　エリナのことを言われて、リクドウは難しい顔をした。

　元々ルナルラーサは魔王城からエリナを連れて帰ることに反対していた一人だ。

　それがわかっていても、エリナのことを悪あし様ざまに言われるとリクドウの機嫌は悪くなる。

「あからさまに不ふ機き嫌げん面づらしちゃってまぁ。そんなに娘が愛いとしいんですかね」

「当たり前だ。エリナは本当にいい子なんだぞ？　どこに出しても恥ずかしくない、いやっ、どこにも出したくない、ずっと手元に置いておきたいくらいいい子なんだ！」

「げ、親おや馬ば鹿かすぎてキモイんですけど」

「うるせえ。まあ、どのみち俺の手元からは勝手に飛び立っていっちゃう子でもあるよ。正直今は、エリナが魔王の娘かどうかより、俺がちゃんと子離れできるかどうかの方が心配だ」

　その台詞せりふには仏ぶっ頂ちょう面づらをしていたルナルラーサもさすがに噴き出した。

「アハッ、自分で言うの、それ？」

「この歳の女の子は成長早過ぎるんだよ……。ああ、羽ばたいていってしまう……」

「ま、アンタがどんなにいい子だいい子だ言おうとも、こっちにはカナーンがいるからね」

「ん？　どういうことだ？」

「エリナのことはカナーンがばっちりアタシに報告してくれるってこと！　アンタの親馬鹿視点なんてまったくアテにならないけど、うちのカナーンはアタシが育てたとは思えないほど素直で真ま面じ目めで、それでいて心根の優しい、ホンット～～にいい子なのよ！　あの子の言うことなら間違いはないわ！」

　おまえも充分親馬鹿じゃないか。

　リクドウはその言葉を呑のみこんで、ただ肩をすくめた。





◇　◇　◇






「さぁ、やっと麓ふもとにたどり着いたぞ。お疲れさま。よくがんばったな」

　ベルンハルト先生がフランとカナーンを労ねぎらった。
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　気を失っているエリナとペトラを担かついで少しずつ山を下りていた二人は、フランの言葉どおり、捜しにきたベルンハルト先生と偶然会うことができたのだ。

「あなたたち、よくぞ無事で！」

　駆けよってくる学院長先生に、フランとカナーンは疲労でへろへろになりながらも笑みを返す。

「う、う～ん……」

　そのとき、カナーンに背負われていたエリナが低く唸うなって、大きくあくびをした。


「ふぁあああ…………あれ……？」



「呆あきれた。あなた、このタイミングで目を覚ますわけ？」

　目をこすりながら寝ぼけたようにエリナは口を開く。

「カナちゃん？」

「そうよ」

　カナーンは背中に向けてぶっきらぼうに言った。

「にゅへへ、カナちゃんの背中、温かくて気持ちよかった」


「～～～～っ！　起きたならさっさと下りて！　自分の脚で歩いて！　私だって疲れてるんだからね!?」



「わわっ、ご、ごめんっ！」

　慌ててカナーンの背中から下りるエリナ。

　そのエリナをフランがそっと支える。

「おはよう、エリナ。お疲れさま」

「フランもお疲れさま。わたし一人寝ちゃってごめんね」

「ううん。それにペトラなんかまだ目も覚まさないし」

「あー」

　エリナが覗のぞきこむとペトラはいつの間にか、ちぐはぐなコーディネイトで布や衣服を巻きつけられていて、思わず苦笑してしまう。

「裸でベルンハルト先生に背負ってもらうよりはいいかと思って……。ね？　カナちゃん」

「まだ気を失ってるうちに着替えさせた方がいいかもね。どんな文句を言われるか、わかったものじゃないわ」

「あはは。じゃあそれはパニーラたちに任せちゃおっか。ほら」

　フランがふり仰あおぐと、帰還の報告を受けたのだろう、パニーラとプルムが息を切らして走ってくるのが見えた。

「これでエリナへの意地悪もなくなるといいんだけどなぁ……」

「命がけで助けたことに感謝してもらってもいいんじゃないかしら」

「ええ……？　そんなペトラ、なんか気持ち悪い……。『助けてくれたこと、心から感謝いたしますわ』とか、こんな感じ？」

「ぷっ……わ、笑っちゃ悪いけど……」

「ふふふふふっ、エリナも言うわね」

　エリナとフランとカナーンは、三人で笑いあった。

　疲れは隠せない笑いだったが、それは不思議なほど心ここ地ちよい笑いでもあった。










　夕暮れの空の下、ノクトベル聖学院の生徒たちは広場に集められ、安否の確認をされていた。

　その確認の中、学院長であるロミリア・ユグ・テア・バージは、優しげな歌を歌っていた。

　それはただの歌ではなく『慈愛の歌』と呼ばれる魔法だ。

　単純な治ち癒ゆ魔法と比べて即効性には劣るが、歌を耳にしたすべての者の疲れを癒いやし、その回復力を高めるといったものだった。

　そんな安らかな歌声に誘われて、心身共に疲れきっていた生徒や教師たちも、うつらうつらと船を漕こぎはじめる。

「あら、ロミリアの『慈愛の歌』じゃない。なんだか懐かしいわね」

「おお、本当だ。これ滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ眠くなるんだよな」

　そこにそんな会話をしながら、大剣を背負った銀髪の女と、杖つえをついた男が現れる。

　半分眠りに落ちかけていたベルンハルトがそれに気がつき、慌てて立ちあがった。

「おおっ、ルナルラーサさん！　それにリクドウ先生も！　ご無事でしたか！　よかった！」

　ベルンハルトの大きな声に、同じく眠りに落ちかけていたエリナとカナーンも飛ぶように立ちあがり、それぞれ二人の方に駆け出した。

「りっくーんっ！」

「ルナっ！」

　胸元に飛び込んでくるエリナをリクドウは器用に受けとめる。

　カナーンの方は手前で立ち止まり、ルナルラーサに両手を広げられてから、その胸に抱きついた。

「よしよし、よくがんばったな、エリナ」

「にぇへへ、フランとカナーンがね、いっぱいがんばってくれたから……」

「そうかそうか」

　そう報告するエリナの頭をリクドウはぐりぐりと撫なでる。

「カナーンもずいぶんがんばったみたいね。よしよし」

「ううん……。私……まだ全然足りない……。もっと……がんばらなくちゃ……」

「相変わらずストイックねぇ」

　ルナルラーサもまた苦笑しながらカナーンの頭を撫でていた。

「おかえりなさい、リクドウ先生。それにルナルラーサ」

　そこに『慈愛の歌』を一段落させたロミリアがやってくる。

「一応、山中をひととおり巡ってきましたが、もう脅威となるような魔物の存在は認められませんでした。こちらにいるルナルラーサさんがだいたいやっつけてくれたようで」

「……なによその、ルナルラーサ『さん』って」

　ものすごく不満げにルナルラーサが言った。

「だっておまえ、俺おれは一応ここの教師で、おまえは生徒の保護者だろうがよ」

「ふぅん？」

　まだ不満そうに鼻をならすルナルラーサを、カナーンが訝いぶかしげな目で見る。

　カナーンにとって、こんなルナルラーサははじめて見るものだった。

「魔物だって半分はアンタが──。はぁ、いいわ。じゃあそういうことにしておいてあげるから、ありがたく思いなさいよ」

　そんなルナルラーサにロミリアがくすくすと笑う。

「ありがとう、二人とも。では、街の人にも脅威は去ったとして、警戒態勢を解くように伝えてください。先生方も、生徒たちを保護者に引き渡して帰宅させるように。今日は疲れたでしょう。明日は臨時休校といたします。みなさん、ゆっくりと休んでください」

　耳をそばだてていた生徒たちがロミリアのその言葉に歓声をあげた。

「あ、お父さん！　お母さん！」

　迎えにきていた親の姿を見つけ、堪えかねたように飛びつく生徒たちもいる。

　その中には、フランもいた。

「おお、フラン、心配していたよ」

「大丈夫だったかい？　怪け我がはしていない？」

「お父さん、お母さん、ありがとう。私は全然大丈夫。あのね、エリナとカナちゃん──ほら、あそこにいる黒髪の子ね？　その三人でいっぱいがんばったの」

　フランの報告をうんうんとうなずいて聞くフラヴィニー夫妻。

　夫妻はリクドウたちが見ていることに気がつくと、丁寧にお辞じ儀ぎをした。

「じゃあね、エリナ、カナちゃん！　今日は本当にありがとう」

「うん、フラン！　こちらこそ今日はいっぱいいっぱいありがとね！」

「私もあなたにはたくさん助けられたわ。ありがとう」

　三人はお互いを労ねぎらい、感謝して、別れを告げる。

「さて、カナーン。ちょっと荷物があるから運ぶの手伝って」

「わかった」

　ルナルラーサの言葉にカナーンは短くうなずいた。

　だが、それを耳にしたエリナの方が驚きの声をあげる。

「ええ!?　これからなんか運ぶの!?　カナちゃん疲れてるのに!?」

「は？　アタシが疲れてないとでも？」

　そんなエリナにルナルラーサがずいっと迫った。

「ひっ!?　いえっ、そういうことじゃなくて……」

　その迫力にたじたじになるエリナだが、すぐにカナーンがルナルラーサを留とどめた。

「やめて、ルナ。大人げない」

「そうだぞ、ルナルラーサ。俺の娘を威圧すんなよ」

「なっ」

　さらにリクドウが追い討うちをかけ、ルナルラーサは絶句する。

「えっと、あの……わたし、カナちゃんのとこ、手伝おうかな……なんて」

「要いらないわよ！」

「ひぃっ！」

「だから俺の娘を威圧するなっての！」

「ルナ、かっこ悪いから本当にやめて」

「なんでカナーンまでこの子の味方なの!?」

「いいから行こう、ルナ。エリナもまたね」

「う、うん……またね、カナちゃん」

　カナーンに引っぱられて、ルナルラーサも去っていった。

「りっくん……わたし、カナちゃんのお母さんに嫌われてる……？」

「あー……あいつはああいうヤツなんだよ。俺にもいつもアタリがきついし」

「知り合いなんだ？」

「まあな」

「……恋人だった、とか？」

「ぶほっ！　ないない」

　その話を横で聞いていたロミリアは、口元を押さえて腹をよじっていた。

「ほら、ロミリア──じゃなかった、学院長先生も笑ってるだろ？」

「ホントだ」

　リクドウは改めてロミリアに言う。

「それじゃ学院長先生、俺たちも帰らせてもらいます」

「……ええ。今日は本当にお疲れさまでした。こんなことになってしまってごめんなさい」

「ロミリアが謝ることなんにもないと思うけど」

「そんなことないわ。学院長は学院の責任者だもの。それに……ううん、なんでもないわ。それじゃあエリナ、リクドウ先生もゆっくり休んでくださいね」

「うん！　じゃあまたね、ロミリア──じゃなくて、さよならロミリア先生！」

「じゃあ、学院長先生もお疲れさま。失礼します」

　エリナとリクドウもまた、次々にその親に連れられて帰宅していく生徒たちに交じって帰っていく。

　そんな後ろ姿を見送りながら、ロミリアは一つ大きなため息をついた。

「どういうこと……？」

　あれだけ大きな魔力を使っていながら、ロミリアがエリナに施した封印は一切破られていなかったのだ。

　今施している封印とは干渉しない力だとでも言うのだろうか。

　それに、今日現れた魔物の軍勢にも疑問が残る。

　偶然あれだけの軍勢が残っていて、それが偶然今日、この街を襲いにきたのだとは思えない。

　やはり、それもエリナと関係があるのだろうか。エリナがスカウティアで山に入ると知っていて……？

「現状では情報が少なすぎる、か」

　ロミリアはゆっくりと頭を左右に振った。

　とりあえず、今回だけの偶然だとは思わない方がいい。

　気を引き締めておかないと。

　ロミリアは真剣な顔でうなずき、暮れゆく茜あかね色いろの空を見つめた。
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　その夜、リクドウは山で起こったことを詳くわしくエリナから聞いていた。

　エリナの話はフランがどうした、カナーンがどうしたという話が多かったが、自らが魔法を使ったことも、魔ま法ほう陣じんや紋様が現れたことも、そして、自分が魔王の城で拾われた子供だと告げられたことも。

　そのすべてを包み隠さず話してくれたエリナに、リクドウは心の底から感動していた。

「そんなこと……親にだって隠したがる年とし頃ごろだろうに……」

　疲れ切って眠ってしまったエリナの寝顔を見て、リクドウは独ひとりごちる。

　エリナは本当にいい子に育ったと思う。

　だが、今回の件で、エリナが特別な子であることも確定してしまった。

　あの大きな魔力を感じとった者が自分たちだけとは限らない。

　エリナの存在をよく思わない者、エリナの存在を利用しようと思う者、そんな者たちが感じとっていてもおかしくはないのだ。

　それに、あのジントロルの目的も、エリナであった可能性が高い。

　だとすれば、エリナの存在をジントロルの耳に入れた他の存在がいるという可能性も考えておかなければならない。

「学校でも一緒にいてやれるようになったのは、よかったのかもな……」

　魔法の授業をするのは大変だが、エリナも魔法が使えたのは自分の教えがあったからだと言っていた。どうやら悪いことばかりではないらしい。

「……俺おれがエリナを護らなくちゃな」

　そう呟つぶやいてリクドウは立ちあがり、エリナを起こさないように部屋を出た。

　久しぶりに動き回ったせいだろうか。

　リクドウの右脚はズキリといつもより強く痛んでいた。





◇　◇　◇






「フランは本当にエリナちゃんのことが大好きなんだね」

　フラヴィニー家でもまた、フランが両親に今日の顚てん末まつを話していた。

「うん。小さいときからずっと一緒だし、それに、エリナといると私、楽しい気持ちでいっぱいになるの」

「うんうん。私たちがこの街に移住してきた頃のことを思い出すよ」

「そうですね、もう懐かしい話ですけど」

　フランの言葉に両親が昔を懐かしむように目を細める。

「移住してきた頃って？」

「フランが二歳の頃だったかな、この街にきたのは。まだこの街に慣れないでいる頃にランドバルドさんと会ってね、同じ年頃の娘がいるって言うんで引き合わせたんだよ」

「その頃のフランは人見知りで、いつもむずかっていて、お母さんたちもお菓か子し屋を開いたばかりで、あんまり構ってやれなかったんだけどね。エリナちゃんと引き合わせたら、私たちがびっくりするくらいすぐに仲よしになってねぇ」

「……私、はじめからそんなだったんだ？」

「ランドバルドさんに言わせると、エリナちゃんもフランのおかげでやんちゃが少し収まったそうだよ」

「エリナはやんちゃのままだと思うけど……フフッ」

　今日のことを思い出してフランは笑った。

　もちろん、エリナの魔法のことは話していないし、魔物たちに襲われたこと自体、上う手まいこと隠れたり躱かわしたりして逃げてきたことにしてしまっている。

　この優しい両親に、フランは無用な心配をかけたくはなかった。

「うん、これからもエリナちゃんと仲よくな。だけど、あまり無茶なこともしないこと。エリナちゃんといると、フランも普段よりやんちゃになるようだから」

「それが嬉うれしくもあるんですけどね。フフフ」

「も、もぉ……そうかもしれないけど……。でも、うん。これからもエリナとは仲よくするし、無茶なこともしないように気をつけます。あ、それと」

　両親は首を傾かしげてフランが続きを言うのを促す。

「一緒の班だったカナちゃん──カナーンって子とも、すごく仲よしになれそうなの。きっと……ううん、絶対」

　そして、その言葉に両親とも嬉しそうに何度となくうなずいた。





◇　◇　◇






「よし、こんなもんか。カナーンもお疲れさま。お腹なか減ったでしょ。ご飯にしましょ」

　運んできた荷物を適当に積み上げて、ルナルラーサがにこやかに言った。

「私、まだ用意してないけど、なにかあるの？」

「あるある。ここに来る手前の村で野盗をやっつけたらお礼だって言って……えーっと、あった。これこれ。パンとか野菜とか、あと腸ちょう詰づめなんかもあるみたい」

「野菜は早く使った方がいいね。腸詰めと一緒に煮込もっか」

「簡単でいいからねー」

　カナーンは慣れた様子で食材を台所に運び、調理をはじめる。

「それでさあ、カナーン」

「なに？」

　ルナルラーサの呼びかけにカナーンは短く応こたえた。

「なに？　じゃないでしょ？　結局どうだったのよ、あの子のこと」

　カナーンの野菜を洗う手が一瞬止まる。

　感じたとおり「いい子だ」と答えるのは簡単だ。

　だが、それではルナルラーサは納得しないだろう。

　では、あの強大な魔力のことや、エリナの身体からだや周囲に現れた魔法陣や紋様、それにあの美しい黒いドレスの女性について報告すべきだろうか。

　いや、それではエリナに無用な疑いがかかってしまう。

　ただでさえ、ルナルラーサはエリナのことを疑いの目で見ているのだ。

　だから、カナーンはそっけなくこう答えた。

「どうもこうもないわ。普通よ」

「普通～？」

　明らかに疑うような声。

　カナーンはこれまで、ルナルラーサに対して噓うそらしい噓をついたことはない。

　相手は豪ごう放ほう磊らい落らくなところがあるルナルラーサだ。その必要もなかった。

「ふぅん？　そっかそっか」

　意外なことに、ルナルラーサはそれ以上の追及をしなかった。

　自分が信頼されているからなのか、それともそんな自分の答えもルナルラーサの予想通りなのか、それとも──本当はどうでもいいのか。

「じゃあ、カナーン、普通だって言うならまだ尻しっ尾ぽは出してないって考えて、もうしばらくあの子の監視を続けてもらえる？」

　エリナの監視を続ける。

　それは、カナーンが今後もノクトベル聖学院に通い続けるということだ。

「……いいけど」

　カナーンはなぜか胸が高鳴るのを感じていた。

　そんなカナーンにルナルラーサは意地の悪い笑みを浮かべて言う。

「あら。結構あっさり引き受けてくれたわね。また、ルナと一緒に仕事したいって言うかと思ったのに」

「ルナと一緒に仕事したいのは本当だけど」

「だけど？」

「言ったでしょ？　私はまだまだ全然足りないって。今のままじゃ、ルナの足手まといになるだけだって、今日はいっぱい思い知ったから」

「……学院で足りない分は補えそう？」

　その言葉のニュアンスはとても優しげなものだったが、カナーンは先ほどの言葉に対するよりもはるかに口を尖とがらせて言った。

「やっぱり。本当はエリナのことじゃなくて、そっちが目的だったんだ」

「さあ？　なんのことかしらね？　でもね、カナーン。どんな物事だっていろんな捉とらえ方ができるし、いろんな捉え方をしてもいいものなのよ？」

「……？　どういう意味？」

「理由や目的なんか一つである必要なんてないってこと。あとは自分で考えなさい」

　ルナルラーサはいつも、カナーンにすべてを教えることはない。

　大雑ざっ把ぱだけど的確で、適当だけど適切な、そんな助言だけをカナーンに与える。

「うん、わかった」

　自分で答えを見つけること。

　カナーンはそう理解してうなずく。

「ルナ」

「ん？」

「私、学院で友達作ってもいい？」

「いいわよ、もちろん」

　ルナルラーサは笑って答えた。





※　※　※






　カナーンにとって、『友達』という言葉には、特別な意味があった。

「ごめんなさい……。こんなのは勝ちじゃないわね」

　まだ幼かったあの日、カナーンの故郷の町を襲った魔王軍の残党を殲せん滅めつしたあと、ルナルラーサは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　魔物たちはそのほとんどが傭よう兵へいたちの手によって倒されたが、町もまた、元の姿を留とどめてはいなかった。

　建物は燃え、田畑は荒らされ、至る所に人のものとも魔物のものともわからない死体が転がっていた。

　どこもかしこもが血と泥どろにまみれていて、堪たえ難い悪臭を放っていた。

　カナーンの知っている顔はどこにも見当たらなかった。

　カナーンの両親も、妹も……。

　カナーンの家族だけではなく、多くの町の人がその命を失っていた。

　ルナルラーサたちの傭兵団に、なんでもっと早く来てくれなかったんだと呪のろいの言葉を吐く者もいた。

　生き残った町の人たちも次々とその血なまぐさい廃はい墟きょを去って行った。

　誰だれにも、他人を気遣う余裕などあるはずはなく、一人になってしまったカナーンのことなど気づく者すらいなかった。

　ただ一人を除いて。

「ねえあなた。よかったらアタシと一緒に来る？」

　ルナルラーサはそう言ってカナーンに手を差しのべた。

「え……でも……」

「せっかく助け出したあなたが、このあと生きていけなかったら、助けたことにならないじゃない？」

　幼いカナーンは、唯一自分に差しのべられたその手を取った。

「うん、あなた、お名前は？」

「……カナーン」

「それじゃあカナーン。今日からアタシたちは家族──は、ちょっと烏お滸こがましいか。そうね、友達！　アタシとカナーンはこれから一緒に生活していく友達よ。いいわね？」

　だから、ルナルラーサは名目上カナーンの養母でありながら、カナーンに自分を母とは呼ばせない。

　カナーンも、そんなルナルラーサの気持ちを汲くんで「ルナ」と愛称で呼ぶ。

　ルナは友達。

　だから、友達はルナだけでいい。

　カナーンはずっと、そう思ってきた。

　エリナに「友達になって」と言われたとき、カナーンがそれを拒絶したのは、なにもそれがエリナだからというだけの話ではなかったのだ。





※　※　※






　プレツィター商会会長の娘ペトラ・プレツィターは夢を見ていた。

　巨大で醜悪で醜怪な魔物に襲われる恐ろしい夢だ。

　夢の中でペトラは逃げ惑い、そのあまりの恐怖に倒れこんでしまう。

　ペトラに迫る怪物の手。

　だが、光の紋章をその身に纏まとった勇者が現れ、ペトラを怪物の手から間一髪救い出す。

　勇者の腕に抱かれて、ペトラは胸をときめかせた。

　おとぎ話で聞いた魔王を倒した名もなき勇者様。

　温かで優しい、だけど力強い勇者の腕に身を任せ、ペトラは夢の中で夢見心ごこ地ちの気分になっていた。

　さぞや凛り々りしい顔立ちなのだろうとそっと顔をあげ、ペトラはその顔を見た。

　エリナだった。

　ペトラを抱きかかえたまま、エリナは決死の表情で怪物と戦っていた。

　エリナこそがペトラの勇者様だったのだ。

　ペトラのその視線に気がついたのか、エリナはペトラの方を見、そして、微ほほ笑えむ。

「大丈夫、ペトラ？　安心して。あなたのことはわたしが護るから」

　そんなエリナの言葉に、ペトラの胸はトクンと跳ねた。

　得えも言われぬ熱い想おもいがこみあげ、ペトラは両手を伸ばしてエリナに抱きついた。

　そして、その耳に唇を寄せ、そっと囁ささやく。

「わたくし……わたくしはエリナのことを……」




　コンコン！




　そんな音でペトラは目を覚ました。

「お嬢様？　お加減はいかがでしょうか？」

　部屋の外からパニーラの声が聞こえ、ペトラは半身を起こして辺りを見渡した。

　プレツィター家のペトラの寝室。そのベッドの上にいる自分を認識する。

　つまり、自分は寝ていたのだ。

　そして、夢を見ていた。

　──夢？

　ちょっと待って。

　今見ていた夢はなに？

　考える。

　思い出す。

　今し方、見ていたばかりの夢が、その光景が、そのときの鮮烈な感情と共に、はっきりと思い起こされた。

　あの湧わきあがる熱い想いに任せて、自分は誰になにを告げようとしていたのか。

「あ、あ、あ──」

　ペトラは手元にあった大きな枕まくらを摑つかみあげ、それで自らの顔面を覆い、そして、


「ありえませんわ～～～～～～～～～～～～っ！」



　大声で叫びながらベッドの上を右へ左へと転げ回った。

「お嬢様!?　なにごとですか、お嬢様!?　お嬢様!?」

「いやああああああああああああ！　なんで!?　どうして!?　わたくしはっ、わたくしはっ」

「お嬢様っ!?　失礼します！」

　緊急事態と判断してパニーラが扉を開け、ペトラの寝室に入ってくる。

　ペトラはなおも枕に顔を押しつけて、悶もだえ続けていた。

「お嬢様、安心なさってください！　ここはプレツィター家です！　魔物もすべて駆く逐ちくされたと聞いています！　落ちついてください、お嬢様！　お嬢様！」

「魔物……」

　パニーラの言葉を聞いて、ペトラがピタリとその動きを止める。

「そうです、お嬢様。思い出されましたか？　お嬢様はスカウティアの最中、我々とはぐれてしまい、魔物の軍勢と鉢合わせになってしまったのです。ですが……その……エリナたちの班に助けられたのだと……聞いていて……」

　その最後の言葉を、パニーラは言いにくそうにごにょごにょとさせながら言った。

「魔物の軍勢から……エリナが……」

　今見た夢は夢ではなかった。

　どんなに否定しようが、どんなに喚わめこうが、それが真実なのだと、ペトラは直感してしまっていた。

「い、いえっ、エリナではなく、エリナ班です！　口くち惜おしくはありますが、あのカナーンという新参者の剣の腕は大したものでしたから、きっとあやつでしょう。エリナごときがお嬢様を助け出すなど──」

　パニーラは慌てて補足する。

　日ひ頃ごろ小こ馬ば鹿かにしているエリナに助けられたとあっては、お嬢様も面目が立たない。そんなパニーラの気遣いではあったが、ペトラはそれを耳にしてカッとなった。

「お黙りなさい！」

「し、失礼しました！」

　そして、ハッとする。今の苛いら立だちは一体……。

「……パニーラ」

「はっ」

「わたくしはまだ疲れているようです。もうしばらく安静にするつもりですから、お母様たちにもそのように伝えなさい。それからわたくしが呼ぶまで、寝室への入室は禁じます。いいですね？」

「し、しかし──」

「いいですね？」

「か、かしこまりました！　それでは、お休みなさいませ、お嬢様」

　パニーラが恐縮した様子で出ていくと、ペトラはベッドに身を横たえ、天井を見つめた。

「エリナ……」





◇　◇　◇







「んにゅ……？」



　エリナは温かなベッドの中で目を覚さました。

　かなりぐっすりと眠っていた感触があるが、いったい今はどれくらいだろう。

　そう思って身を起こそうとすると、枕元に黒い玉があることに気がついた。

「あれ、そう言えばこれずっと持ったままだったんだっけ？」

　拾いあげてみるとよく馴な染じむ温かさがあった。

　なにか手に握っていた感覚も残っている。

　どうやらこれを握ったまま眠りに就ついていたらしい。

　そうエリナは結論づけた。

「そういや、ロミリアが卵かもしれないって言ってたんだよね。寝てるうちに割っちゃわなくてよかった……」

　などと独りごちていると、控えめにノックする音が聞こえて、そっと部屋の扉が開いた。

「エリナ……？」

「ほえ？」

　恐る恐る部屋を覗のぞきこんできたのはリクドウだった。

「おお、よかった！　エリナ、起きてたか！」

「え？　うん。今、起きたとこだけど……。あ、おはよう、りっくん」

「ああ、おはよう、エリナ。お腹なかは空すいてないか？」

「お腹？　……うわ、なんかすっごい空いてるかも！　っていうか、なんで？」

　リクドウはその疑問に苦笑して答える。

「おまえ、昨日丸一日眠ったままだったんだよ」

「ふぇ？　丸一日？　わたし、そんなに……？」

　エリナはきょとんとして目をパチクリさせた。

「起きたらお腹空かせてるだろうと思って、いろいろ作っておいたから、いっぱい食べていいぞ？」

「わぁっ、食べる食べる！」

「よしよし、じゃあ俺はスープとか温めておくから、エリナは着替えて顔を洗ってきな」

「はーい！」




　食卓はハム、ウィンナー、チーズ、サラダ、ポトフ、ベーコン、卵料理に魚料理、パンだけでも四種類は揃そろっているという豪勢ぶりで、今にもテーブルからはみ出しそうな勢いだった。

「よーし、スープも温まったぞー」

「わわっ、りっくん、いいよ！　スープは自分で運ぶから！」

「あはは、すまん。じゃあ、そうしてくれるか？」

「うん。でもこんなにたくさん用意してくれたんだ……」

　リクドウの気持ちが嬉うれしくてエリナは顔を赤らめながらスープをお椀わんによそう。

「いやぁ、実は……昨日の朝昼晩と今日の朝っていうか今、それごとに作ったり、買ってきたりして……」

「じゃ、じゃあこれ四食分なんだ……。にゃはは。はい、スープ、りっくんの分も」

「ありがとう、エリナ」

「りっくんもありがとう。じゃあ、いただきます」

「いただきます」

　さっそくとばかりにエリナはその豪勢すぎる朝食を食べはじめた。

「そんなに無理して食べることはないからな？」

「大丈夫。すっごいお腹減ってるから！」

　そう言ってパクパクむしゃむしゃ食べるエリナを、リクドウは目を細めて眺める。

「ミルクもいるか？」

「ほしい！」

　そんなエリナにリクドウはホッと胸を撫までおろした。

　エリナが一日眠っていただけで、リクドウは気が気ではないほどに動転していたのだ。

「りっくん」

「ん？」

「スカウティアでのこと……夢じゃないんだよね？」

「ああ、現実だ」

「じゃあ、あの……りっくんが『名もなき勇者様』だっていうのも？」

　それは、直接はカナーンも言っていなかったことだったが、エリナの元に集まってしまった情報から、エリナ自身が導き出したものだった。

「そうだよ」

「そっか……にぇへへ、そっかぁ……」

　エリナは照れくさそうに笑うと、再び目の前のものを食べはじめる。

「それでエリナ、今日はどうする？」

「あむあむあむあむ……んにゅ？　どうするって？」

「いや、ほら、学校行くならもうあまり時間が──」

　とリクドウが言いかけたとき、ゴンゴンと玄関のノッカーが鳴り、かわいらしい女の子の声が聞こえてきた。

「エリナー！」

　それはフランソワーズ・フラヴィニーの声だ。

「フランだ！　あれ!?　だって今日、学校お休みなんじゃ!?」

「だからエリナ、丸一日寝てたから」

「ああああ!?」

「でも、まだ体調悪いようなら休んでいていいぞ？」

「行く！　フラン、迎えにきてくれてるし！　だいたいわたし、今すっごい元気だし！」

　リクドウもそんなエリナに「そうか」と笑ってうなずく。

「フランー、ちょっと待っててー！　ああっ、りっくん、えっと朝ごはんのお片づけは──」

「俺おれは今日は三時間目からだから、やっておくよ。行っておいで」

「ありがと、りっくん！」

　ドタバタと自分の部屋に駆けこんでいくエリナを見て、リクドウは日常が戻ってきたことを実感した。




「お待たせ、フラン！」

　そう言いながら玄関から飛び出してきたエリナは、もう一人の人影を見て目を見開いた。

「カナちゃん!?」

　少し口を尖とがらせて、チラリとエリナに目を向けるカナーン。その頰ほおは少し赤らんでいるようにも見える。

　そして、フランが満面の笑みで言った。

「おはよう、エリナ。カナちゃんがね、エリナにどうしても言いたいことあるんだって」

「言いたいこと……？　なんだろう？」

　それを聞くため、エリナはカナーンの目の前に立つ。

「え、えっと、その……エリナ」

「うん」

　カナーンはそこで息を吸いこみ、一息に言った。

「以前断ってしまったことは謝るわごめんなさいだから私と友達になってくださいお願いします」

「な……なんて？」

　なにを言われたか理解できずに、エリナは思わず聞き返してしまう。

「こんなところで似た者同士だったとは思わなかったな……あはは」

　フランなどはそう言って呑のん気きに苦笑していた。

「だからっ、そのっ……私の……友達に……」

「カナちゃんとはもう友達だと思ってたんだけど」

「……え？」

「フランもそう思うでしょ？」

「うん、もちろん」

　カナーンは目をしばたたかせながら、エリナを見、そしてフランを見る。

「じゃあ、改めて！　わたしとフランとカナちゃんは、仲よしこよしの友達同士！　ってことで！　はい、手！」

「手？　あ──」

　エリナはひったくるようにカナーンの左手を取り、フランの右手を取った。

　フランも同じようにしてカナーンの右手を取る。

「にぇへへっ。これからもよろしくね、カナちゃん！　もちろん、フランも！」

「うん、エリナ。カナちゃんもよろしくね」

「よ、よろしくお願いします……」

　エリナとフランの笑顔にカナーンは顔を真まっ赤かにしてうつむいた。

「にゅふふ、カナちゃん照れてる。かわいい……。──って、あれ？」

「エリナ、どうしたの？」

「なんか今、ヘンな音がして……」

　エリナは嫌な予感がして、懐に入れていた例の黒い玉を取りだした。

「え、噓うそ……ヒビ入ってる!?」

「あのときの黒い玉？」

　フランもそれを覗きこむ。

「なに？　この黒い玉……」

　カナーンもそれを訝いぶかしげな顔をして覗きこんだ。

「カナちゃんが学校来る前の魔法の授業でね、エリナが魔法で作りだしたみたいなの」

「みたい？」

　フランの説明にカナーンが首を傾かしげる。

「作ったのか、喚よび出したのか、それすらもよくわからないってジュゼッペ先生が──」

「あ」

　エリナが声をあげて、フランがその言葉を止めた。

　パキャ。

　黒い玉にさらに大きなヒビが入る。

　パキャ……パキャ……。







[image: ]







　三人が見ているうちに、黒い玉に無数のヒビが入っていった。

「ロミリアが言ってたんだけど、これ、なにかの卵かもしれないって……」

「学院長先生が……」

「じゃあ、割れてしまったわけではなくて、もしかして……」

　パキャ。

　エリナの手のひらの上で、ひび割れた黒い玉がコトリと転がった。

「なにか……生まれる……？」

　エリナがそう言った瞬間、卵の殻を突き破るようにして、なにか白いものが現れる。

「わわっ」

「ひゃあっ」

「こ、これ……」

　三人はエリナの手のひらの上に生まれ出たものを見て声を揃えた。

「「「ひよこ？」」」











あとがき






　ＧＡ文庫さんでははじめまして。

　主にＰＣゲームのシナリオなどを手がけております姫ノ木あくと申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　ご覧の通り、今回の作品はファンタジーものでありますが、主人公が現世から転生とかはしないヤツです。なんか最近は、元からファンタジー世界の主人公のことを「現地主人公」とか呼ぶようですね。転生ものの方が主流になった結果の逆転現象ということだとは思いますが、なかなか興味深い話です。

　主人公といえば、この作品の主人公はタイトルからしてエリナなのは明白ですが、エリナの養父であるリクドウもまた、もう一人の主人公と言える立場のキャラクターとなっています。

　あくまでもお話の主体はエリナであり、エリナを取り巻く少女たちのキャッキャウフフではありますが（そうだったのか……）、リクドウが仲間たちと共に魔王を討とう伐ばつするに至った経緯はもちろん、ここまでエリナを育ててきた上での苦労話とか、魔王を倒した勇者として政治の権謀術数に巻き込まれる話とか、結果としてまるで実ってない（実ってない！）色いろ恋こい沙ざ汰たとか、いろいろネタは考えているのでこの辺は機会があれば書きたいです。

　って、それだけ余裕で続刊とかするといいですよね……（遠い目）。

　さて、そんな今作ではありますが、実はＧＡ文庫さんでとのお話があってから、数年を経ての出版となってしまいました。そんな私を見捨てず、こうして今作を出させていただけたことを本当に感謝しております。

　引き合わせていただいたイラストレーターの香月さん、編集のＳさん、本当にありがとうございました。また呑みにでも行きましょう。

　今回の企画の立ち上げに尽力してくれたＫさんも本当にありがとうございました。新婚生活は順調ですか？　私もそんな相手に巡り会いたいです（死）。

　担当のＭさん、ドタバタとさせてしまったようで大変申し訳ありませんでした。今後ともよろしくお願いいたします。ひらに。


　そして、めっっっっっっっちゃくちゃかわいいエリナたちのイラストを手がけてくれたよう太先生！　本当に、本ッ当ッにッ、ありがとうございます！　大好き！



　そしてそして、この作品を手に取り、読んでくれた皆様に、最大級の感謝を！

　叶かないましたら次巻でまたお目にかかりましょう。ではでは。





二〇一八年八月　姫ノ木あく









著者

姫ノ木あく（ひめのぎ　あく）

　作家の友人たちがニコ生とかで自作の宣伝をしてたので、私もと思ったのですが、そのままやってもつまらないので、ここは一つバーチャルなアバターでも使って一世を風靡してやろうかと目論んだものの、ＶＩＶＥやら、それに必要な環境やらを考えたら、とりあえず今作で一発当てるしかないという結論に達しました。




イラスト

よう太

　女の子は女の子同士で恋愛した方がいいのよ原理主義のお絵かき屋さん。

　徹底的にいちゃいちゃ絵満載でお届けきたので本人は大変満足のようだ。

　制服は健全にデザインしたつもりがいかがわしく見える人もいるらしい・・・








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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